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本作品は縦書きでレイアウトされています。

また、ご覧になるリーディングシステムにより、表示の差が認められることがあります。
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　何もかもが輝かがやいて見えた。

　降り注ぐ光、そのひとつひとつが体を包むようだった。

　沸わき上がる高こう揚よう感かんはたとえようもなく、胸の鼓こ動どうは鳴り止やまない。

　この気持ちはなんだろう。

　この高鳴りはなんだろう。

　心の中、自分に問いかけてみるものの、答えは出るようで出てこない。

　──いや、そもそも、そんなことを考えている場合ではない。

　なぜなら、今日は結けつ婚こん式。

　男と女、自分と彼女が誓ちかいを立てる大事な日。

　事ここに至って、今さら他ほかのことを考えている自分がおかしいのだ。

　思い浮うかべるべきは、目の前に立つ彼女のこと。

　純白のウェディングドレスを着て、ベールの向こう、わずかにうつむいている少女。

　そうだ、彼女のことを──花はな嫁よめのことだけを考えていればいいのだ。

　自分にそう言い聞かせ、しかし、どうにもそぞろになる気持ちは、これまでの思い出を走そう馬ま灯とうのようによみがえらせた。




　幼くして冒ぼう険けんの旅に出た日のこと。

　剣けんを片手に戦って、時には龍りゆうさえ倒たおしたこと。

　数々の出会い、そして別れを経験し、その度たびに大きくなれたこと。

　全部、大事な宝物だ。どれも忘れがたい思い出だ。

　それらすべてが繫つながって、今日という日があると思うと、何やら感かん慨がい深い気がした。

　辛つらく苦しいこともあったが、その道がこの場に続いていると考えると、やはり興味深くもあって、




「さあ、誓いのキスを」




「っ！」

　牧師にうながされ、ハッと顔を上げる。

　そうだ、ぼんやりしている場合ではない。

　キスだ。結婚式にはそれが必要だ。それを以もって、初めて結婚式が成立するのだ。

　分かってはいたものの、いざその時が来ると、緊きん張ちようで身体からだが震ふるえる。

　必要なことだとは分かっているが、どうしても強こわ張ばりが出てしまう。

「さあ」

　しかし、まごついてばかりもいられない。

　牧師の声に合わせ、意を決した少年は──。




　八や坂さか虎こ太た郎ろうは、そっと彼女のベールを上げた。
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　踏ふんでいるようで踏んでない。

　地面があるようで地面がない。

　摩ま訶か不ふ思し議ぎな渦うず巻まく霧きりのトンネルは、これで三度目、次なる国へのワープ通路だ。

「もうすぐですよー」

　その通路で先頭に立ち、ぴょこぴょこと軽い足取りで進む少女。

　彼女の名はリリエル。体つきこそ幼いが、こう見えて立派な天使だ。

「もうちょっと歩いたら、次の国に着きますからね！」

　導きの力を持つ彼女の役目は、勇者たちを魔ま王おうの下もとへと誘いざなうこと。

　その一いつ環かんとして、こうして超ちよう空間の通路を開き、一行の先導役を務めているのだが、

「あがっ!?」

　どうにも落ち着きがなく、こうしてちょくちょくミスをする。

「大だい丈じよう夫ぶ？」

「うう、すみません……」

　振ふり返りながら歩くという器用な真似まねをするものだから、何もないところで転ぶという、これまた器用なことをするのだ。もんどりうって倒れたリリエルは、差し伸のべられた手をつかみ、恥はずかしそうに立ち上がった。

「このまま繫いでいようか？」

「け、結構ですぅ！」

　まるでお子様なリリエルだが、そう扱あつかわれるのは嫌いやなようだ。

　繫いでいた手を──勇者虎こ太た郎ろうの手を振り解ほどき、彼女は殊こと更さら勇ましい顔をした。

　その強がりと背せ伸のびがどうにもおかしく、虎太郎の後ろにいた少女、エクセリアは、軽くプッと吹ふき出した。

「微笑ほほえましいというか、なんというか」

「ですねぇ」

　続くモニカがうなずいて、プリムローズもわずかな首しゆ肯こうでそれに応こたえる。

　それがどうにも恥ずかしくて、リリエルは顔を真っ赤にするのだった。

「も、もー！　茶化さないでください！」

　両手を振り上げるリリエルを中心に、束つかの間、和なごやかな空気が広がっていく。

　魔王討とう伐ばつの旅の途と中ちゆう、その使命を忘れさせる優やさしげな空間に、リリエルの怒いかりも照れ笑いに変わっていき──。

「って、なんですか、この雰ふん囲い気きは！」

　すんでのところでリリエルが正気に戻もどった。

「いけません！　いけません！　いけないパターンです！」

　鋭するどくツッコミを入れたかと思うと、パタパタと手を振り、弛し緩かんした空気を散らしていくリリエル。

　彼女は努めて険しい顔をして、のほほんとした勇者一行に注意をうながす。

「言ったじゃないですか！　もうすぐ次の国ですよって！　それはつまり、次の魔王がもうすぐ現れるということです！」

「……っ！」

　油断大敵ということだ。

　強大な力を持つ勇者一行であったが、気を緩ゆるめていては足をすくわれかねない。

　事実、そのような出来事があったからこそ、リリエルは口を酸すっぱくしてそのことを何度も指し摘てきしているのだった。

「ごめんね、リリィちゃん」

「少し、戦勝ムードに浸ひたっていたようです……」

　しゅんと肩かたを落とす虎太郎とモニカ。

「仕方ないわよ、昨日の今日の話だもの」

「ニューワールドを発たって、まだ一時間も過ぎていません」

　と、口で言いながらも、バツの悪そうな顔をするエクセリアとプリムローズ。

　彼らもまた、頭では分かっているのだ。この世界の魔王は、どれも一ひと筋すじ縄なわではいかない相手だと。本当ならば、この時点で、気を引き締しめていなければならないのだと。分かってはいながらも、やはり、勝利の嬉うれしさからか、どうにも気が緩んでしまったのだった。

「でも、まあ、勝って兜かぶとの緒おを締めよってことだよ」

「そうです。みなさん、気をつけてくださいね？　本当に、もう、すぐに着きますので」

　仲間たちの反省を見て取り、満足げにうなずいたリリエル。

　彼女は「ふんす！」と鼻息を吐はくと、また、一行の先頭を歩き始めた。

「そういえば、聞いてなかったけど」

　勇ましく進む幼い天使。彼女が歩き始めてしばらくもしないうちに、エクセリアが後ろからひょいと顔を出した。

「次の国ってどんなところなの？」

「あれ？　まだ言ってませんでしたっけ？」

「聞いてないわね」

「そういえば……」

　道すがら話していたのは、先ほどまでいた国のことだった。

　賭と博ばく国家ニューワールド。すべてが賭かけで決まる新興国で、勇者一行は魔王と対たい峙じした。その経けい緯い、滞たい在ざい中の出来事を振り返っているうちにここまで来てしまったのだ。当然、次の目的地について話す時間はなかった。

「分かりました。説明させていただきます！」

　情報不足に気がついたリリエルは、そこで一度足を止め、勇者一行へと向き直った。

　そして、こほんと咳せき払ばらいをし、人差し指をピンと立てて説明を始めた。

「次に訪おとずれる国は、南海に浮かぶ島とう嶼しよ国、ブライダルです」

　南海に浮かぶ島々──。

　その一言で、虎太郎たちの頭には、リゾートのような光景が浮かんだが、

「この国は古くから結けつ婚こん産業で栄えており……結婚の聖地という異名もあります」

「「「「結婚の聖地？」」」」

　続く言葉で、途と端たんにイメージが混こん沌とんとしてきた。

「南海で、結婚？」

「海上で式を挙げるのですか？」

　にぎやかな結婚式に縁えんのないふたりには、どうにも想像できないようだった。

「ハワイやグアムみたいなもの？」

「いや、でも、結婚産業で栄えるって……？」

　現代日本で育ったふたりも、何やらイメージし難がたいようだった。

　結婚の聖地と言われるぐらいだから、さぞや結婚一色なのだろう。そこかしこでカップルが歩き回り、隙すきを見ればいちゃいちゃしだす。そして、そのノリで結婚式を挙げ、街には一日中、ウェディングベルが鳴り響ひびく──。

（（（（そんな国、あるのか……？））））

　どうにも信じられず、ついつい、疑わしげな目を向ける虎太郎たち。

　その視線に気がついたリリエルは、心外だとばかりに腰こしに手を当てて憤いきどおる。

「ウソじゃないですよ！　本当です！　ブライダルは、本当に結婚の聖地なんです！」

　頰ほおを膨ふくらませ、ぷりぷりと怒おこるリリエルに、しかし仲間の言葉は冷たい。

「ちょっと教会が多いだけなんじゃ……」

「今までが今まででしたので……」

「リリィは少し、オーバーなところが……」

「ひどい!?」

　ショックを受け、目の端はしに涙なみださえ浮うかべたリリエル。

　そのまま泣き出すかと思われた彼女だが、グッと歯を食いしばって前方を指差した。

「じゃあ、実際に見てください！　そして、驚おどろいてください！」

「論より証しよう拠こってわけだね」

「そうです！　もう、本当にラブで溢あふれてますから！　新米カップルから熟年夫ふう婦ふまで、街に溢れてチュッチュしてますよ！」

「はいはい」

　優しげな顔で虎太郎が進み、その後ろに、苦く笑しようしながらエクセリアが続く。

　引くに引けなくなったのだろう。大げさにしてしまった話を、意地でも通そうとしているのだ。そういった幼さがリリエルにはあり、それをさらりと受け流してみせるのは、年長者としての義務のように感じられた。

「さて……いざ、ブライダル！」

　こうして、若じやつ干かんの肩かた透すかしも予感しながら、虎太郎たちはトンネルを抜ぬけ──。





　そして、見た。






「綺き麗れいだ……なんて綺麗なんだ……」

「そうね、とっても素す敵てきなところ。来てよかったわね」

「違ちがうよ。綺麗なのは……君さ」

「えっ……」

「ハニー……マイスイート……」

「ダーリン……」

「ハニー……！」

「ダーリン……！」


　ぶぢゅうううううううう!!

「ヴォエッッッ!!」

「リアが吐いた!?」



　開幕早々に目もく撃げきした、あまりにもあんまりな光景に、エクセリアが反へ吐どをぶちまけた。

　広がる青空、南海に浮かぶ島々。

　波が優しく打ち寄せる砂すな浜はまに、落ち着いた洋風の街。


　そして、そのそこかしこでいちゃつくカップルの姿……！



「ラブが！　ラブがぁぁぁ！」

「愛が溢れている……！」

　これが一組、二組程度なら、エクセリアにもダメージはなかっただろう。

　しかし、それが何十組、下手をすると、三ケタにも達しようというカップルが、人目もはばからずにいちゃいちゃ、チュッチュしているとなると──。

「あ、ああ、あああ……」

「お、おい！　しっかりしろ！　しっかりしろ、リアー!?」

　まさに結婚の聖地、カップルたちの楽園。

　老いも若きも頰を染め、腕うでを絡からめているような甘い、甘～い空間に、たまらずエクセリアは卒そつ倒とうするのだった──。
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「だから言ったじゃないですか、結婚の聖地だって」

　海沿いのヤシの木の下、横になったエクセリアを手で扇あおぎながら、リリエルは言った。

「まさか、これほどだったなんて……」

　濡ぬれたハンカチで額を冷やしながら、エクセリアはため息をついた。

「てっきり、また大げさな話をしているって……」

「もー！」

　エクセリアの膝ひざをぺんぺんと叩たたき、抗こう議ぎの声を上げるリリエル。

　彼女の憤りはもっともだったが──しかし、残る仲間たちも困こん惑わくを隠かくせなかった。

「わっ、わっ、あの人たち、またキスをしましたよ……！」

「パートナー以外、目に入っていない様子ですね」

「凄すさまじいな……一種の無我の境地だな」

　顔を赤くしたり、やたらと感心したりと、反応こそ様々だったが、彼らが言わんとすることは同じだった。

　すなわち、「看板に偽いつわりなし」と──。

　いや、聞きしに勝まさるといったところか。

　結婚の聖地、ブライダルの実情は、虎太郎たちの想像のはるか上を行くものだった。

「またキスを……しかも歩きながら……」

「あちらではお爺じいさん、お婆ばあさんがいちゃいちゃしていますね！」

　それが当然と言わんばかりの光景の中では、自分たちが酷ひどく場違いに感じられる。

　あまりにも濃のう厚こうなラブに当てられ、どうにも落ち着かない気分になるが──これがブライダルという国の流りゆう儀ぎなのだろう。この国を訪れたカップルたちは、大義名分を得て、ここぞとばかりにいちゃついていた。

「さて、ご覧の通り、この国はこういったお国くに柄がらです」

　落ち着くのを見計らい、リリエルが虎太郎たちに声をかけた。

「立地的に観光資源に恵めぐまれていますが……それ以上に、この国は結婚産業が盛んです」

「ああ、うん……もう、理解できた」

「見ただけで分かる、というのも、相当なものですね」

　観光ではなく、結婚で成り立つ国。

　聖地の名は伊達だてではなく、ブライダルという国は、そのすべてが結婚で染まっていた。

「でも、なんでこんなにカップルが集まってるんだろう？」

「何か謂いわれや物品でもあるのですか？」

「はい。実は元々、ここは神や天使のハネムーン地でして……」

「えっ!?」

「それにあやかろうと、昔の人々がこの地で結婚式を挙げるようになったのが、ブライダルの発はつ祥しようのようですね」

「はー……」

　なんと、聖地とは、文字通りの聖地だったようだ。

「天界の住人が、気まぐれに新婚さんを祝ったり、子どもの名前をつけてあげたり……そんなことをしていたせいで、『ここで結婚式を挙げると、そのカップルは幸せになれる』なんて伝承も生まれて……」

「なまじ根こん拠きよがありそうなのが、性質たちが悪いわね」

「実際、そういった魔ま法ほうをかけてあげたりしていたみたいですよ」

　そうして、伝承は長く受け継つがれ、聖地はその地位を確かなものにしたわけだ。

「でも、昔はほんと、一部の人が知る、伝説の島々って扱あつかいだったんですよ？　この国も、国と呼べるほどの規模じゃなかったみたいです」

「え？　それがなぜ、ここまで大きくなったのですか？」

「交こう通つう網もうが発達しまして、比ひ較かく的てき気軽に訪おとずれられるようになったので……」

「あー……」

　陸路、海路が整備され、乗り物自体の性能も上がった。

　そのため、かつては大だい冒ぼう険けんだった道のりも、ちょっとした旅行気分で行き来できるようになったというわけだ。

　虎太郎たちの世界でも、秘境は年々、秘境ではなくなりつつあり、プリムローズの世界に至っては、発達した科学が星のすべてを丸まる裸はだかにしていた。伝説の土地が、カップル御ご用よう達たしの結婚の聖地になったのにも、そうした流れがあったのだ。

「そんなこんなで、この一帯の人々は、結婚の聖地を売りにして、やがては国を興おこしたというわけです」

　そう言って締しめくくり、リリエルはぺこりと頭を下げた。

「なるほどなあ……どんな土地にも、歴史があるものなんだな」

　ブライダル発祥の歴史に触ふれた虎太郎は、物知りな天使に小さな拍はく手しゆを送った。

　そして、話を聞き終わったことで、今回の魔ま王おうに関する推察も浮かんできた。

「ブライダルは広く知られた結婚の聖地……つまり、幸せの象しよう徴ちようだ。それが狙ねらわれるというのは、当たり前の話かもしれないな」

「そうですね、勇者さま！　きっと今回の魔王は、この島々や美しい海をめちゃくちゃにするつもりなんですよ！」

「どうかしら？　いちゃつくカップルがむかついただけじゃない？」

「それはお前のことだろ……」

　復調するや、皮肉を口にするエクセリアにツッコミを入れて、虎太郎は改めてブライダルへ目をやった。

「今のところ、おかしなところは見られないが……もう魔王はいるかもしれない。そのことに注意しつつ、まずは情報収集をしよう！」

「おーっ！」

「はいはい」

「分かりました！」

「了りよう解かいです」

　相変わらず、いまいち統一感に欠けるパーティーだったが──。

　ともあれ、かくして、勇者一行の新たな冒険は幕を開けるのだった。
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　島とう嶼しよ国の例に漏もれず、結けつ婚こん国家ブライダルも、本島とそれを取り巻く島々によって構成されている。

　国名にもなったブライダル島を中心に、ラブ島、エンゲージ島、ウェディング島など、大小様々な島が、ぐるりと輪を描かくように連なっている。その形を指して、人はこれを神々の結婚指輪と呼んでいるとかいないとか。

「ロマンチックというか、なんというか」

　虎太郎は、入手したパンフレットから顔を上げ、少し苦しげに息を吐はいた。

「お腹なかいっぱいってレベルじゃないわね」

　虎太郎の背中に寄りかかり、ふわふわと浮ういているエクセリア。

　彼女の方は、あからさまに嫌いやそうな顔をして、わざとらしくえずくふりをした。

「まあ、まあ、いいではありませんか。愛し合うことは、悪いことではありません」

「そうなのですか？」

「ええ、そうですとも。きっと、プリムちゃんにも分かりますよ」

「そういうものですか」

　モニカは愛の素す晴ばらしさを説き、プリムローズはいまいち釈しやく然ぜんとしない態度を取る。

　反応こそ様々だったが、ブライダルが勇者一行に与あたえた衝しよう撃げきは大きかったようで、虎太郎たちはまだ、興味深そうな顔であちらこちらに目をやっていた。

「むむむ……」

　その一方で、リリエルだけは、何やら難しげな顔で唸うなり声を上げていた。

「どうしたの？」

「いえ、どこに魔王が潜ひそんでいるか、分かりませんので！」

　ツインテールをアンテナのように尖とがらせて、ウサギのような警けい戒かい心しんを見せるリリエル。

　しかし、彼女の心配とは裏腹に、街はいたって平和なものだ。

「はい、あ～ん♪」

「あ～ん♪」

「うふふ、おいしぃ？」

「うん、おいしぃ!!」

　虎太郎の視線の先、道みち端ばたのベンチでは、若いカップルがアイスに舌した鼓つづみを打っていた。

「じっとしていてくださいね～？」

「うふっ……おお、そこそこ。そこだぁ～……」

「はいはい、ここですよね？」

「おおっ！」

　視線を横にスライドさせると、今度は熟年夫ふう婦ふの耳みみ掃そう除じだ。

「ううう……！」

「なんでお前はカップルのいちゃつきでダメージを受けるんだ……？」

　何やら若じやつ干かん、グロッキーな顔をしている者はいたが──。

　ともあれ、平和な光景である。危険のきの字も感じさせない街並みだった。

「まあ、リアのことは置いといて、警けい戒かいするにはまだ早いんじゃないかな？　まだこの国に来たばっかりだし、まずは街を見て回ろうよ」

「ですが、そのぅ……前の国では、足を引っ張りましたので……」

「あ～……」

　その言葉に、つい先日の出来事を思い出す虎太郎たち。

　ギャンブルにドハマりし、天使の力を悪用し、遂ついには堕だ天てんしてしまったリリエル。

　輪も羽も黒く染めた彼女は、あろうことか、勇者一行の前に立ちはだかったのだ。

　それがどうにも痛つう恨こんのミスだったようで、リリエルは異様なやる気を見せていた。

「ですので、この国で名めい誉よを挽ばん回かいしたく！」

　ふんふんと荒あらい鼻息を吐き、胸の前でギュッと両手を握にぎるリリエル。

　しかし、こういったやる気は、えてして空回りするものだ。それを知っている虎太郎は、笑えみを浮かべながら、さり気なく彼女の意識を逸そらそうとした。

「じゃあ、まずはあのお店の調査に行こうかな。手伝ってくれる？」

「はい！」

　猪ちよ突とつ猛もう進しんを止めるには、小さく発散させるに限る。

　虎太郎は調査と称しようし、近くのカフェで休きゆう憩けいを取ろうとした。

　しかし──。

「え～、やだ、恥はずかしいよぉ～」

「記念だよ、記念！　ほらほら、早く飲まないと温ぬるくなるって！」

「もう～、しょうがないんだからぁ～♪」

「ん～……」

「んちゅ～……♪」

「「「「「…………………………」」」」」

　オープンテラスで向かい合うふたり。

　若き男女の間には、やたらと大きいグラスが置かれ、そこにはなみなみとジュースが注がれている。そして、その上ではカラフルなストローがハートを描えがき、その先せん端たんを、ふたりがキスをするように吸いあって──。


「ゆ、勇者さまがしたいのであればっ、わたしはそのっ！」

「ち、違ちがっ!?」



　発火したように真っ赤になるリリエルと、背中に突つき刺ささる仲間たちの視線。

　それらに板ばさみにされ、虎太郎は必死に手を振ふっていた。




「しかしまあ、知れば知るほどすごく感じるなあ」

　件くだんのカフェで席を取り、「一人前」のジュースに口をつける虎太郎。

「これでまだ一部なんだろう？　徹てつ底ていしてるよなあ……」

　テーブルの上に広げたパンフレット。そこに描かれた地図によると、小一時間ほど歩いた場所は、本島のほんの一部に過ぎないらしい。だというのに、これでもか、これでもかと愛だの恋こいだのをぶつけられ、すでに圧あつ倒とうされている虎太郎だった。

「まさか、ハーレム用のジュースまであるなんてね」

「すごかったなあ、あれ！」

　カフェに入り、人数分のジュースを注文すると、五本のストローが突き立った特大グラスがドンと出された。逆に「一人前」を頼たのむと、店員はきょとんとした顔で呆ほうける始末。恐おそれ入るとはこのことで、一行は結婚の聖地の底知れなさを垣かい間ま見みたようだった。

「まあ、要するに、ここはカップル用の国ってことだな」

「勇者なんてお呼びじゃないってことね」

　そろって肩かたをすくめる虎太郎とエクセリア。

「でもでも、お呼びじゃないのは魔王だって同じですよ！」

「そうですね……早く見つかるといいのですが」

　依い然ぜん、焦あせりを浮かべているリリエルと、悩なやましげに頰ほお杖づえを突くモニカ。

　かつてないアウェイ感を味わいながら、勇者一行がちゅるちゅるとジュースをすすっていると、

「また聞こえました」

　プリムローズがぽつりとつぶやいた。

「何が？」

「鐘かねの音です」

「ああ……」

　言われて耳を傾かたむけると、開け放たれた窓の外、軽かろやかな鐘の音が聞こえてくる。

「これで通算、六度目ですね」

「なんだ、いちいち数えてたのか」

　軽く笑いながら、無表情な少女の頭に手を置く虎太郎。

　いかにもらしい行動だ。機械でもあるプリムローズは、息を吐くように物の数をカウントしている。「全自動記録マシーン」とはエクセリアの皮肉であったが、あまり的を外れていないと虎太郎も思っていた。

「やっぱりプリムも気になるのか？」

「はい、マスター。あの鐘の音は、何を意味しているのかと、ずっと考えていました」

「そこからか！」

　ますます笑みを強くして、虎太郎はプリムローズの頭を撫なでた。

　なるほど、彼女がいつにも増して無表情だったのは、結婚というものがいまいち分かっていなかったからだ。ピンと来ていないからこそ、

「警報ですか？」

　と、デタラメなことも口にしてしまう。

「違うよ、プリムちゃん。あれはね、結婚するふたりを祝福する鐘で……」

「？？？」

　結婚という概がい念ねんさえ理解していなそうなプリムローズ。

　そんな彼女に、リリエルが身み振ぶり手振りで説明するのを、微笑ほほえましげに見ていると、

「はあ～、しかし、結婚式ですかぁ……」

　隣となりで、モニカがほうっと息をつくのが聞こえた。

「素敵ですねぇ……」

　今度はふうっと切なげな吐と息いき。気になった虎太郎は、そっと彼女に声をかけた。

「やっぱり、憧あこがれとかあるんですか？」

「ええ、それはもちろん」

　迷いなくうなずくモニカ。しかし、すぐにも首を横に振り、こう言った。

「ですが、それだけではありません。結婚式は、見ているだけでも幸せなものですよ」

　そうかもしれないと虎太郎は思った。

　人の幸せは時として周囲に伝わるもので、彼女は婚こん姻いんした男女に祝福を与える聖職者でもある。自分のこと以上に、新婚夫婦の笑顔に幸せを感じる性質たちなのだろう。こちらも、いかにもモニカらしい話であった。

「できれば、こちらの世界の結けつ婚こん式というものを見てみたいのですが……」

「………………」

　そわそわとしているモニカを見ていると、野次馬なだけかもしれないという疑念が湧わいてきたが──。

「それは難しいんじゃないですか？　さすがに、関係者以外は……」

　あえてそこは無視して、話を進める虎太郎だった。

「そうですよねぇ」

　いかにも残念そうに、落らく胆たんの息をつくモニカ。

「招待されてもいないのに、押しかけちゃ駄だ目めですよね」

　照れたように笑い、彼女は再び、ストローに口をつけたが、

「い～え、いえいえ！　そんなことはありませんよ！」

　突とつ然ぜん、横手から発せられた大きな声。

　思わずむせたモニカ、そして残る仲間たちが、声の聞こえた方を向くと、

（（（（（誰だれ……？）））））

　カフェの店内、その中心に、見知らぬ女性が立っていた。




　　　　４




　本島と呼ばれるブライダル島、その東海岸には、名の知られた教会がある。

　緑深い山を背に、純白の礼拝堂チヤペルを備えるセント・ブライダル教会。式場からは青い海が一望でき、天てん井じようにも設けられた窓からは、太陽が燦さん々さんと降り注ぐ。常夏の島ならではのロケーションに、人々は神の祝福を感じ、事実、この教会で式を挙げたふたりには、永遠の幸せが約束されると言われ──。


　という伝承が、件の教会の隣にも、そのまた隣にも、その向かいにもある。



　道すがら、そのことを聞くにつれ、勇者一行の顔には困こん惑わくの表情が浮うかんでいた。

「逆にどうすれば不幸になるのよ」

　と、エクセリアが毒を吐はくが、仲間たちも似たような思いでいた。

「道を歩けば絆きずなが深まり、いっしょに座れば祝福を受け、式を挙げれば幸せになれる」

「幸福の過か剰じよう供給で心身に異常を来きたしそうですね」

「わ、悪いことじゃないと思うよ、うん……」

　指折り数える虎太郎と、冷れい徹てつな言のプリムローズと、冷や汗あせを垂らすリリエル。

「ええ、幸せなのは良いことですよ。それに、どれもロマンチックで……」

　唯ゆい一いつ、モニカだけは目を輝かがやかせていたが──。

　概おおむね、勇者一行は辟へき易えきした顔をしていた。

「さてさて、もうすぐですからね！　張り切って参りましょー！」

　虎太郎たちの戸と惑まどいを知ってか知らずか、彼らを案内する女の表情は明るい。

「これから行く教会もですね、そりゃあもう、絶景でして」

　ひょろりとした体型の、狐きつねを思わせる細目の女。

　働く女性といった体ていで、きびきびと動く彼女は、その口もよく回るようだった。

「あっ、ここの石いし畳だたみにはですねー、ハート形の石が隠かくされておりまして、はい！」

「……で、それを見つけると、幸せになれるんでしょ？」

「その通りです、はい！」

　エクセリアのうんざりとした顔もなんのその、二十歳はたちくらいのキャリアウーマンは、エネルギッシュな笑顔の前で「パン！」と両手を合わせた。

「そ、それで、ラチェットさん。先ほどの話は本当なんですか？」

「むむ？　どの伝承のことでしょう？」

「いえ、その、結婚式のことです……」

「ああ、はい、そのことですか！　ええ、ええ、もちろんです！」

　ラチェットと呼ばれた女は、虎太郎の問いかけに大げさにうなずいた。

「この国はですね、来る者拒こばまず、千客万ばん来らいでやってますからね！　式場はいつもフルオープン、身内だけでという希望がない限り、みんなに祝ってもらっています！」

「だから、見学もできる……んでしたよね？」

「見学だなんてそんな！　遠えん慮りよせず、クラッカーでも花はな吹雪ふぶきでもやってください！」

「あ、あはは……」

　瘦やせぎすな体に似合わず、グイグイと迫せまってくる女性だった。

　彼女の勢いに圧おされ、たじろぐ虎太郎は、しかし、さほど心配はしていなかった。

「国の方でもですね、色々用意していますからね。期待していてくださいね！」

　と、笑え顔がおを見せる彼女の首からは、木製の職員証がぶら下げられていた。

　そこに記されたことを信じるのであれば、彼女はブライダルの国家公務員。広報や観光を担当する、身分の確かな女性なのだ。

「あっ、ラチェットさん。お疲つかれ様でーす」

「はーい、お疲れ様ですー」

　事実、同じ職員証を下げた女性から、ラチェットは挨あい拶さつをされていた。

　それも一度や二度の話ではない。本島のあちらこちらで見かける職員へ、彼女は親しげに手を振ふっていたのだ。

　こうなると、彼女の身分を疑うわけにもいかなくなるが、

「これからやる結婚式は、もうすんごいですからね！　有名人も来ますよ！」

「は、はぁ」

　どうにも大げさな言動に、若じやつ干かんの胡う散さん臭くささを感じてしまう虎太郎だった。




　さて、そんなこんなで街を歩き、坂道をえっちらおっちらと上った先で、

「ああ……！」

　勇者一行は、お目当ての結婚式に参列していた。

「これはまた、素す晴ばらしいですね……！」

　ラチェットの話も、これだけは決して大げさではなかったようだ。

　天井の高い、荘そう厳ごんな造りの礼拝堂。ステンドグラスは陽光を通して淡あわく光り、天使像は無む垢くな笑顔を祭さい壇だんへ向けている。その威い容ようは、聖職者であるモニカに感かん嘆たんの声をもらさせ、虎太郎たちからはその声さえも奪うばっていた。

「おーっと、ここだけ静かにお願いします」

「あっ、す、すみません、つい」

　礼拝堂の後部、観客用の長なが椅い子すで、ラチェットは立てた指を口に当てた。

　そう、この国のにぎやかな結婚式で、ここは、ここだけはふたりだけの時間だ。

　神前に通され、愛を誓ちかった新しん郎ろう新婦に訪おとずれる、記念すべき時。

　指輪を交こう換かんし、口づけを交かわす甘いひと時を、参列者たちは静かに見守っていた。

「それでは、指輪の交換を」

　牧師にうながされ、まずは新郎が新婦の手を取った。

　ほっそりとしたその指に、若い新郎が緊きん張ちよう気味に指輪を通す。すると、かわいらしい新婦は頰ほおを赤らめ、はにかみながら新郎の手を握にぎる。

　そのちょっとした動作に、幸せが溢あふれているようだった。

　結ばれるふたりは、夫ふう婦ふになれるという幸せを、胸いっぱい感じているようだった。

　そして、それは見ている者にも伝わって、同じ気持ちに浸ひたらせるようで──。

（……なんかいいな、こういうの）

　虎太郎は、これまでに結婚式を間近で見たことはなかった。

　どういったものかは知っていたし、大まかな手順や作法も頭に入っていた。街で見かけたこともあったし、両親や知人からも、式に関する話は聞いていた。

　しかし、実際に参列したのはこれが初めてで──。

　それは、彼の中にあるイメージとは、明らかに異なるものだった。

（これが結婚式か……）

　胸躍おどる歓かん喜きも、湧き上がる喜びも、ここにはない。

　新郎新婦を祝う声も、彼らに向けた歓かん声せいも、ここには存在しなかった。

　ただ、じんわりと心を温めるものがあるだけだ。しかし、それは、虎太郎には何より尊いものに思えた。

「今ここに、指輪の交換はなされました」

　柔やわらかな空間に、牧師の声が響ひびく。

「それでは、誓いのキスを……」

　多くの人が見守る中、遂ついに、その時がやってきたのだ。

（これが……）

　そう、結婚式の象しよう徴ちようとも言える、愛し合うふたりの口づけだ。

　この神前でのキスを以もって、ふたりの誓いは決定的なものになる。

「さあ……」

　牧師にうながされ、新郎が新婦のベールに手をかけた。

　そして、ゆっくりとそれをめくり──互たがいに互いの目を見つめ合い──。

　吸い寄せられるように、その唇くちびるを近づけて──。


　ぶぢゅうううううううう!!



「…………………………は？」

　場にそぐわない、重じゆう厚こうな音が響いた。


「じゅるっ！　じゅぽぉ!!　ぢゅううううううう!!」



　幸せな、と呼ぶには、どうにも汚きたならしく、湿しめったサウンド。

　こんな音が礼拝堂に響くはずはない。こんな音が聞こえてくるはずがない。

　参列者たちは、まず自分の耳を疑って──同時に、その目も疑うことになる。

「ふう、ごちそうさま」

　一体、いつからそこにいたのか。

　本来、花はな嫁よめが立つべき場所には、異形の化け物の姿があった。

「でも、全然駄だ目め！　なによこの味、あんたお昼に何食べたのよ!?」

　高く耳みみ障ざわりな声で新郎を罵ののしり、誓いのキスに駄目出しをするタコ頭の女。

　まるでドレス姿の女性が、頭にタコを被かぶっているようだが──それが仮装ではないということは、彼女の声に合わせ、うねうねと動く腕うでで分かった。

「ヴォエッ！　まずっ！　あー、もう、サイテー！」

　参列者たちが啞あ然ぜんとする中、タコ女はバージンロードを逆走し始めた。

「それに花嫁がちょーブサイク！　ろくな結けつ婚こん式じゃないわね！」

　キンキンとした声でわめき散らしながら、ついでに唾つばのように墨すみを飛ばし、赤い絨じゆう毯たんに染しみをつけていくタコ女。

「もう結婚自体、考え直したら!?」

　最後にそう悪態をついて、彼女は礼拝堂を出ていき──。

　結婚式場には、重い沈ちん黙もくと、どうしようもない困惑だけが残された。

「マスター、これがケッコンシキなのですか？」

　他ほかの者と同じように呆ほうけていた虎太郎は、プリムローズに袖そでを引かれて我に返った。

　しかし、それでどうにかなるわけではない。この国ならではの風習だというには、あまりに状じよう況きようがおかし過ぎる。

「え、いや、これは……!?」

　とんだサプライズに、虎太郎が言葉に詰つまっていると──。

　ガタンッ！

　今度は右みぎ隣どなりから聞こえた音に、目と意識が吸い寄せられた。

「え？　リリィちゃん？」

　見ると、リリエルが長椅子から立ち上がり、わなわなと震ふるえている。

　指をタコ女がいた方へ向け、口を何か言いたげにパクパクと動かしている。

「どうされたのですか？」

　と、モニカが問いかけると、ますます震えは大きくなっていき──。

　そして、弾はじけるように、大きな叫さけび声を上げた。


「あ、あ、あれが魔ま王おうです───っ!!」



　悲鳴のような絶ぜつ叫きよう。

　青ざめた顔に、信じられないという表情。

　それを受けた勇者一行は、しばらくぽかんとすると、


「「「「ええええええええ[image: ]っ!?」」」」



　一呼吸遅おくれ、リリエルと同じように、驚おどろきの声を上げるのだった。







　幕間劇「キスシーンさえキツイ」




　時間はしばし巻き戻もどり、勇者一行が街を歩いていた時のこと。

「これはまた、すごい所に出たな……」

　とある路地に差しかかった虎こ太た郎ろうは、思わず、そうつぶやいていた。

「げっ、なにこれ？　ギャラリー？」

「それにしては、ずっと続いていますね」

　ゆるやかにカーブする路地の両側には、絵画や写真が飾かざられていた。

　壁かべの中に埋うめ込まれたそれらは、どれもカップルを写したもので、それが路地の入り口からずらりと並べられている。

　どうやら、ここも数ある名所のひとつのようだ。

　よく見れば、壁へき面めんの一部に、思いメモリ出アル小道ロードという名が刻まれていた。

「はい、やってきました思い出小道！　ここはですねー、できたてほやほやの新しん婚こんさんが、記念に写真を飾っていく場所なんですよ！」

　虎太郎たちがざっと確かく認にんしたのを見て、意い気き揚よう々ようとラチェットが口を開いた。

「この国には、こうした小道がたくさんありまして。ブライダルを訪れた人々は、みんな、そこを通るようになってまして！」

「なにそれ、嫌いやがらせ？」

「いーえいえいえ！　とんでもございません！　ただ、先人の幸せにあやかっていただければと……はい！」

　エクセリアにギロリとにらまれ、ラチェットが冷や汗あせを垂らす。

　しかし、ラチェットの言うことにも一理ある。エクセリアは苦手なようだが、満面の笑えみに囲まれていると、そう悪い気はしてこない。虎太郎でさえそうなのだから、結婚を目当てに、わざわざブライダルへ来た人にとっては一ひと入しおだろう。

「ほら、リア。これなんていい感じじゃないか。私たち、幸せになります！　だって」

「ううー……あなた、そんなのがいいの？」

　青い顔でくらくらとしていたエクセリアは、たまらず剣けんの中に引っ込んだ。

　相変わらず、人様の惚のろ気けに弱い少女であった。

「まあ、二百年前のレリーフ!?」

「ふたりの愛は永遠に残るんですね……素敵です！」

　対照的に、モニカやリリエルの反応はよかった。

　歴史を刻んだ彫ちよう刻こくや、仲睦むつまじいカップルの写真を見つけては、キャイキャイと黄色い声を上げている。

　プリムローズは無言のままで、じっと絵画を見ていたが、つまらないというわけではなさそうだ。熱心に一枚の絵に見入っている少女を見て、虎太郎は何やら、微笑ほほえましい気持ちになってきた。

「なんだ、プリム。それがそんなに気に入ったのか？」

　プリムローズの頭を撫なでながら、にこやかに問いかける虎太郎。

　しかし、少女はふるふると首を横に振ふり、いつもの無表情で彼を見上げた。

「いえ、マスター。知人が描かれていたので、つい」

「知人？」

　思ってもみない返事に、虎太郎は少しばかり戸と惑まどった。

　縁えんも所縁ゆかりもない土地に、どんな繫つながりが存在するのだろう。不思議に思った虎太郎は、プリムローズの目の前にある絵画に、まじまじと見入って──。

　そして、すぐに納なつ得とくした。

「あっ、これ、マリエルさんだ」


「[image: ]!?」



　リリエルの反応は素す早ばやかった。

　何しろ、マリエルというのは彼女の母親だ。その名前が、ラブラブカップルの名所で飛び出してきたのだ。信じられないとばかりに振り向いて、目をひんむいたリリエルが見たものは──間ま違ちがいなく、若かりし頃ころの母の姿だった。

「マリエルさん、ダブルピースしてるよ」

「ぎゃーっ!?」

　虎太郎のつぶやきに、リリエルはたまらず悲鳴を上げた。

「まあ、メッセージまで。『うちとアーくんは一生いっしょ♪』ですって」

「ひぃぃぃぃぃー!?」

　銅版に刻まれた文言に、今度は寒気で毛を逆立てた。

「こちらの写真では、夫と思おぼしき人物と濃のう厚こうなキスをしていますね」

「ひ[image: ]ん!!」

　そして、止とどめとばかりの記念写真に、とうとう泣き出すリリエル。

「な、なんでこんなところにこんなものが～……!?」

　恥はじも外聞もなく、とろけた顔で唇を合わせている。そして、それをこうして記念に額がく縁ぶちに収めて飾っている。若気の至りが時を経て突つき刺ささり、多感な時期の少女にとっては、あまりにも酷こくな思い出小道であった。







[image: 第二章　愛が足りないぜ編]
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「ヤツです！」

　ラチェットは、ドン！　と拳こぶしを机に叩たたきつけた。

「あいつのせいで、この国はめちゃくちゃです！」

　今度は開いた両手でバンバンと叩き、怒いかりで顔を染め上げた。

「えっと、オクタン、でしたっけ？」

「そうです！　オクタン！　ヤツは不ふ俱ぐ戴たい天てんの怨おん敵てきなのですぅぅぅ……！」

　その名を出すのも腹立たしいのか、ラチェットはとうとう机に突っ伏ぷして、恨うらめしげな声を上げ始めた。そこから更さらに机の端はしに嚙かみついて、そのまま砕くだけろとばかりに歯を食いしばっている。

「まあまあ、お茶でも飲んで落ち着いてください」

「ううううう……！」

　見かねたモニカがカップを差し出すも、ラチェットは顔も上げずに唸うなるばかり。

　着いたばかりで、この国の事情には明るくない虎こ太た郎ろうだったが、

（これは、よっぽどのことだな）

　ラチェットの様子から、事態の重大さを存分に感じ取っていた。




　謎なぞの女の妨ぼう害がいに遭あい、中断していた結けつ婚こん式だが──。

　なんと、すぐにも中止が取り決められて、多くの人が引き上げていった。

　やむを得ない話である。おかしな女が現れて、新しん郎ろう新婦にケチをつけ、ついでにその唇くちびるまでも奪うばっていったのだ。水を差すどころの話ではなく、式を台無しにされた親族たちは、片付けも早々に教会を去っていった。

　それを必死に引きとめようとして、どうすることもできなかったのが職員たちだ。

　困り果てた彼ら、彼女らは、せめて残された人々に説明をしようとした。

　虎太郎たちもそうして、教会の談話室へと案内されたわけだが、

「お～のれ、おのれ、あの女。この恨み、晴らさでおくべきかぁ……！」

　聞かされたのは恨み節ばかりだった。

　事情が事情であるし、その心労は察するに余りあるものだったが、いかんせん、これでは話が前に進まない。軌き道どう修正を図はかるべく、虎太郎は柔やわらかく、かつ、さり気ない声で、そっとラチェットに問いかけた。

「あの」

「ギギギ……ん？」

「そもそも、オクタンという人は、どんな人物なんでしょう？」

「あ、ああっ、はい！　すみません、説明がまだでしたね！」

　虎太郎に声をかけられ、ラチェットは慌あわてて笑顔を作った。

　乱れていた髪かみも手て櫛ぐしで直し、姿勢も正して椅い子すに座る。仕切り直しということなのか、これまでの醜しゆう態たいをなかったことにして、彼女は改めて口を開いた。

「オクタンはですね、はい。別れさせ屋のようなものでして」

「別れさせ屋？」

「はいー。茶々を入れたり、邪じや魔まをしたりして、カップルを破局に導くんですね」

「な、なぜ、そんなことを？」

「カップルが憎にくくてしょうがないから……でしょうね」

「ええ～……？」

　ようやく始まった説明だったが、これはこれで難なん儀ぎなものだった。

　カップルが憎いとはどういうことか。人の幸せとは、自分の幸せではないのか。

　基本的にいい子な虎太郎には理解できず、リリエルやモニカも首を捻ひねっている。

「まあ、それだけ性格がひん曲がってるってことよ」

　唯ゆい一いつ、エクセリアだけが訳知り顔でうなずいて──。

　それを受けたラチェットも、「ええ」とうなずき、


「なんか、彼女、彼氏いない歴三百年らしくて」

「彼氏いない歴三百年！」

「つまりは、三百年処女というわけですね」

「三百年処女!!」



　ただならぬ響ひびきの言葉であった。

　冷や汗を垂らす勇者一行に、ラチェットは続けて事情を話す。

「あまりにも長い独り身で、色々こじらせちゃったんでしょうね……最初は観光客として訪おとずれたんですけど、次し第だいにああやって、カップルの邪魔をするように」

「うわぁ……」

「結婚式のみならず、婚活パーティーからお見合いの席まで荒あらし回って、お似合いのカップルを破局させようと活動してるんですよ」

「それは……その、なんというか……」

　凄せい絶ぜつだった。

　そして、どうしようもないほどくだらなかった。

　ひょっとして、何かとんでもない理由があるのかと思っていた。先の賭と博ばく王のように、裏に隠かくされた悪意があるのかと勘かん繰ぐっていた。しかし、蓋ふたを開けてみれば、そこにあったのはただの私し怨えん。それも、八つ当たりのような感情だけだった。

「せめて婚活パーティーで、いい人が見つかっていれば良かったんですけど」

「だ、駄だ目めだったんですね……？」

「はいー……なんか、私は魔ま王おうだとか言って威い張ばり散らすばっかりで、男性側から露ろ骨こつに避さけられていました」

　それもあって、オクタンは歪ゆがんでいったというわけだ。

　幸せそうなカップルを妬ねたみ、あのような真似まねをするように──。




「我が国は千客万ばん来らい、どんな人でも受け入れるというモットーがあります」

　一通り話し終えたところで、ラチェットが厳おごそかな顔で言った。

「恋れん愛あいや婚こん姻いんにまつわる幸せを、どんな人にも味わってもらおうと頑がん張ばっています」

　それは彼女の誇ほこりだった。そうすることが彼女の生きがいだった。

「ですが、人の恋こい路じを邪魔するのであれば話は別です！　オクタンは我が国の敵です！」

　国家と生きがい、そのどちらも汚けがされた。

　それゆえの怒りの深さであり、オクタンへの強い敵視だったのだ。

　そのことを知った虎太郎は、改めて、今回の魔王の脅きよう威いを感じ取り、


「いや、でも、三百年処女よ？」

「ううっ!?」



「別れさせ屋よ、今回の相手。そんなのと追いかけっこでもするの？」

「や、止やめろ！　闘とう志しが薄うすれる！」

　やはり、どうにもみみっちい相手の肩かた書がきに、いまいち気が引き締しまらずにいた。

「ですが、虎太郎さん。この国は結婚産業で栄えているのでしたよね？」

「そうですよ！　それを邪魔されたら、最悪、国が滅ほろびるなんてことも……」

「っ！　そ、そうか！」

　そう、その通りだ。

　他ほかの国ならいざ知らず、ブライダルは結婚産業で国を支えている。

　その国で、デートや結婚式を妨害されたらどうなるだろうか？　当然、人は寄りつかなくなり、やがて国は廃すたれていく。悪評は悪評を呼び、高名は地に落ち、そう時間をかけずに結婚の聖地は滅んでしまう。

　オクタンがしていることは、つまり、そういうことなのだ。

　国を滅ぼす、その一点のみで考えれば、彼女の所業は魔王の名に恥はじないものだった。

「そうと分かれば、もう迷いはない！」

　勇者虎太郎は、今こそ、闘志を燃やし立ち上がった。

「魔王オクタンを倒たおす！　それがこの国でやるべきことだ！」

　腰こしの剣けんを抜ぬき放ち、まだ見ぬ敵へと掲かかげてみせた。

「やるぞ、魔王オクタン討とう伐ばつ！」

　そして、仲間たちへ檄げきを飛ばす虎太郎。

　それは勇者に相応ふさわしい、威い風ふう堂どう々どうたる姿だった──のだが。


「ヤサカさんって勇者だったんですか!?」



　ラチェットの驚おどろきの声に、虎太郎は剣を構えたままずっこけてしまった。

「ま、まずはそこからか」

　人にはそれぞれ事情があって、思わぬ肩書きも持っている。

　そのことを、今度は虎太郎たちが説明する番だった。
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　同じ石造りの街であっても、ブライダルは随ずい分ぶんと洒落しやれて見えた。

　フランセーズとは方向性が違ちがうのだろう。なにせ、ここは結婚の聖地だ。

　白く、あるいはクリーム色に塗ぬられた壁かべに、オレンジ色の三角屋根。統一感のある家が立ち並び、しかし、路地は不思議と入り組んでいる海辺の街。

　こうした街は歩いているだけでも楽しくて、ゆるやかな坂道や、突とつ然ぜん現れる階段なども面おも白しろく感じるものだ。

「勇者さま、こっちです、こっち！」

　潮風も爽さわやかな、恋こい人びとたちのための街。

　その通りのひとつに、虎太郎とリリエルの姿はあった。

「早くしないと、日が暮れちゃいますよ！」

「わっ、っとと。そんなに急ぐと危ないよ」

「大だい丈じよう夫ぶです！　勇者さまがついていますから！」

　虎太郎の手を引いて、道の先へと急ぐリリエル。

　彼女の顔は、南国の太陽にも負けないほど輝かがやいていた。

「ほら、早く行きましょう！」

「分かった。分かったから、ちょっと落ち着いて」

「それーっ！」

「わーっ!?」

　手を引いたり、背中を押したり、先へ先へと急せかすリリエル。

　元気のいい彼女に振ふり回されて、しかし、虎太郎も楽しげに頰ほおをゆるめている。

　威い勢せいのいいことを言ったばかりなのに、彼がいきなり遊び呆ほうけているのには──。

　ちゃんとした理由がある。やらねばならぬことがある。

　それは、

（おとり捜そう査さ、か）

　つまりは、そういうことだった。




「おとり捜査って、あのおとり捜査ですよね？　なんでそんなことを？」

　オクタンについての話を聞き、自己紹しよう介かいも終わった頃ころだった。

　ラチェットが、オクタンを倒すには、それしかないと言い始めたのは。

「さっきみたいに出てきたところを、捕つかまえて倒す……じゃ駄目なんですか？」

　それが一番手っ取り早いと、虎太郎は考えたのだが、

「駄目なんです、はい」

　ラチェットは悲しげに首を横に振った。

「うちの職員と警備兵とで、もう試ためしたんですけどね？　もー、あの女ったら神しん出しゆつ鬼き没ぼつで、空回りをさせられるばっかりで……しかも、いざ捕まえようと思ったら、あっという間に逃にげちゃうんですよ」

「そんなに逃げ足が速いんですか？」

「そりゃあもう！　こないだなんか、千人規模で教会を囲んでも逃げられましたよ！」

　よほどの大おお捕とり物だったのだろう。

　猫ねこの子一匹ぴき通さないほど厳重に取り囲み、それでもオクタンに逃げられたわけだ。

　悔くやしそうに拳こぶしを握にぎるラチェットから、その時の光景が伝わってくるようだった。

「いけると思ったんですけどね……あの速さ、まさに神速でした」

「神速の魔王か」

　虎太郎は、これまでに、そういった相手と戦ったことはあった。

　しかし、目にも留まらぬ速さの敵に、全力で逃げられたことはなかった。

　剣が届く範はん囲いにいれば、それを斬きる自信はあったが──逃げの一手を打つ相手に追いすがり、これをねじ伏ふせる自信はなかった。

「これまでもそうだったけど、この世界の魔王はどれも癖くせが強いな」

「というより、特化型ですね。覇は王おうは武力、賭博王は運に特化していました」

「じゃあ、オクタンは速さに特化って感じですね！」

「速さっていうより、逃げ足じゃない？　逃げ足特化でしょ」


「逃げ足特化の魔王……！」



　違う意味で戦せん慄りつが走るようだった。

　魔王として生まれ持った資質を、すべて逃げ足に注つぎ込んだらどうなるのか。

　どっしりと玉座に構えるのではなく、縦じゆう横おう無む尽じんに世界各地を駆かけ巡めぐる魔王──。

　響きこそ情けないが、考えるだけでも恐おそろしく、かつ、手を焼きそうな相手であった。

「相手の得意分野で勝負したくはないな」

「でしょう？　そこで、おとり捜査の出番です」

　オクタンを追いかけて倒すのは不可能。

　それが分かったところで、話はおとり捜査のことに戻もどった。

「オクタンは幸せそうなカップルを妬み、ちょっかいを出してきますよね？」

「ええ、そうみたいですね」

「先ほどの結けつ婚こん式なんて、新しん郎ろうさんがキスをされていました」

「あれは酷ひどかったですね……手とタコ足とで、頭をガッシリつかまれて」

「それです！」

「え？」

「その瞬しゆん間かんに、おとり役がオクタンを倒すんです！」

「ええええええええええええええっ!?」

　おとり捜査に不可欠なものは、当然、おとり役だ。

　それは目的によって異なるわけだが──。

　どうやら、この場合は男が餌えさになるようだ。

「オクタンは女には罵ば声せいを浴びせますが、男にはボディタッチを仕かけてきます。つまりは、手が届く範囲に飛び込んでくるということ……そこを叩たたくんです！」

「いいぃ……!?」

　理に適かなった策略だった。

　こちらの手が届かないのならば、向こうが来るのを待ち受ける。

　なるほど、道理である。道理ではあるのだが、

「はぁぁぁぁ!?」

「ど、どういうことですかーっ!?」

「いけません！　虎太郎さんにそのようなことは……！」

　女性陣じんの反応は、どうにもよろしくないものだった。

「あのタコとキスさせるぐらいだったら、自分の足で見つけてぶち殺すわよ!!」

　特にエクセリアの剣けん幕まくは凄すさまじかった。

　紫むらさき色いろの剣けん吞のんなオーラさえまとい、詰つめ寄ってくる少女。

　その迫はく力りよくに圧おされたラチェットは、胸の前で、両手を必死に横に振った。

「あー、違います違います！　キスまでしなくていいんです！」

「はあ？」

「ですから、その、キスの一歩手前でも、捕まえたり倒したりはできますよね？　そ、そういうことなんです、はい」

「………………」

　要するに、近くに来さえすれば、それでいいということだ。

　口づけを交かわす必要もなければ、抱だき合う必要もない。おとり捜査とはいえ、エクセリアたちが心配したようなことはしなくていいのだ。

「そりゃあ、近ければ近いほどいいわけですけど……キス、したくないですよね？」

「も、もちろんです！」

　これには、虎太郎はすぐにもうなずいた。

　キスというよりは、タコの捕ほ食しよくシーンに近い、あの光景。

　できれば一いつ生しよう涯がい、当事者にはなりたくなかったし、させるつもりもなかった。

「でしたら、唇くちびるを奪うばわれる前に、返り討うちにしていただければと。はい」

　なんとか穏おん便びんに説明を終え、ハンカチで額の汗あせを拭ふきつつ息をつく。

　そんなラチェットは、しかし、顔を曇くもらせ、上うわ目め遣づかいに虎太郎たちを見た。

「本当は、外部の方にこのようなことを頼たのむべきではないのですが……」

　彼女はこの国の公務員、おもてなしのプロフェッショナルだ。

　本来ならば、このような話を持ち出すのも心苦しいのだろう。

　しかし、彼女がプロなら、虎太郎もまたプロである。過去、幾いく度ども世界を渡わたり、そのすべてを救ってきた歴戦の勇者。そんな魔ま王おう退治のプロフェッショナルとして、彼は力強くうなずいてみせた。

「任せてください」

　他ほかの者ならいざ知らず、虎太郎は魔王を倒すためにこの国へ来たのだ。

　おとり捜査もなんのその、それが魔王討とう伐ばつに繫つながるのならば、どんなに苦しいことだろうと、なんでもするつもりだった。

「オクタンは必ず倒たおします。それが俺の使命ですから」

「おお……！」

　頼もしいその姿に、ラチェットは期待に顔を輝かせた。

　そして、神に祈いのるように両手を組み、机の上へ身を乗り出した。

　彼女は、キラキラと光る目で虎太郎を見つめ、笑えみを浮うかべたかと思うと、

「では、早さつ速そく、恋人を作ってください！」

　いきなり、爆ばく弾だんを投下するのだった。
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「……」

「…………」

「………………」

　さて、一通りの説明を終え、ラチェットが去っていった後。

　残された勇者一行の間には、何やら気まずい雰ふん囲い気きが漂ただよっていた。

「こ、恋こい人びとですって」

　ぎこちない顔で、リリエルが薄うすく笑う。

「そんなこと言われても……なあ？」

　同じ調子の虎太郎が、あえておどけて声をかける。

　しかし、頼たよれる相棒はツンとした顔でそっぽを向いて、普ふ段だんは愛の尊さを語る聖女様も、この時ばかりは真っ赤な顔でうろたえるばかり。

　いずれも年とし頃ごろの少年少女、恋れん愛あいには人並みに興味はあったが、いざ自分のことになると恥はずかしさが勝まさるようだ。

「どうされたのですか、マスター？　おとり捜そう査さは行わないのですか？」

「い、いや、でも、そのためには」

「恋人として……その、ね？」

　プリムローズだけは泰たい然ぜんとしていたが、残りのメンバーはどうにも落ち着かない。

　それもそのはず、彼らはこの国のそこかしこでカップルを見ているのだ。そして、その行いに頰を染めたり、ゲロを吐はいたりしていた。

　人目をはばからず、ふたりだけの空間を作りだすいちゃつきっぷり。

　おとり捜査をするということは、すなわち、アレをするということだ。

　引き受けてからそのことに気づき、虎太郎たちは、大いに戸と惑まどい、頭を抱かかえていた。

「くっ……普ふ通つうに街を歩くだけじゃ駄だ目めなのか……？」

「駄目、だと思います。オクタンは恋人が生み出す甘い空気、幸せそうなムードを壊こわすためにやってくるのですから……」

「最低でも、ふたりきりで、恋人っぽいことをしていないと……」

「ぐうっ!?」

　それはつまり、濃のう厚こうなキスをしたり、必要以上に身を寄せたりといったアレだ。

　それをこのメンバーでやる。虎太郎ともうひとりが、カップルっぽいことをする。

　そんなことをして──そのようなことをしたら──。


（どうなってしまうんだ……!?）



　タダでは済まない予感がした。

　虎太郎少年の体を、得体の知れない緊きん張ちよう感かんが支配した。

　彼は勇者としては一流だが、青少年としては三流もいいところだ。遊びも知らず、恋愛も知らず、戦い続けた十年間。そのことを本人は気にしていなかったが、エクセリアに言わせてみれば、聞くも無残な「暗黒の青春時代」である。

（ううう……！）

　彼もまた、恋人がいない歴がすなわち年ねん齢れい。

　オクタンを笑うこともできず、虎太郎はただただ、凍こおりついていた。




「ま、まあまあ、大だい丈じよう夫ぶですよ！」




　談話室がシンと静まり返ったところで、明るい声が上がった。

「あくまでもふりなんですから！　ね？」

　陽気にふるまい、仲間たちを励はげますのはリリエルだ。

「相手の出方を見ながら、上手うまく調整して……きっとできますよ！」

　彼女が言っているのは、段階を踏ふんで、軽いことから始めようということだ。

　いきなりキスをするようなことはせず、手をつないで歩いたり、隣となり合って座ったりして、オクタンの反応をうかがおうというのだ。

　何やらチキンレースじみてきたが、決して悪い考えではない。

　そう思った虎太郎は、肩かたの力を抜ぬき、自分も気楽に考えることにした。

「そっか、ふりか。おとり捜査だもんな」

「そうですよ、演技です、演技！　恋人のふり！」

　同意が得られてほっとしたリリエルは、今度は素すの明るさで笑顔を見せた。

「そういうことでしたら……」

「別にいいんじゃない？」

「私も特に異議はありません」

　残る仲間たちもうなずいて、いよいよおとり捜査が始まろうとしていた。

「それじゃ、早速、動こうか」

「「「「おーっ！」」」」

　こういったことは水車と同じで、一度動き出したらトントン拍びよう子しに話は進む。

　とうの昔に昼は過ぎ、ほどなく夕刻に差しかかろうという時間であったが、今日にも作戦は実行されそうだ。この行動力、フットワークの軽さこそ、彼女たちの強みなのだ。それを頼もしく思いながら、虎太郎は、

「ところで、誰だれがペアになってくれるんだ？」

　ふと気になったことを口にし、

「……ん？」

　直後に、漂い始めた不ふ穏おんな空気に気がついた。

「えっ、ええっ？」

　にこやかな顔のまま固まっている少女たち。

　彼女らは友好的な態度を崩くずさず、しかし、牽けん制せいするような気配を放っていた。

「もちろん、私だと思うんだけど？」

　当然の権利のごとく、虎太郎に寄り添そうエクセリア。

「いえいえ、たまには私にも頼ってください」

　反対側から近づいて、同じように腕うでを取るモニカ。

「勇者さま？　わたし、一いつ生しよう懸けん命めいがんばりますよ？」

「私もデートという文化的活動に興味があるのですが」

　リリエルやプリムローズも手を挙げて、虎太郎にアピールをし始めた。

「私がいないと、剣けんも本調子にならないでしょ？」

「そこは私の法術で補いますよ？」

「マスター。私には捕ほ獲かく用の装備もありますが」

「わ、わたしにも、導きの力レーダーがあります！」

「うわっ、ちょっ、ちょっと!?」

　我も我もと押し合い圧へし合い、虎太郎に群がる少女たち。

　彼女らは気づいたのだ。虎太郎の何気ない一言で。

　ペア、つまりはふたりきり。旅の道中、決して得られなかったシチュエーションが、思いがけず転がってきたのだ。そして、免めん罪ざい符ふのように、「恋人のふりをする」という任務が勇者一行には与あたえられた──。

　いずれも虎太郎を憎にくからず思う少女である。

　この機を無む駄だにはするまいと、彼女らは拳こぶしを振ふり上げた。


「「「「じゃーんけーん!!」」」」



　そして始まるじゃんけん対決。

「ぽん！」

「あいこで！」

「ショオオオオオオ！」

　鬼き気き迫せまる表情の少女たちに、

「え……ええ……？」

　ひとり、ついていけない虎太郎は、戸惑いの声をもらすのだった。
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　さて、小さな、しかし重要な戦いがどうなったかというと、

「えへへ♪」

　天使の一念、岩をも通すといったところか。

　何十回ものあいこの果てに、見事、リリエルが勝利をつかみ取っていた。

　そうして、ふたりは恋人よろしく、手をつないで街を歩いているというわけだ。

「いい天気ですね、勇者さま！」

「そ、そうだね」

　振り回されてばかりの虎太郎は、まだ慣れていない様子だったが──。

　反面、リリエルはとても幸せそうだった。

（まさか、勇者さまとデートできるだなんて！）

　幼い頃ころから母の冒ぼう険けん譚たんを聞いて育ち、ずっと勇者に憧あこがれを抱いだいていた。

　その勇者に出会えたのみならず、共に旅をして、こうして手もつないでいるのだ。

　その幸せたるや、筆ひつ舌ぜつに尽つくしがたく、リリエルは今にも舞まい上がらんばかりだった。

「って、ちょおおおおっ!?　リリィちゃん、羽！　羽ぇ!!」

「……あ」

　天にも昇のぼる気持ちだと思ったら、実際に昇っていたらしい。

　普段は隠かくしている天使の羽を広げ、リリエルはいつの間にやら浮うき上がっていた。

「す、すみません。わたしったら、つい！」

「い、いや、いいよ。気にしないで」

　天から差し込む光の柱、その軌き道どうに沿って、あわや昇しよう天てんするところだった。

　天使であるリリエルはまだしも、人間である自分はどうなっていたのだろうか。

　空の上へと連れて行かれそうになった虎太郎は、違ちがう意味でドキドキする胸をそっと押さえるのだった。

「でも、どこに向かっているのか、そろそろ聞いていいかな？」

「ああっ！　もう、本当に、すみません……」

　浮かれるあまり、様々なことが疎おろそかになっていたようだ。

　教会を出発してから十分、ようやく我に返ったリリエルは、恐きよう縮しゆくしつつも口を開いた。

「えっとですね、昼間、歩いていた時にですね、素敵なお店を見つけまして」

「昼間？　ラチェットさんといた時？」

「はい！　その時は素通りしましたが、良さそうなお店だなーってずっと思ってて」

　恋人たちのために用意された、数多くの施し設せつや店てん舗ぽ。

　そのうちのひとつが強く印象に残っているとは、よほどのものに違いない。

「ああ、じゃあ、そこに行こうとしてたのか」

「そうなんです」

　虎太郎がつないだ手を持ち上げると、リリエルは照れ臭くさそうにうなずいた。

　先ほどは、その場所に行こうと、押したり引っ張ったりしていたわけだ。歓かん声せいを上げ、汗あせを額に浮かべながら、飛び跳はねるように先へと急いで──。

　散歩中の子犬のような強ごう引いんさを思い出し、くすりと笑う虎太郎。

　つられてリリエルがはにかんで、住宅街の一角には、しばし温かな空気が流れた。

「それじゃ、その店に行こうか」

「はいっ！」

　今度は隣り合い、手をつなぎ直して、ふたりは道の先へと進んだ。

　初めての街、統一感のある石いし畳だたみにオレンジ色の屋根。おまけに路地は入り組んで、虎太郎はすぐにも方向感覚を失った。しかし、リリエルは迷うことなくすいすいと歩き、複雑な街路を難なく抜けていく。

「もしかして、これも導きの力？」

「はい。目的地さえ分かっていれば、どんな迷めい路ろもへっちゃらなんです」

「へー……リリィちゃん、すごいなあ」

「でも、本当は自分のことで使っちゃいけないんですけどね？」

　ぺろりと小さく舌を出し、いたずらっ子のような顔をしてみせるリリエル。

　その仕草を素直にかわいいと思いながら、虎太郎は負けじと悪っぽい顔をした。

「自分のこと、じゃなくて、ふたりのこと、だからいいんじゃないかな？」

　この街の色に染まったのか、常夏の空気に気分も上がったのか。

　珍めずらしく茶目っ気を見せた虎太郎を、リリエルは少しだけぽかんと見上げ、

「そうですよね！」

　すぐにも太陽のような笑え顔がおを見せて、距きよ離りをほんのちょっぴり縮めてきた。

「おっ、大通りに抜けたね」

「はい！　ここまで来たら、もうすぐです！」

　ぎこちなさもなくなり、自然体で歩けるようになった虎太郎とリリエル。

　その姿は道行く恋こい人びとたちと変わりなく、幸せが体に満ちているようだった。

「ん？　もしかして、あれかな？」

「そうです！　あのお店です！」

　やがて、リリエルの言葉通りに、一いつ軒けんの小物店が見えてきた。

　落ち着いた佇たたずまいの小さな店。揃そろいの木材のドア、看板、窓まど枠わくの品が良く、窓辺に置かれた木き彫ぼりの人形、ネックレスなどが見る者の目を控ひかえめに引いた。

「確かに、良さそうなお店だね」

「ですよね？　ですよね？」

　いかにも恋人御ご用よう達たし、といった店とは明らかに違う。

　にぎやかでも、派手でもないが、ふたりの絆きずなをそっと深めてくれるような──。

　そんな隠れ家が、繁はん華か街がいのすみにひっそりと佇んでいた。

「よく気づいたね？」

「遠目にも、あ、いいな～って思ってたので……」

　勧すすめた店が褒ほめられると、我が事のように嬉うれしいものだ。

　またもリリエルははにかみながら、頰ほおを染めてうつむいた。

　まったくもってかわいらしい少女である。

　子どもだ、子どもだと思わせておいて、その実、しっかりと恋する少女であった。

　ただ、その幼さからか、勇者に対する憧れの方がずっと強かったが──。

　それでも、向けられる好意に違いはなく、それを感じ取った虎太郎は、何やら心地ここちよいような、温かいような気持ちになっていた。

「それじゃ、入ろっか？　何かプレゼントするよ」

「えっ!?　い、いえ、そんな、悪いです！」

「いいからいいから」

　躊ちゆう躇ちよするリリエルの背中を、今度は虎太郎が押していた。

　さて、この手工芸の店、彼女に似合うものはなんだろうか？

　窓からちらりと見えた店内、棚たなに並べられた商品を思い浮かべながら、虎太郎は和なごやかに微笑ほほえんでいた。

　そして、リリエルの肩かた越ごしに、店のドアノブに手を伸のばし、





　バァン！






「……え？」




　大きな音を立て、店の扉とびらがいきなり開いた。

「え、ええっ？」

　そして、その向こうには、タコ頭の女が仁に王おう立だちで待ち構えていた。

「……っ!?」

　理解が追いつかず、言葉もなくしたふたり。

「……ペーッ！」

　そのうちのリリエルに狙ねらいを定め、タコ女は墨すみのような唾つばを吐はいたかと思うと、


「百年早いわ!!」



　と大きな声で怒ど鳴なりつけ、通りの向こうへと去っていった──。

「「…………………………」」

　後には、沈ちん黙もくしか残らなかった。

　虚むなしく響ひびく潮しお騒さいの中、ふたりは何分も立ち尽くしていた。

　今のは一体、なんだったのか。

　いきなり現れ、墨と暴言を吐いたあの女は──。

「って、あっ、ああっ！　魔ま王おうだよ、魔王!?」

　そう、彼女こそは未み婚こん王オクタンだ。

　この地で倒たおすべき相手にして、現在進行形でブライダルを脅おびやかしている魔王。

　彼女を誘おびき出すために、虎太郎はリリエルとデートをしていたわけだが、

「あ、呆あつ気けに取られて、剣けんを抜ぬくこともできなかった……」

　完かん璧ぺきに虚きよを衝つかれ、まんまとしてやられてしまった。

　先制を許し、逃とう亡ぼうを許し、そのうえ仲間のリリエルは──。

「……リリィちゃん、その、大だい丈じよう夫ぶ？」

　先ほどまで満面の笑みを咲さかせていた少女。

　その姿はもはや見る影かげもなく、頭からタコ墨を被かぶったリリエルは、死人のような顔で黙だまりこくっていた。

「えっと……と、とりあえず、墨を落とそうか？」

　甘いムードはどこへやら。

　妙みように磯いそ臭くさい空気の中、虎太郎はハンカチを取り出し、リリエルを拭ふいたりしている。

　しかし、そんなことで元に戻もどるわけがない。

　雲うん散さん霧む消しようした良い雰ふん囲い気きも。

　染しみがついたお気に入りの服も。

　これからの時間も、あるはずだった虎太郎とのあれこれも。

　全部、全部、全部、全部！


「ギイイイイイイイイッ!!」



「リリィちゃんが壊こわれた!?」

　夢叶かない、夢破れ、タコ墨にまみれたリリエルは。

　マグマのように噴ふき上げる怒いかりによって、

「キイィーッ！　ウシャーッ!!」

「しっかり！　しっかりーっ!?」

　白目をむき、歯を食いしばり、天使にあるまじき奇き声せいを上げるのだった。
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「何があったのよ？」

　丘おかの上の教会、その談話室で、エクセリアが怪け訝げんそうな顔をしていた。

「あれから一時間も経たってないのに」

　困こん惑わくする彼女の視線の先。

　そこには、四つん這ばいになり、唸うなり声を上げるリリエルの姿があった。

「グルルルルルル……！」

　歯をむき、髪かみを逆立て、狂きよう犬けんのように威い嚇かくを続ける墨まみれの天使。

　いかにも常じよう軌きを逸いつした彼女の様子に、他ほかの仲間たちも戸と惑まどいを隠せない。

「まさか、魔王の仕し業わざですか？」

「は、はい。こう、いきなり現れて」

「それで、好きにやられちゃったわけね。情けない」

「返す言葉もない……」

　作戦は成功し、魔王が目の前に現れたのに、手も足も出なかった。

　それどころか、暴挙、暴言を許し、こうして逃にげ帰ってきたわけだ。

　かつてない失態に、勇者虎太郎はただただ縮こまるばかりだった。

「でも、虎太郎さんが隙すきを衝かれるだなんて」

「思った以上の難敵のようですね」

「そ、そうなんだ！　こう、絶ぜつ妙みようのタイミングで現れて！」

「はいはい、言い訳はしないの」

「うぐっ！」

　エクセリアは相変わらず容よう赦しやがなく、敗者にはとても厳しい。

　誰だれがどう言おうと負けは負け。シビアな価値観を持つ彼女は、たとえ虎太郎が相手でも慰なぐさめるような真似まねはしなかった。

　しかし、今日に限っては、何やら続く言葉があるようで──。

「はあ、しょうがないわね」

　エクセリアはため息をひとつはき、

「私が力を貸してあげるわ。さっさとオクタンを倒すわよ」

　と、何やら献けん身しん的なことを言い始めた。

「ええっ？　な、なんだいきなり」

「なんだも何もないわよ。あなたが不ふ甲斐がいないから、力を貸すって言ってるの」

「いや、それにしたって……？」

「……もしかして、忘れてない？　じゃんけんの順番、次は私よ？」

「あっ、あーあーっ！」

　ここまで説明されて、ようやく虎太郎はぽんと手を打った。

　先ほどの出来事が衝しよう撃げき的過ぎて、順番など頭から抜け出てしまっていた。

「そうそう、次はお前だったな」

「ちょっと、大丈夫？　ボケるには早いわよ」

「大丈夫だって。今度こそオクタンを倒してみせる！」

「ならいいけど」

　相棒との軽口で、いつもの調子を取り戻した虎太郎。

　次は不覚を取るまいと気を引き締しめて、彼はすっくと立ち上がった。

「それじゃ、行ってきます」

「もうすぐ夜だし、晩ご飯でも食べてくるわ」

　虎太郎に寄り添そったエクセリアは、特に気負いも感じさせず飄ひよう々ひようとしている。

「リリィちゃんのケア、お願いしますね」

「ついでにホテルの手配もよろしくね」

　頭を下げる虎太郎と、ひらひらと手を振ふるエクセリア。

　言動がまるで正反対なふたりは、しかし、不思議と仲がいい。

　なんだかんだと言いながらも、仲良く街へ繰くり出していくふたりを見送りながら、

「……リアさん、浮うかれてましたね」

「そのようですね」

「足取りとか、ちょっとウキウキしてましたよね？」

「そう見受けられました」

　仲間たちは目め敏ざとく変化を見つけ、ぽつりとつぶやくのだった。




　長い一日だった。

　明け方にニューワールドを発たち、昼には魔王と出くわして、今、ようやく夜を迎むかえようとしている。

「すごい密度だったな」

「ほんと、勘かん弁べんしてほしいわよ」

　ほんの少しだけ紅あかく染まった海沿い。

　揺ゆれるヤシの木の下、虎太郎とエクセリアは連れ立って歩いていた。

「魔王を倒したと思ったら、すぐに次の魔王とか……ハードワーク過ぎない？」

「こればっかりは予定なんて組めないからなあ」

「相手の出方次し第だいだものね……あ～、でも、だる～……」

　時おり、ふわりと浮かんでは、虎太郎に寄りかかるエクセリア。

　そのまま気だるそうに髪をいじってくる彼女を、虎太郎は軽くはたいてたしなめる。

「もういっそのこと、一回地上を焼き払はらわない？」

「馬ば鹿か、物ぶつ騒そうなことを言うな」

「大丈夫よ。モニカがいるじゃない」

「こらっ」

　一度すべてを破は壊かいして、モニカに蘇そ生せいさせてもらおう。

　その際、魔王だけを除外すれば、それで万ばん事じ解決だ。

　という力ちから業わざな提案を、ペシペシと叩たたいて黙らせる虎太郎。

　もちろん、彼はそれが冗じよう談だんだということは分かっているが、まあ、これもひとつのじゃれ合いだ。黒くろ髪かみの少年少女は、そういった取りとめのない話をしながら、ブライダル島の海岸をゆっくりと歩いていった。
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「あ、もしかしてあれ？」

「だろうな。聞いた話と同じだ」

　そうしているうちに、夕暮れは紅さを増して、街には灯あかりが点ともり始めた。

「もうお腹なかぺこぺこ。今日は歩き過ぎたわ」

「浮いてばっかりだったろ」

　と、言いつつも、笑えみを浮かべる虎太郎少年。

　彼の行く先には、海に大きく突つき出た岬みさきと、その上に建つレストランが見えていた。

　近づくほどにそれと分かる建物は、すでに盛せい況きよう、にぎやかな様子が伝わってきた。

「さて、と。パンフレットには名店だって書いてあるけど」

「どうかしらね。案外、大味だったりして」

「い、いや、大丈夫だ！　俺はこれを書いた人を信じる！」

「ふーん？　そう？」

　面おも白しろそうににやつくエクセリアと、わずかに身構える虎太郎。

　彼らは、せっかくならば、土地の名物、美味おいしいものを食べたいと考え、ここまで歩いてやってきたのだ。リリエルではないが、これも役得、楽しめるものは楽しもうと、ふたりは割り切って考えていた。

「おっと、その前に」

　当然、魔ま王おうのことも忘れてはいない。

　レストランの敷しき地ちに差しかかったところで、虎太郎は辺りを見回し、気配を探さぐる。

「怪あやしいところはないな……」

　先ほど、オクタンにはしてやられたばかりである。

　念には念を入れ、オープンテラスの客席にも目を向けて、警けい戒かいする虎太郎。

「あなた、そんなに悔くやしかったの？」

　一方のエクセリアはさすがなもので、いつでも来いとばかりにドンと構えている。

「そんなに警戒しなくても、出たら私が倒たおしてあげるわよ」

「いや、それじゃ勇者としての沽こ券けんがだな！」

「はいはい、いいから、いいから」

　闘とう志しにたぎる勇者様の手を引いて、少女は店の中へと入っていく。

「ふふっ」

　なんといっても、久しぶりの水入らずだ。

　頼たのまれるまでもなく、魔王に邪じや魔まさせるつもりはなかった。




　シーサイドレストラン、『リングオーシャン』。

　弧こを描えがいた海岸の北ほく端たん、岬の上に建てられた食堂は、いつも人でいっぱいだ。

「とりあえずビール！　ビール持ってきて！」

「何でもいいから魚を焼いてくれ！」

「今日って貝はどうなの？」

　どちらかと言えば大衆的なこの店は、よく言えばにぎやかで、悪く言えばやかましい。

　あちこちで上がる注文の声、グラスを打ちつける音に、酔よっ払ぱらいの歌声。

　そこに雑多な音が混じり合い、わいわいがやがや、いかにも騒そう々ぞうしかった。

　だが、不思議とそれが心地ここちよく感じられるものだ。合わせて気分も高こう揚ようしてくるようで、虎太郎とエクセリアもまた、美味なる料理に歓かん声せいを上げていた。

「いや、美味うまいなあ、これ！」

「ほんと！　予想以上だったわ！」

　岬の先端部、オープンテラスの一角で、ふたりは料理に舌した鼓つづみを打っていた。

「島国だから魚料理はお手の物だろうと思ってはいたけど」

「酢す漬づけ、焼き物、煮に物ものにサラダ……隙がないわね」

　テーブルいっぱいに並べられた料理、そのひとつひとつが彼らを唸うならせる。

「特に煮魚なんていいなあ。これ、味付けは塩だけだろ？」

「みたいね。油や香こう辛しん料りようは使ってるみたいだけど」

　沖縄のマース煮や、イタリアのアクアパッツァの類たぐいだろうか。

　両手からはみ出るくらいの魚が、丸ごと煮られ、皿に盛られている。

　それがまた絶品で、取り分けた身を口に入れる度たびに、ふたりは陶とう然ぜんとするのだった。

「やっぱり日本人は魚だよな……」

「私は違ちがうけどね」

　などと言いながら、魚をつつく手は止まらない。

　ほろりと骨から外れる白身、とろける皮に、魚の出汁だしが溶とけ出た煮に汁じる。

　それらをスプーンですくい取り、一度に口に頰ほお張ばると、しみじみと幸せを感じる。

　それに加えて、魚を食べたという深い満足感が得られるのだ。こればかりは煮魚でしか得られないもので、美食家のエクセリアも、手放しで絶賛するほどだった。

「ふー、よく食べたなあ」

「そうね」

　結局、ふたりは何匹びきも魚を平らげて、そこでようやくフォークを置いた。

　ぽこりと膨ふくれたお腹をさすり、満足げに息をつく虎太郎。白ワインを嗜たしなみながら、余よ韻いんに浸ひたっているエクセリア。彼らはまったりとした空気に包まれながら、何とはなしに店の喧けん騒そうに耳を傾かたむけていた。

「たまにはこういうのもいいな」

「そうよ。外食っていいものでしょ？」

「いやいや、普ふ段だんは一いち汁じゆう三菜でちょうどいいよ」

「欲がないわねえ」

　お腹も心も満たされたふたりの表情は穏おだやかだ。

　普段は澄すましているエクセリアも、今ばかりは頰ほおをゆるめている。

「しかし、こんな世界があるなんてな……」

「思ってもみなかった？」

「いや、だって、今までが今までだったからさ」

「まあ、そうね。精せい霊れい界の危機だーとか、機械の暴走がーとか、忙せわしなかったものね」

「だろ？　てっきり、今年の夏もそんな感じになるかと思ってた」

「正直、私もそう思ってたけどね」

　その予想に反して、この世界は豊かで、変化に富んでいた。

　もちろん、魔王の危機にさらされてはいるが、これまでの世界よりはずっとマシだ。

　こうして料理を楽しめて、食後の穏やかな時間さえ持てるのだ。

　それは経験のないもので、だからこそ、ふたりは何度だって驚おどろいていた。

「思いがけない夏になったな」

「そうね」

　顔を見合わせたふたりは、にこりと笑い、グラスを軽く打ち合わせる。

　ようやく夏の夜の帳とばりも下りてきて、空には月も輝かがやき始めた。

　その冴さえ冴ざえとした光、かがり火の灯りに照らされながら、ふたりはひと時の休息を満まん喫きつするのだった。




「……って感じで、楽しかったよ」

「は、はあ。そうですか」

「なかなか良かったわよ。あなたたちも行ってみたら？」

「参考にさせていただきます」

『リングオーシャン』での食事を終え、仲間たちと合流した虎太郎とエクセリア。

　大満足のふたりは、興奮も覚めやらぬ様子で素す敵てきな店のことを語っていた。

「いいな、いいな、わたしもそんなのが良かったな」

　リリエルはまだぐずついていたが、

「オクタンを倒したら、連れてってあげるよ」

「ほっ、本当ですか!?」

　虎太郎の誘さそいを受けて、あっさり機き嫌げんを直していた。

「約束ですよ！　約束ですからね？」

「うん。デートのやり直しだ」

「わーい！」

　道みち端ばたでぴょんぴょんと飛び跳はねるリリエル。

　微笑ほほえむ虎太郎と、それにつられるエクセリア。

　終わり良ければすべて良し、といった様子で、勇者一行は、今夜の宿へ歩き出そうとしていたが──。

「あ、あの」

「はい？」

　何やら、モニカひとりだけ、釈しやく然ぜんとしていないようだった。

　何か言いたいことがあるようで、しかし、それは言いづらいことのようで、モニカは何度も口を開いては閉じていた。

「なによ？　言いたいことがあるならはっきり言ったら？」

「い、いえ、その……いいのですか？」

「いいもなにも、聞いてみないと分からないでしょ？」

「それもそう、ですが」

　エクセリアが促うながすも、モニカはもごもごと口ごもるばかり。

　聖職者なら説教などお手の物だろうに。普段はよどみなく流れる言葉も、今は彼女ののど元でつっかえているようだった。

「モニカさん？」

「何か気になることがあるんですか？」

「開示してください。情報共有は魔ま王おう討とう伐ばつのため、重要なファクターです」

「う、うう……！」

　言うべきことだが、どうにも言い出せない。

　伝えたいことだが、いざとなったら切り出せない。

　躊ちゆう躇ちよするモニカ。しかし、仲間たちに問い詰つめられ、いよいよ決意したのだろう。

「で、では、言いますね？」

　そう前置きして、彼女はとうとう、その言葉を発した。




「魔王は、現れたのですか？」




　意を決したモニカの言葉。

　それを受けた仲間たちは、すぐにはその意味が理解できなかった。

　魔王？　オクタンは結局、現れなかった。レストランのみならず、道中でさえ影かげも形も見当たらなかった。

　それがどうかしたのだろうか？

　勇者一行はそのことに首を傾かしげて──。

　ハッと、モニカの真意に気がついた。

「わ、わたしの時は出たのに、リアさまじゃ出なかった……？」

　それが何を意味するのか、鈍にぶい虎太郎も薄うす々うす分かっていた。

　未み婚こん王オクタンは、お似合いのカップルの邪魔をして、その幸せをぶち壊こわす。

　その性質を利用し、勇者一行はおとり捜そう査さをしていたのだが──エクセリアが相手の時は、姿さえも見せなかった。

「………………っ!?」

　オクタンにとって、エクセリアは取るに足らない相手だったというわけだ。

　自ら手を下すまでもないと、そう判断されたのだ。

「[image: ]っ!!」

　もちろん、偶ぐう然ぜんだったのかもしれないが──。

　無視された事実は、エクセリアの自尊心を大いに傷つけるのだった。




　　　　６




「なんなの、あの魔王!!」

　ブライダル二日目は、怒いかりの声で始まった。

「よくも私を馬ば鹿かにしてー！」

　朝日が差し込むホテルの食堂、その片かた隅すみで、エクセリアは大いに腹を立てていた。

「今度会ったら、ただじゃおかないわよ……！」

　一晩経たっても怒りが収まらないのか、はたまた、怒りがぶり返してきたのか。

　朝食のウィンナーにフォークを突つき立てながら、彼女はその柳りゆう眉びを逆立てるのだった。

「しかし、本当に厄やつ介かいですね、オクタンは」

　直接的な被ひ害がいに遭あったリリエルは、そう言ってため息をついた。

「ちょっかいをかけられると腹立たしくて、無視されるとそれはそれで傷ついて」

　それも嫉しつ妬との為なせる業わざか、それとも生来の気質なのか。

　女心を巧たくみに玩もてあそぶ魔王は、まさに女の敵であった。

「ラチェットさんたちが問題視するのも分かるよ」

「ですねえ」

　今はまだ致ち命めい的てきな事態に陥おちいってはいないが、これが繰くり返されたらブライダルから人も活気も失われてしまう。昨日のラチェットと同じように怒りに震ふるえるエクセリアをなだめながら、虎太郎は危機意識を新たにしていた。

「でも、どうしようか？」

「え？　何をですか？」

「おとり捜査のこと。みんなが傷つくようなら、別の方法を考えるべきかな？」

「ああ……」

　オクタンを誘おびき出すためのおとり捜査。

　ラチェットら、この国の職員が考えた作戦は、思った以上の心労があった。

「虎太郎さんとのデート自体は楽しみなのですが」

　それに水を差されてはたまらないというわけだ。

　台無しになることが前提のデート、そんなものは素直に楽しめないし、後々残るダメージも大きい。相手を務める虎太郎も心苦しく、おとり捜査をこのまま続けるのは、どうにも抵てい抗こう感があった。

「でも、他ほかに方法はあるの？」

　唇くちびるを尖とがらせたエクセリアが、ぼそりとつぶやく。

　もちろん、あると言いたいところだが、相手は神しん出しゆつ鬼き没ぼつかつ神速の魔王だ。

　追いかけてどうにかなるのか、そもそも、見つけることができるかどうか。

　はなはだ疑問であり、虎太郎は思わず黙だまり込んでしまった。

「大だい丈じよう夫ぶですよ。きっと上手うまくいきます」

　モニカはそうやって慰なぐさめてくれるが、さて、どうしたものだろうか。

　腕うでを組み、虎太郎が深く考え始めたところで──。




『虎太郎さま……』




「……ん？」

　何やら、かそけき声が聞こえたような気がした。

『虎太郎さま……』

「なんだ？」

　それは仲間たちにも聞こえているようで、彼女らは辺りを見回していた。

　しかし、声はすれども姿は見えず、勇者一行は戸と惑まどうばかり。

『虎太郎さま』

　そうするうちにも声は近づき、明めい瞭りようなものになっていった。

　なるほど、少女の声だ。小鳥のさえずりにも似た可か憐れんな声だ。

　一いつ瞬しゆん、魔王の仕し業わざかと思ったが、声のイメージがオクタンと一いつ致ちしない。

　どちらかと言えば、もっと幼く、儚はかなくて、精せい霊れいのように幻げん想そう的な──。

「って、まさか!?」

　そこまで気づいたところで、エクセリアがサッと顔を青ざめさせた。

「ウソでしょ!?」

　続いて、悲鳴を上げて立ち上がる彼女。

　仲間たちはなんだなんだとエクセリアを目で追ったが、虎太郎だけは同じように冷や汗あせを垂らしていた。

「ま、まさか……!?」

　緊きん張ちようした面おも持もちで、ごくりと唾つばを飲み込む虎太郎。

　彼と、そしてエクセリアの予感を裏切らず、ホテルの食堂は淡あわい光に満たされていく。

「って、なんですか、これーっ!?」

　リリエルが絶ぜつ叫きようする間にも光は輝かがやきを増し、星の瞬またたきのようになる。

　天の川のように光がちりばめられ、キラキラと輝く空間には、もう驚おどろきの声もない。

　誰だれもが固かた唾ずを飲んで見守る中、光は中心部へと集まっていき、そして──。

「虎太郎さま！」

　そこから、愛くるしい少女が飛び出してきた！

「「「「えええええええええ[image: ]っ!?」」」」

　弾はじける光を振ふりまいて、食堂に降り立った少女は、まだキラキラと輝いている。

　しかし、それ以上に瞳ひとみを輝かせたかと思うと、

「わたし、会いに来ました！」

　やはり、輝くような笑え顔がおで、虎太郎に抱だきつくのであった。







　幕間劇「公務員のブルース」




　どんな国でもそうであるように、ブライダルにも下町というものはある。

　観光客が訪おとずれるような場所ではなく、やや小こ汚ぎたなく、地元民がたむろしている町。

　その一角にある『魔ま女じよの帽ぼう子し亭てい』も、やはり、地元民が集まる店だった。

「ういー、ひっく」

「ママー、おかわりまだー？」

　漁師、鍛冶かじ屋、大工に町医者。

　ブライダルを陰かげながら支える人々は、決して、大通りにあるような店は使わない。

　この店のように小ぢんまりとした酒場に集つどい、くだを巻いては疲つかれを癒いやすのだ。

　それは公務員であるラチェットも変わらず、彼女はカウンターの端はしで焼き魚をつつきながら、ちびり、ちびりと酒を飲んでいた。

「まったくもー、あいつだけはもー」

　早くもできあがっているのか、胡う乱ろんな目でぶつぶつとつぶやくラチェット。

　人前では明るい彼女も、今はオフの時間、プライベートのアフターファイブである。

　ここで溜ため込んだ愚ぐ痴ちを吐はき出し、彼女はほんのちょっぴりストレスを解消していた。

「またオクタンのヤツかい？」

「そうなんですよぅ」

「まったく、手に負えないねえ」

　ラチェットは生まれも育ちもブライダル、この店でも当然顔なじみである。

　話しかけてきた店主に気安く返し、店主もまた、慣れた様子で皿を差し出した。

「あんたも大変だねえ。ほら、これ食べな。サービスだよ」

「うう、おばさん、ありがとー」

　恰かつ幅ぷくのいい店主に頭を下げて、ラチェットは早さつ速そく、出された料理を口に運んだ。

　近海で取れる小魚を、開いて酢すに漬つけ込んだ簡単なマリネ。レモンの香かおり、酢の酸味が心も体も癒してくれるようで、ラチェットはほろりと涙なみだをこぼした。

「人の情けが沁しみるなあ……」

　貴重な癒しの時間であった。

　特にあの女、未婚王オクタンが現れてからは、欠かせないひと時だった。

「最近、ストレスフルだからなあ」

　こうして定期的にリフレッシュしないと、そのうち爆ばく発はつしてしまいそうだ。

　ただでさえブライダルの公務員は激務だというのに、ああも問題を増やされては──。

「ヤサカさんたちは任せてくれって言ってたけど、どうなるんだろう？」

　誰に言うでもなくつぶやいて、ラチェットはまたも酢漬けをぱくり。

　それをビールで流し込み、彼女はまた、口を開いた。

「こんなはずじゃなかったんだけどなあ」

　酒気と共に吐き出す不平不満。

　そう、こんなはずではなかったのだ。

　曲がりなりにも国家公務員となり、恋こい人びとたちを応おう援えんする職に就ついた。

　神話の時代から続くこの土地で、毎日やってくる恋人たちのお手伝い。若いふたりの縁えんを結び、熟年夫ふう婦ふの愛を称たたえる。

　それはまるで天使のようで、幼い頃ころから憧あこがれていた生き方だった。

　だというのに、それなのに、あの未み婚こん王ときたら──。

「そうですよ！　そうです！　みーんなオクタンのせいです！」

　ガタンと音を立てて席から離はなれ、ジョッキを振り上げるラチェット。

　一体どうしたと驚いた地元民たちは、すぐにも彼女に同調し、笑いながら声を上げた。

「大きな結婚式が台無しになったのも！」

「そうだ！」

「そのせいで課長に怒おこられたのも！」

「そうだ、そうだ！」

「私に素す敵てきな出会いがないのだって！」

「…………………………」

「なんで黙るんですかぁ!?」

　ピタリと止やんだ同意の声に、ラチェットはまたもほろりと涙をこぼした。

　こればかりは本人の問題である。結婚の聖地で生まれたからとて、まさか自動的に王子様が迎むかえに来てくれるはずもない。

　現実はかくも厳しく、人の出会いもまた、思い通りにはいかないものだ。

「うう、悲しいなあ」

　うなだれたラチェットの肩かたに、店主がぽんと手を乗せる。

　おじさん連中は気を利きかせ、ビールを注ついであげたり、料理を分けてあげたりする。

　人の情けが身に沁みるが──欲しいのは同情ではなく素敵な彼氏だ。

「ううう……」

　ラチェット・マチェット、二十一歳。

　ただいま彼氏募ぼ集しゆう中ちゆうである。
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　ホテルの食堂、人々の視線は一点に集まっていた。

　その中心にいるのは、もちろん件くだんの少女と、

「虎こ太た郎ろうさま♪」

　なぜか、彼女に抱きつかれている虎太郎だった。

「え、いや」

「誰なのですか、その子は……？」

　リリエルやモニカの疑問も、もっともなものである。

　なにせ、いきなり現れたかと思えば、虎太郎にじゃれつき始めたのだ。

　他ほかの者には目もくれず、その瞳は虎太郎しか映していない。これでは事態が飲み込めるはずもなく、その場にいる者たちは困こん惑わくするばかりであった。

「ティ、ティア？　なんでここに」

「虎太郎さまが呼んでくださったので♪」

「ええっ!?　い、いや、呼んだ覚えはないけど」

「でも、お困りでしたよね？」

「まあ、それはそう、だけど」

「わたし、それを察してやってきたんです！」

「ええ～……？」

　いや、困惑の度合いで言えば、虎太郎が一番だろうか。

　ティアなる少女に膝ひざに乗られ、甘えられ、更さらには夢見がちなことを言われたのだ。

　反応から察するに顔見知りなのだろうが、それでもついていけていない様子。こうも勇者を振り回すとは、ティアとは一体何者なのか？

　どうにも気になったリリエルは、事情通であろうエクセリアに問おうとしたが、

「って、うわあっ!?」

　耳打ちしようとしたところで、その表情に気づいて身をすくめた。

「ど、どうしたんですか!?　なんか、とんでもない顔になってますよ!?」

　苦虫を嚙かみ潰つぶしたような、ではまだ甘い。

　この世の艱かん難なん辛しん苦くをすべて口に入れられて、それを咀そ嚼しやくしているような顔だ。

「はぁぁ[image: ]……」

　かと思えば、世界の終わりを迎えたような顔で、深い深いため息をつく。

　これまで見たこともない姿のエクセリアに、リリエルの混乱はどんどん加速していく。

「ほ、本当に誰なんですか、あの子は～？」

　遂ついにはぐるぐると目を回しふらつくリリエル。

　そんな彼女を、横からそっとモニカが支えたところで。

「あっ、ごめんなさい！」

　虎太郎の膝の上から、問題の少女がぴょこんと飛び降りた。

「ご挨あい拶さつが遅おくれましたね。わたし、つい舞まい上がっちゃって」

　そう言ってはにかむ少女は、その動作のひとつひとつが愛らしかった。

「わたしはメルティア。大だい精せい霊れいメルティアです」

「はあ、大精霊さん」

　どうやら、ようやく自己紹しよう介かいが始まったようだ。

[image: ]

　大精霊を名乗るメルティアは、なるほど、確かに精霊らしい。

「虎太郎さまとは古いつき合いでして、大きな恩義もありまして」

　小こ柄がらな体、可か憐れんな声、ふわっと広がるクリーム色の長い髪かみ。

　重さを感じさせず、どこか幻げん想そう的な彼女の姿は、精霊と呼ぶに相応ふさわしく、

「結婚の約束もしてるんですよ♪」


「って、えええええええええええええっ!?」



　戻もどりつつあったリリエルの平常心は、その一言でどこかに飛んでいってしまった。

「け、結婚の約束って……つまり、婚約者ってことですか!?」

「はい♪」

　リリエルはガタガタと震ふるえる指でメルティアを指し、あんぐりと口を開いた。

「虎太郎さん!?　あ、貴方あなたは婚約者がありながら、リアさんと同どう棲せいを!?」

　モニカの方は虎太郎に詰つめ寄って、

「新しい情報が加わりましたね」

　プリムローズはひとり、のん気なことを言っていた。

「虎太郎さん！　貴方という人は！」

「ち、違ちがっ！　違うんです!!」

「違うのですか、マスター？」

「そう！　俺とメルティアは……」

「違うの……ですか？　虎太郎さま……？」

「うわあああーっ!?」

　怒ったり焦あせったり、泣いたり呆ほうけたり。

　混こん迷めいを極きわめる場にあって、ひとり、リリエルは強い衝しよう撃げきを感じていた。

（勇者さまの……婚約者！）

　それは初耳だったが、考えてみれば、虎太郎は歴戦の勇者である。

　お姫ひめ様さまに求婚されたこともあるだろうし、浮ういた話のひとつもあるだろう。

　愛あい剣けんにさえ、美しい少女が宿っているのだ。そりゃあ、婚約者のひとりやふたり、三人や四人、五人や六人は──。

「うう、わたし、祝福しますね」

「だから違うんだってば！」

　考え過ぎて、おかしな方向に進んでしまったリリエルが、滂ぼう沱だの涙なみだで手を叩たたく。

　それに激しくツッコミを入れ、虎太郎は大きく息をはいた。

「とりあえず、みんな落ち着いてくれ。そして、まずは俺の話を聞いてくれ」

　仲間たちを手で制し、自分に注目させる虎太郎。

　それから一息ついたところで、彼はゆっくりと語り始めた。

　メルティアとの出会いを。それにまつわる冒ぼう険けんを。

「そもそも、俺とメルティアは──」
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　小学二年生の夏、虎太郎は精霊の世界で戦っていた。

「たああーっ！」

『オオオオッ！』

　見み目め麗うるわしい精霊たちが治める、美しい世界。

　そこに現れた悪あく霊りようを、どうにかしてほしいと頼たのまれたのだ。

「いくぞーっ！」

『オオ、オオオ……！』

　人生で二度目の異世界転移、勇者召しよう喚かんには驚おどろかされたが──。

　幸いにして、虎太郎は順応力の高い少年であった。

　一度あることは二度あるだろうと割り切って、彼は迷わず依い頼らいを引き受けたのだ。

　それから何日も、こうして悪霊と戦っているわけだが、

「さすがにちょっと、疲つかれたな！」

　険しい山々、その岩場に身を隠かくし、虎太郎は荒あらい呼吸をしていた。

「数も多いし、結構強いな」

　運動に自信があり、勇者としての実績もあったが、当時、彼は七歳である。

　剣をぶんぶんと振ふり回し、コールタールのような悪霊を斬きるだけでも、相当な疲れを感じていた。しかし、そこはさすがに勇者といったところか、彼はすぐにも回復すると、岩いわ陰かげから勇ましく飛び出していった。

「でも、あと少しだーっ！」

「そうそう、頑がん張ばってね」

「って、リア!?　今さら起きたのか!?」

「まあ、そうね」

「そうねじゃなーい！　ほら、敵がいるぞ！　力を貸してくれ！」

「やーよ、面めん倒どう臭くさい。あなただけでどうにかしたら？」

「くそーっ！」

　この時から、エクセリアはこんな調子だった。

　助力したりしなかったり、まったく気分屋な少女だった。

　そんなエクセリアに振り回されながら、精霊の世界を駆かけ抜ぬけていく八や坂さか虎太郎。

　彼がメルティアと出会ったのは、その旅の果て、最終局面でのことだった。




『オオオ、オオオオ……！』

　数あま多たの悪霊を切り裂さいて、大陸の中心部へと進んでいった虎太郎。

　彼がそこで見たものは、山のように巨きよ大だいな悪霊だった。

「あの人が……」

「ええ。噂うわさのお姫様ね」

　ぶよぶよと粘ねん液えきを滴したたらせながら、不気味に蠢うごめく大悪霊。

　その濁にごった体の中に見える、小さく瞬またたくホタルのような光。

　あれこそは王宮からさらわれ、大悪霊に吞のみ込まれたという精霊王女だった。

「まずいな、早く助けないと、よくないことになりそうだ」

「もうなってるんじゃない？」

　こうして話している間にも、大悪霊は身を震わせ、その大きさを増していく。

　精霊王女を養分としているのだろう。

　事実、彼女の光が弱まる度たびに、大悪霊は喜び、地鳴りのような声を上げていた。

「くっ……！　やるぞ、リア！」

「ええ！」

　このまま放ほうっておけば、大悪霊は他ほかの精霊も吞み込んで、やがて大陸を覆おおってしまう。

　そうなれば、この世界はおしまいだ。草木は枯かれ果て、虫も鳥も死に絶える。

　それだけはさせまいと、虎太郎は剣を振り上げ、突とつ撃げきを仕かけたのだが、

「な、なにぃっ!?」

　なんと、振り下ろした剣は、大悪霊から伸のびた触しよく手しゆで止められてしまった。

　これまでにない事態である。今まで、どんな悪霊もしてこなかったことだ。

　そのうえ、そのうえ、大悪霊は──！

『我が名は……』

「っ!?」

『我が名はグランドロン。混こん沌とんの使者なり』

「なっ……!?」

　粘液の塊かたまりが震え、大悪霊の体に大きな顔が浮かび上がった。

『小さき生き物よ、抵てい抗こうを止めよ。心静かに死を受け入れよ』

「こいつ、意思があるのか!?」

　悪霊の親玉、グランドロンは、意思を持ち、しゃべり、虎太郎の攻こう撃げきを防いでみせた。

　意思があるのは明白で、ならばこそ、虎太郎は彼に問いかけていた。

「お前！　意思があるなら、なんでこんな酷ひどいことをするんだ！　何が目的なんだ!?」

　この美しい世界を、汚お泥でいのような悪霊で汚よごしていく。

　そこにどんな意図があるというのか、問わずにはいられなかった。

『この星を、この世界を、原初の混沌に還かえすことこそが我が望み』

「なんだと!?」

『我が力と権能を以もって、この世に永遠の安あん寧ねいをもたらすのだ』

　果たして語られたことは、グランドロンなりの理のある話だった。

　すべてを無に帰せば、生も死もなく、争いも起こりえない。

　乱暴ではあったが、ひとつの正論だった。しかし、それは独善的な価値観だった。

『分かるか？　これこそが、唯ゆい一いつ絶対の道なのだ──』

　威い厳げんのある声で諭さとすグランドロン。

　しかし、勇者虎太郎はそれを撥はね除のけ、言い切った！


「話がむずかしくてよく分からない!!」

『なんだと!?』



　当時、虎太郎少年は満七歳。

　政治のせの字も知らないスクールチャイルドである。

　彼の価値観で言えば、みんなを困らせるグランドロンは、なんと言おうと悪なのだ。

　そもそも、今も精せい霊れい王女を殺そうとしている彼を、虎太郎は許すことができなかった。

「とりあえず分かったのは、お前が悪いヤツだってことだ！」

『違う！　まあ待て、話を聞くのだ。話せば分かる』

「問答無用！　覚かく悟ごしろ、大悪霊グランドロン！　ボクが退治してやる！」

『こ、この、無む知ち蒙もう昧まいなる蛮ばん族ぞくがぁぁぁぁぁ!!』

「日本語でしゃべれぇぇぇぇぇっ───!!」

　かくして、勇者虎太郎と、大悪霊グランドロンの戦いが始まった。

　結果はもちろん、虎太郎の勝利。精霊の世界を脅おびやかしたグランドロンは、勇者の剣により両断され、大義諸もろ共とも塵ちりと化すのだった。




「その後、わたしは大悪霊の体内から救い出されたのです」

「ほうほう」

「あの時の虎太郎さまのたくましい腕うで、優やさしい眼まな差ざしは、今でも鮮せん明めいに思い出せます」

「ふむふむ」

　この辺りで、自然と語り手が変わっていた。

　うっとりと虎太郎の勇姿を語るメルティアに、自然と少女たちの視線が集まる。

「そして、虎太郎さまはわたしを抱だき上げたまま、悠ゆう然ぜんと歩を進め……」

「王都に凱がい旋せんしたんですね!?」

「はい！」

「キャーッ！」

　こういった話題は、やはり、女の子のものだ。

　事実を端たん的てきに話そうとする虎太郎よりも、リリエルたちは、メルティアから話を聞きたいようだった。

（まあ、大筋は間ま違ちがってはいないか）

　と、虎太郎も止めるのを諦あきらめ、話に耳を傾かたむけた。

「王都に入ってからは、もう、すぐにも王宮へ行って」

（そうそう）

「わたしを心配していたお父さま、お母さまに会って」

（そうだったな）

「そしてそこで、わたしは虎太郎さまに結けつ婚こんしてくださいと頼んで」

（うんうん）

「それを受けた虎太郎さまは、力強く『はい！』と！」

（………………ん？）

　今、何やら聞き捨てならない言葉があった。

　自分の記き憶おくとは、どうにもニュアンスが異なるような──。

「すると、勇者さまも乗り気だったわけですね!?」

「そうなんです、そうなんです！」

「って、違ああああうっ！」

　いつの間にやら過去の思い出を捏ねつ造ぞうされ、たまらず虎太郎は割って入った。

「あの時は、『大きくなったら』って言ったんだ！」

「勇者さま、イエスって言ってるじゃないですか」

「いやいや、子どもの口約束なんだ！　だって、まだ七歳と五歳だったし！」

「口約束は破っていいと？」

「ううう……っ!?」

　リリエルとモニカに冷ややかな目で見られ、虎太郎はたじたじになった。

　もっともなことを言っているつもりが、話すごとに自分が酷い男のように思えてくる。

（い、いや、間違ったことは言っていない。言っていない……はず！）

　メルティアとの約束は、幼児の「大きくなったらパパと結婚する！」と同じものだ。

　事実、メルティアは幼かったし、だからこそ虎太郎も軽い気持ちでうなずいたのだ。

　それがまさか、九年経たっても忘れられず、より一層の熱を持って迫せまってくるとは──。

　これまでに何度もあった襲撃を、虎太郎が思い出していると、

「でも、安心しました」

「え？」

　意外にも、メルティアは和なごやかな表情になった。

　これは今までにないパターンだった。年に数回、思い出したかのように会いに来ては、騒そう動どうを引き起こして去っていくのが彼女の定石だった。

　それが今回はこんなに落ち着き、ほっと息もついていて、

「結婚の国に来たということは、その気になってくれたのですよね？」

「って、そういうことか！」

　幸せそうに擦すり寄ってきて、ガッシリと虎太郎の腕をつかむメルティア。

　その恐おそるべき力に、虎太郎はゾッと背筋を震ふるわせる。

「い、いや、待て、落ち着け！　それは誤解」

「ええ、ええ、分かっています。虎太郎さまのことは、全部」

「絶対、分かってないぞ！」

　振ふり解ほどこうにも振り解けない。

　引き剝はがそうにも引き剝がせない。

　下からのぞき込んでくる目は暗さを増して、まるで夜の海のよう。





（この子……この子、本気だ！）






　ここで確実に仕留めにかかっている。鷲わしのように獲え物ものに狙ねらいを定めている。

　それを察した虎太郎は、無理にもこの場を離はなれようとしたが、

「ふふ……もう、逃にがしませんよ？」

　それより早くふたりは光に包まれて、忽こつ然ぜんと姿を消してしまった。




「「「「………………」」」」




　残された少女たち、そして、他の宿しゆく泊はく客たちは、しばらく呆あつ気けに取られていた。

　ぽかんと口を開き、虎太郎たちがいたはずの場所を見つめ、

「しまった!!」

　そこでようやく、エクセリアが声を上げた。

「あ、あんな技わざを覚えてくるだなんて……！」

　口元に手を当て、焦あせりを浮うかべるエクセリア。

「迂う闊かつだったわ。すぐに追うわよ」

　かと思えば歩き出し、仲間たちを促うながしてくる。

「ちょっ、ちょっと待ってください！」

「どうされたのですか、突とつ然ぜん……？」

　ひとり慌あわてているエクセリアを引きとめる少女たち。

「マスターとメルティアは既き知ちの間あいだ柄がら。危険なことなどないのでは？」

　魔ま王おう軍にさらわれたわけでもあるまいに、そう慌てる必要はないのでは？

　目でそう訴うつたえかける少女たちに、

「分かってないわね」

　しかし、エクセリアは首を横に振り、

「あの子は魔王なんかよりよっぽど危険よ」

　と、真しん剣けんな表情で言い切るのだった。




　　　　３




『あの、あの、こたろーさま』

『なに？　ティアちゃん』

『わたしと……わたしと、けっこんしてください！』

『結婚？』

『はい……あの、ダメ、ですか？』

『ううん、そんなことないよ』

『ほんとうですか!?』

『うん。大きくなったら結婚しよっか』

『はい！』




「………………はっ!?」

　いつの間にやら気を失っていたようだ。

　鈍にぶく痛む頭を振りながら、虎太郎は上体を起こした。

（また、懐なつかしい夢を見たな）

　束つかの間、彼が見ていたのは、先ほど話題に上ったワンシーンだった。

　小学生だった頃ころの自分が、幼よう稚ち園えん児じのようなメルティアと約束をする場面。

　それ自体は温かな思い出として、彼の胸に残っているのだが、

「あ、お目覚めですか？」

「ティア……」

　現在のメルティアは、少し手に余る少女になっていた。

「はい、ヤシの実です。冷たくて美味おいしいですよ？」

「買ってきたのか？　代金は？」

「質しち屋やに宝石をいくつか預けたので、何個だって買えますよ」

　この気き遣づかい、如じよ才さいないふるまいは、成長の証あかしと言えたが、

「ストローだって二本ついています。これでいっしょに飲めますね♪」

「ううっ……！」

　いかんせん、彼女の愛はどうにも重たい。

　そもそも、この場所にだって、無理やり連れてこられたのだ。

　ここでジュースを飲めるほど虎太郎はのん気ではなく、責任感のない男でもなかった。

「いや、駄だ目めだ、ティア。こんなことをしてる場合じゃないんだ」

「え？　でも、昨日は同じようなことをされてましたよね？」

「それはそうだけど……って、見てたのか!?」

「はい♪」

　嬉うれしそうに微笑ほほえんで、両手で円を描かいてみせるメルティア。

　すると、空中に鏡のようなものが現れ、そこには近くから見た虎太郎の姿が──。

「ごめんなさい、本当は昨日のうちに駆かけつけたかったのですが、お父さまとお母さまの監かん視しが厳しくって」

「そりゃ、ご両親も心配するよ！」

　王宮を抜ぬけ出したり、違ちがう世界に渡わたったり、おまけに今度は盗とう撮さつだ。

　軟なん禁きんされていないのが不思議なくらいで、虎太郎は頭がくらくらするようだった。

「もちろん、事情も知っています。恋こい人びとのふりをして、魔王を誘さそい出すんですよね？」

「あ、ああ」

「でしたら、わたしが最適ですよ！　この恋心は、魔王にだって負けません！」

「なんか趣しゆ旨しが変わってない？」

　熱く燃える恋の炎ほのおで、魔王を焼き殺そうとでも言うのだろうか。

　ただ、メルティアならそれが物理的にできてしまいそうで、虎太郎はあえてそこに触ふれるのを避さけた。

「まあまあ、遠えん慮りよなさらずに。わたしと虎太郎さまとの仲ではありませんか」

「だからこそ抵てい抗こう感があるんだけど……」

　下手をすると魔王を捜さがすその足で、そのまま教会に連れて行かれそうだ。

　できれば、学生の身分で、年下の少女とゴールインしてしまうのは避けたい。

「もう！　虎太郎さま！　じゃあ、どうしたいんですか？」

「できれば、みんなのところに戻もどりたい」

　それが噓うそ偽いつわりのない本心だった。

　考えれば考えるほど、この状態はよろしくない。

　一度、仲間たちと合流し、意気込むメルティアを落ち着かせるべきだ。

　虎太郎はそう結論づけたのだが、

「でも、魔王、そこまで来ていますよ？」

「えっ？」

　思いがけない指し摘てきに、虎太郎は後ろを振り向いた。

　すると、メルティアの言葉の通り、ヤシの木の陰かげにはオクタンが──。

「………………」

「オ、オクタンッ!?」

　虎太郎が叫さけぶと同時に、彼女はスッと姿を消した。

　しかし、ほんの数秒前までは、確かに近く、手の届きそうな場所にいたのだ。

（な、なんでだ？）

　おせじにも幸せな空間だったとは言い難がたい。

　恋人たちによる甘いムードも出ていなかった。

　ならば、一体、魔王は何に釣つられてやってきたのだろうか。

（待てよ。もしかして……？）

　ふと思い当たることがあり、虎太郎は試ためしにメルティアの頭を撫なでてみた。

「きゃっ、虎太郎さま♪」

「…………！」

　想おもい人に触れられ、少女は嬉しそうな声を上げる。

　すると、視界の端はしに、あのタコ頭が一いつ瞬しゆんだけだが映り込んだ。

「ふふっ♪」

「…………っ!!」

　今度は手をつないでみると、もっとはっきり視界に映った。

（間ま違ちがいない）

　そこで虎太郎は、ひとつの確信を持つに至った。

（オクタンは、メルティアの強過ぎる恋心に惹ひかれてきている！）

　それはまるで、暗くら闇やみの中、炎に吸い寄せられる虫のように。

　あまりにも強く、過か剰じようなほどの感情を、オクタンは敏びん感かんに察知しているのだ。

（これで確実性が増す……のか？）

　出たり出なかったり、存在さえも不確かな未み婚こん王オクタン。

　それを倒たおすためには、あえてメルティアの提案に乗るのも手だろうか。

（……いや、悩なやんではいられないな）

　今、こうしている間にも、ブライダルの人々は被ひ害がいを受けているのだ。

　自分がどうか、ではない。人々のために、やれることはなんでもしてみせる。

「分かった、やろう！　デートをしよう！」

「虎太郎さま！」

　勇者としての矜きよう持じを胸に、グッと拳こぶしを握にぎり締しめる虎太郎。

　勇ましい彼にメルティアが抱だきつくと、今度は舌打ちさえも聞こえてきた。

（見てろよ、オクタン。人の恋心を玩もてあそぶ魔王）

　視界の端に映るタコ頭、それを心の中でにらみつけながら、

（お前は必ず、俺が倒してやる!!）

　勇者虎太郎は、握った拳を前に突つき出してみせるのだった。




（………………いや、しかし）

「虎太郎さま♪　いっぱい楽しみましょうね♪」

（な、なんか、やってることが悪者っぽいよな）

　人の恋心を玩ぶ、その一点で考えると、虎太郎の行こう為いも似たり寄ったりだ。

　まさか、勇者が恋心を撒まき餌えにするだなんて──。

　それしかないとは思いつつも、どうにも罪悪感で胸が潰つぶれそうだ。

（うう、は、早く倒そう）

　自分のためにも、何よりメルティアのためにも、魔ま王おう討とう伐ばつが急がれた。




　　　　４




　ブライダル諸島南西部、円えん環かんに並ぶ島々の端を、エクセリアたちは移動していた。

「どう？　まだこの島にいるの？」

「いいえ、レーダーに反応ありません」

「わたしの方でも、見つかりません……」

　目的はもちろん、虎太郎の奪だつ還かんだ。

　そのために本島を発たち、こうして島々を巡めぐっているわけだが、

「また逃のがしたみたいですね」

「くっ……！」

　いくつか渡ってみたものの、いつもすんでのところで逃にげられてしまっていた。

「あー、もう！　瞬間移動なんて反則よ！」

　地じ団だん駄だを踏ふみ、悔くやしがるエクセリア。

　彼女には虎太郎の剣けんの場所が分かる。プリムローズには高性能なレーダーが装備されている。そしてリリエルには、毎度お馴な染じみの導きの力がある。

　それら三種の探知を用いても、メルティアを逃してしまうのだ。

　恐おそろしきは空間転移の力、それを自在に操あやつるメルティアに少女たちは翻ほん弄ろうされていた。

「あとちょっとってところで逃げられて、もう少しってところでかわされて」

「オクタンといい勝負ですよね、ティアさん」

　こうも負けが続くと、かえって感心してしまうものだ。

「このまま任せていたら、ひょっとすると魔王討伐も上手うまくいくのでは？」

　敵ながら天あつ晴ぱれという心境だろうか。

　仲間内から肯こう定てい的な意見も出るほどで、追つい跡せき隊は段々と熱意を失っていったが、

「甘い。甘いわね。あなたたち、あの子を甘く見過ぎよ」

　メルティアのことをよく知るエクセリアは、かえって危機感を強めていた。

「魔王を倒す？　そんなことに、あの子が興味あるわけないじゃない」

「え？　でも、勇者さまが困ってたから来たって……」

「そんなの口実よ、口実。どーせやる気なんてないでしょうし、たとえオクタンを倒せたとしても、あの子はそのまま虎太郎を持ち帰るでしょうね。それでもいいの？」

「こっ、困ります!!」

「でしょ？」

　魔王はまだ残っているのだ。

　それなのにこの世界を去られては、アイリスガーデンは滅めつ亡ぼうしてしまう。

「それに虎太郎だってどうなるかしら？　独りよがりな気持ちが暴走して、ちょっとしたきっかけで、お腹なかをグサッと刺さされちゃうかも」

「リアさん、それは考え過ぎですよ」

「本当にそう思う？」

「え、ええ」

「本当に？」

「ううう……？」

　真しん剣けんな表情でそう言われると、心配のし過ぎだと笑うこともできない。

　むしろ、先ほど見た顔、狂きよう気きさえ感じる笑えみを思い出すと──。

「し、心配ですね」

「でしょ？」

　急に不安になってくるモニカ。

　その青い顔こそ正解だと言うように、エクセリアは一同を見回し、宣言した。

「賭かけてもいいわ。このまま放ほうっておいたら、虎太郎、タダじゃ済まないわよ」

「「「…………！」」」

　確固たる自信は、件くだんのふたりを知り尽つくしているからか。

　そんなエクセリアだからこそ、他ほかの誰だれにも見えないものが見えるようだ。

　例えばそれは虎太郎が、ボート諸もろ共とも、海上を引きずり回される姿だったり──。

「…………くれぇぇぇ……」

「え」

「助けてくれぇぇぇぇ……！」

「ええええええええええっ!?」

　エクセリアたちの目前に広がる青い海。

　それを切り裂さくように虎太郎とメルティアが現れ、そして去っていった。

　あまりにも非現実的な光景に、叫んだきり言葉も出ない。ただただ石像のように固まるリリエルの肩かたをぽんと叩たたき、エクセリアは、

「ほらね」

　と、つぶやくのだった。




　　　　５




　正直に打ち明けると、ここまでとは思っていなかった。

　ここまで魔王に興味がないとは。

　ここまで話を聞かない子だとは。

　そして、ここまで我を忘れてしまうだなんて──。

　八坂虎太郎は、思ってもみなかったのだ。

「虎太郎さま、虎太郎さま！　ボート、楽しかったですね！」

「…………」

「わぁー！　次は何をしましょう!?」

　はしゃぐメルティアは、しっかと虎太郎の手をつかみ、どこへ行こうか迷っている。

　もう夕方だというのに。もうすぐ日が暮れるというのに。

　これ以上、どこで何をするつもりなのか、聞くことさえためらわれた。

「ナイトパレード……ううん、花火なんかもいいですね！」

　パンフレットを広げ、目を輝かがやかせているメルティア。

　彼女も、最初はかわいいものだった。手をつないで道を歩くだけでも喜んで、水辺で遊ぶと子どものようにはしゃいでいた。それがいつしか、もっと、もっととエスカレートしていき、それに合わせてテンションは天てん井じよう知しらずで上じよう昇しようしていき、

「お邪じや魔ま虫は消えましたし、これでゆっくりできますね！」

　やがては魔王の追跡さえ振ふり切る怪モン物スターと化したのだ。

　やはり恐ろしきは大だい精せい霊れいの力、そして、それを暴走させるメルティアの気き質しつだった。

「………………ぐはっ！」

　散々連れ回されて、もう体がついていかなかった。

　夕暮れの砂すな浜はまに倒れ込んだ虎太郎は、もう指先さえ動かせなかった。

「あれ？　虎太郎さま？」

　反面、メルティアはまだまだ元気いっぱいだ。

　これは若さの差か、はたまた、充じゆう実じつ感かんの為なせる業わざか。

（タービンだって、動けば動くほど電気が出るもんな……）

　体力を補ってあまりある気力が、どうやらメルティアを支えているようだ。

　その証しよう拠こに、彼女の肌はだは艶つや々つやと滑なめらかで、目はキラキラと星のように瞬またたいて──。

「疲つかれちゃったんですね……ごめんなさい、気がつかないで」

　そんな彼女にも、ほんのわずかに自制心は残されていたらしい。

　とうとう倒れた虎太郎を、彼女は引っ張ることもなく、代わりに優やさしい声をかけて、

「大だい丈じよう夫ぶです。ホテルもちゃんと予約しておきました」

（……ん？）

「ふかふかのベッドで、ゆっくり寝ねましょうね？」

（…………んん？）

　まだ終わらない。まだ逃がさない。

　一度蟻あり地じ獄ごくに落ちたが最後、決して抜ぬけ出せない運命なのだ。

　それに気づいた時、虎太郎はゆっくりと意識を失っていった。

「わたし、子こ守もり唄うたも歌いますから♪」

　こうして、勇者虎太郎は、大精霊メルティアの虜りよ囚しゆうとなった。

　勇者を救う勇者などという、都合のいいものはこの世には存在しない。

　気絶した彼は抵てい抗こうさえできず、大精霊に引きずられていった──が！

「お、追いついたわよ！」

　間かん一いつ髪ぱつ、頼たよれる相棒が間に合った。

「あ、あなたは!?」

「メルティアさん！　勇者さまを返してください！」

「後ろにも!?」

　前から、そして後ろから、虎太郎の仲間たちが接近してくる。

「結界を張りました！　これで転移できませんよ！」

「電磁バリアも同様に、あなたの逃とう亡ぼうを防ぎます」

　いずれもメルティアに負けず劣おとらずの精せい鋭えいたち。

　ここまで近づいたならば、後は行動を封ふうじることなどたやすかった。

「ううう……!?」

　一日をかけ、とうとう捕つかまってしまったメルティア。

　彼女は虎太郎の頭を抱だきしめて、必死に守ろうとするが、いかんせん、多勢に無勢だ。

「諦あきらめなさい。素す直なおに虎太郎を渡わたしたら、今回のことは許してあげるわ」

　夕暮れの砂浜、黒い髪かみをたなびかせ、冷れい徹てつな声の少女が迫せまる。

　そこだけを見れば悪役はエクセリアだが、行動を振り返れば悪者はメルティアだ。

「な、なんで、邪魔するんですか……？」

「なんでも何もないわよ。さっさと返しなさい」

「わたしだって、虎太郎さまのことが好きなのに！」

「好きで何でも許されるなら、軍も警察もこの世にないわよ」

　子犬のように震ふるえ、きゃんきゃん吠ほえ立てるメルティア。

　彼女の言葉をビシバシと叩き落とし、エクセリアは目前まで近づいた。

　あとはその手を伸のばせば、お互たがい、触ふれられそうな距きよ離りだが、

「う[image: ]……！」

　そこまで近づかれたことで、今度は嘆なげきが怒いかりに変わったようだ。

「ずるいです！　いつもいつも、エクセリアさんばっかりずるい！」

　唸うなり声を上げたかと思うと、メルティアはわっとまくし立てた。

　それに合わせて火花のような光が飛び散り、音を立ててエクセリアの爪つま先さきを焦こがした。

「へえ……あなた、私とやろうっての？」

「もちろんです！　今度こそ、白黒つけてあげます！」

「ふうん」

　焦げた爪つめは一いつ瞬しゆんで治ったが、代わりに紫むらさき色いろのオーラが体を覆おおう。

　メルティアの方は、火花のスパークが激しさを増し、ふわふわの髪が逆立っていく。

「ひ、ひええっ!?」

　唯ゆい一いつ、荒あら事ごとには不向きなリリエルが、サッとモニカの後ろに隠かくれたが、

「エネルギー上昇確かく認にん。戦せん闘とう態勢へ移行」

　他のメンバーは、こうなることも予想していたようだ。

「リリィちゃん、私の陰かげから出ないでくださいね？」

「はいぃ！」

　一気に戦う者の顔つきとなった彼女らは、光り輝くメルティアを取り囲む。

　結界とバリアとで閉じられた空間は、ビリビリと音を立てて振しん動どうし始める。

　そして、かつてないほどの壮そう絶ぜつな戦いが幕を開け──。




「こらっ！」




　その前に、目を覚ました虎太郎が、メルティアの頭を叩いて正気に戻もどらせた。

「……え？」

「駄だ目めじゃないか、暴走したら！」

　軽くはたくようだったが、メルティアのショックはそれどころではなかった。

「え？　ええ……？」

「それに、途と中ちゆうから魔ま王おうを無視していただろう？　それが一番駄目だ」

　これまでにも注意を受けたことはあったが、叩かれたことはなかった。

　険しい顔と、厳しい口調。

　叩かれた頭を押さえながら、メルティアは必死に考える。

　もしかすると、嫌きらわれてしまったのかもしれない。

　自分が悪い子だから、虎太郎は怒おこってしまったのかも。

　そうだ、手伝いを申し出て、なのに遊びに夢中になったから──。

「うっ、ううっ」

　ようやく我が身を振り返り、そのことを反省したメルティア。

　しかし、叩かれてしまってはもう手て遅おくれだ。

　虎太郎に嫌われたのだと思い込んだ彼女は、頭を押さえたまま、ぽろぽろと大おお粒つぶの涙なみだをこぼして──。

「……はあ」

「っ！」

　小さなため息に、ビクリと震えるメルティア。

　しかし、彼女の予想に反し、次に聞こえたのは優しげな声だった。

「でも、俺もいけなかったな。ちゃんと注意ができなかったんだ」

「……え？」

「いけないって思っていても、強く言うことができなかった」

「虎太郎さま……」

　そう、調子に乗ったのがメルティアの罪なら、止められなかったのが虎太郎の罪だ。

　先ほどのため息は、その不ふ甲斐がいなさを思い出したがゆえのものだ。結けつ婚こんの約束を引け目に感じ、たしなめることもしなかったなど、どうかしていた。

「だから、今回はふたりとも悪かったんだ」

「はい……はい……」

　今度は優しく撫なでられて、メルティアはまたぽろぽろと泣いた。

　問題行動が多く、歳としの割には幼いが、根は素直でよい子なのだ。

　そのことを知っている虎太郎は、ふっと笑って、手を離はなし、

「というわけだ。今日は迷めい惑わくをかけた！　すまない！」

　今度は仲間たちに向かって頭を下げた。

「ほんとよ。おかげで一日、無む駄だになったじゃない」

「うっ、ううっ、す、すまない！」

　憂うさ晴らしにぺしぺしと蹴けられ、平謝りする虎太郎。

　それでも険悪な空気はすでになく、エクセリアのキックもじゃれるようなものだった。

「私は気にしていませんよ」

「わたしもです。ま、まあ、少し驚おどろきましたけど」

「私は元より、マスターの指示に従います」

　三者三様に謝罪も受け入れられ、ほっと肩かたの力を抜く虎太郎。

「み、みなさん、すみませんでした！」

「まあまあ、頭を上げて」

　メルティアも許しを得られたようで、まさに肩の荷が下りる思いだった。

（後は、明日あしたからティアとちゃんと協力して……オクタンを今度こそ倒たおして……）

　水平線の向こうに沈しずんでいく夕日を見ながら、虎太郎はぼんやりと考える。

（ああ、ラチェットさんに会ったら、作戦のことを話すのもいいな）

　なんといっても、相手は公務員だ。

　この国の事情通から、もっともっと、話を聞くべきだと思えた。

（でも、全部、明日だな……）

　腰こしを下ろしたところで、ちょうど睡すい魔まが来たらしい。

　疲ひ労ろう感かんはもちろんのこと、耐たえ難がたい眠ねむ気けに襲おそわれ、うつらうつらと船を漕こぐ。

　まだ話している少女たちの声を子守唄に、彼はそのまま、まぶたを閉じて──。

「虎太郎さまーっ！」

「ぐあっ!?」

　眠りかけていたところで、突とつ然ぜん、延えん髄ずい斬ぎりが炸さく裂れつした。

　──いや、これはメルティアのタックルだ。

　勢いよく抱だきついてきた彼女の腕が、絶ぜつ妙みような角度で直ちよく撃げきしたのだ。

「わたし、頑がん張ばりますね！　一いつ生しよう懸けん命めい、頑張りますから！」

「あ、ああ、頑張って……」

「はい♪」

　精せい霊れいの国の王女様。

　いつも愛らしい可か憐れんな少女。

　しかし、生きつ粋すいのトラブルメーカーに抱きつかれた虎太郎は、

（彼女のことも、何とか……しな、くちゃ……な）

　とだけ考え、またも意識を失うのだった。







　幕間劇「メルティアの精霊講座」




　メルティアと和解した日の夜。

　ホテルへ移動し、虎こ太た郎ろうをベッドに寝ねかせた女性陣じんは、和なごやかに夕食を食べていた。

「ところで、精霊ってなんなの？」

　その席で出た発言が、これだ。

「天使とはまた違ちがうのかな？」

　会った時から気になっていたのだろう。

　食事の合間を見計らい、ここぞとばかりに問いかけるリリエル。

「あれ？　リリィちゃんの世界には、精霊はいないのですか？」

「うん。そういった概がい念ねんがあるとは聞いたことがあるけど」

　歳も背せ丈たけも似たふたり、打ち解けるのも早いもので、もう親しげに話をしている。

　だからこそ、相手の素す性じようが気になって、こうして聞いているわけなのだが、

「うーん……」

　どうやら、説明が難しいことのようで、メルティアは考え込んでしまった。

「あ、秘密の話だった？」

「いえ、そんなことはないです。ただ、いっぱいい過ぎて、わたしにも何が何やら……」

「？？？」

　要領を得ない話に、不思議そうな顔をするリリエル。

　仲間たちも興味深く思っているのか、彼女らの視線はメルティアに集まっていく。

　それでも、話がまとまらないのか、メルティアは困ったように眉まゆを寄せると、

「大おお雑ざつ把ぱに言えば、自然そのものです」

　迷いながらも、口を開いた。

「例えば、火、水、土、木などに、それぞれ精霊が宿っています」

「おおっ！　それっぽい話が出た！」

「でも、万ばん物ぶつに宿っているので、葉っぱや石ころにだって精霊がいます」

「ほほう！」

「もっと言えば、季節、土地、空の雲にも精霊がいて……」

「なるほど」

「それを、人型の精霊が統とう括かつしています」

「ふむふむ……ん？」

　何やら自然らしからぬ言葉が出てきたような──。

「そして、下位精霊を統括する精霊が更さらに統括されて、そのまた上の精霊が更に統括を行って……その一番上が、わたしたち大精霊なんです」

「お、おおう……！」

「究極のピラミッド形社会ですね」

　まるで規律正しい軍隊のようだ。

　小隊の上には中隊があり、中隊の上には大隊があり──。

　メルティアは、さしずめ大だい元げん帥すいといったところか。

　そりゃあ強いはずだよと、リリエルは頰ほおをひくつかせた。

「でも、結構、自由な気風なんですよ？　新しい肩かた書がきを名乗ってる精霊もいますし」

「へー？　例えば、どんなの？」

「チョコタルトの精霊とか」

「チョコタルトの精霊！」

「美し過ぎる精霊とか」

「美し過ぎる精霊!!」

「マッチョの精霊というのもいますよ」

「マッチョの精霊……！」

　自由にも程ほどがあるだろう。どう考えても、言った者勝ちの世界だ。

　しかし、それが精霊、それも精霊というのなら、精霊とは、思った以上に奥深い存在であるようだった。

「なるほど、精霊って何でもありなんだね」

「そうですね」

　一通り話を聞いたリリエルは、うんうんとうなずいた。

　そして、感心しきりの様子でうなずきながら、こう問いかけた。

「それで、精霊って結局、なんなの？」

「……………………」

「……………………」

「し、自然そのもの……？」

　チョコタルトだのマッチョだの言った後では、そのまとめは苦しくないか。

　ただ、まあ、「人間ってなあに？」に類する問いは、いつの時代も、どんな世界でも、頭を悩なやませる難問である。

　これもそういうことなのだろうと考えながら──。

　でも、ちょっぴり気になるリリエルであった。
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　ブライダル滞たい在ざい三日目は、よく晴れた日だった。

　雲ひとつない青空が広がり、太陽は眩まぶしいばかりに輝かがやいている。

　その強い日差しに目を細めながら、虎こ太た郎ろうはホテルの部屋を出た。

「あっ、勇者さま！」

　階段を下り、ホールを抜ぬけると、昨日と同じ食堂があった。

　座る場所も昨日と同じ席であり、何やら再現映像のようにも感じられた。

「あっ……」

　しかし、昨日と明らかに違うのは、新しい仲間が加わっているというところだ。

「昨日は、その……」

　大だい精せい霊れいメルティア。

　思い込みが激しく、暴走しがちな少女は、何やら今朝はしおらしかった。

「そのう……」

　虎太郎に叱しかられたのがよほど応こたえたのだろう。

　もじもじとするばかりのメルティアに、虎太郎は、

「今日からよろしく」

　と、優やさしく微笑ほほえんだ。

「はっ、はいっ♪」

　するとメルティアは、花開くように笑え顔がおを見せて、

「今度こそ、虎太郎さまの力になります！」

　元気いっぱい、意気込みを示すのだった。




「えー、では、新しく仲間が加わったところで」

　メルティアを加えての朝食会。

　それが済んだところで、虎太郎はそう切り出した。

「今日の指針を決めようと思う。みんな、何かいい案はないか？」

　議題はもちろん、未み婚こん王オクタンのことだ。

　あの神速の魔ま王おうを倒たおすためには、どのような手段が有効なのか。

　虎太郎は仲間たちに問いかけて、妙みよう案あんを引き出そうとしていた。

「順番通り、デートではいけないのですか？」

「それもひとつの手だと思います」

「わたしが昨日のように誘おびき寄せて」

「それもありだね」

「見つけ次し第だい、プリムにミサイルでもぶち込んでもらって」

「却きやつ下か」

　どうやら闘とう志しはくじけていないようで、仲間たちからは次々と意見が出てくる。

　それはおとり捜そう査さの続きだったり、あるいは新しい案だったりと様々だ。

「ミサイルはともかく、マーカーを打ち込むのはいいかもしれません」

　普ふ段だんは無口なプリムローズも、こうして考えを述べるほどで、それ自体はありがたく、彼女らのやる気は頼たのもしかったのだが──。

「……何かが、足りないような気がする」

　それは果たして、オクタンに通じるのか？

　そう考えると、自信を持ってうなずくことはできなかった。

「あの結けつ婚こん式で見たような、超ちよう至近距きよ離りでの接せつ触しよく。あそこまで近づかないと、オクタンに逃にげられると思うんだ」

「あそこまでいくとやり過ぎじゃない？」

「いや、一昨日おとといと昨日、動きを見ていて思ったが……あれは相当速いぞ」

　メルティアが彼女を振ふり切れたのは、ひとえに瞬しゆん間かん移動の力があったからだ。

　単純な速さ比べだったら、多分、この中の誰だれも勝てないだろう。

「だからこそ、相手をもっと近寄らせたい。そのための一手間を加えたいんだ」

「よりセンセーショナルにするってこと？」

「そうそう」

　オクタンが夢中で食いつくような、そんな作戦がいい。

　そのためには、一昨日のデートよりも強く、昨日のメルティアよりも激しく──。

「で、具体的にどんなことをするの？」

「それは……その、すごいことをだな！」

「子どもか」

　普段は頼もしい勇者様も、男と女のあれこれにはてんで弱い。

　何かが足りないと思いつつも、それが何なのか、悲しいほどに分からない。

　こうなっては、頼みの綱つなは自分だけかとエクセリアが思ったところで、

「海で遊ぶなんてどうですかね？」

「ラチェットさん！」

　ひょっこりと、その道の専門家が顔を出した。

「今日は絶好の海日和びより、海水浴も水遊びも、釣つりだって楽しめますよ」

「海水浴！　それに釣りかぁ」

「ふーん、いいんじゃない？」

　伊達だてに職員証を下げていないということか、ラチェットからは、その日に合わせた最適なプランが提示された。

「もちろん、山だっていいですよ？　ですが」

「これだけいい天気だと」

「そうなんですね。やっぱり、海です！」

　面積の広いブライダル本島には、森も川も、山もある。

　そうした場所を散策し、自然を満まん喫きつするのも乙おつなものであったが、せっかくの島国、海を楽しまなければ損である。

「我が国は海に力を入れていますからね！　どこの砂すな浜はまもきちんと整備されていますし、海水浴場だっていくつもあります。もちろん、海で使う道具を貸し出したりしていますし、水着の製作、販はん売ばいだってやってるんですよ」

「万ばん全ぜんの態勢ですね！」

「もちろんですとも！　お望みならば、無人島だって貸し切れますよ？」

「おお……！」

　そうではないかと思ってはいたが、思った以上に良い環かん境きようだった。

　これまでに海沿いの道を歩いていて、虎太郎は何度も綺き麗れいな砂浜を見てきた。

　そこで水着に着き替がえて遊ぶなど、いかにも恋こい人びとらしいことではないか。

「それなら上手うまくいきそうですね！」

　楽しそうだし、そのおかげでオクタンも寄ってきそうだ。

　一石二鳥の名案に、つい、虎太郎は興奮した姿を見せた。

「海水浴か。かなり久しぶりね」

「恥はずかしながら、私、海は初めてでして……」

「潜せん水すい装備も必要になるでしょうか？」

　海水浴という言葉の響ひびきにも、心を浮うき立たせる虎太郎。

　それは仲間たちも同じのようで、少女たちは早くもはしゃぎ始めている。

「喜んでいただけたようで何よりです。こちらのパンフレットもお渡わたししておきますので、どうぞ、満喫してきてくださいね？」

「すみません、何から何まで」

　手て提さげ鞄かばんの中から小冊子を取り出して、虎太郎に渡すラチェット。

　ブライダルの海について書かれたそれを受け取りながら、勇者一行は頭を下げる。

「恩に報むくいるためにも、絶対にオクタンを倒してみせます！」

「いえいえ、私どもも動いておりますので、ご安心ください。今日もこれから、このホテルの一室で対策会議ですよ」

「そ、そうですか」

「ふふふふふ、オクタンの命日も近いのです」

　よく見れば隈くまがある。暗く笑うラチェットに少しだけ引いて──。

　しかし、そんな彼女のためにも魔王を倒すべきだと感じた虎太郎。

「お互たがい、頑がん張ばりましょう」

　彼はそれだけを伝え、早さつ速そく、動き始めるのだった。




　　　　２




　国の中心部であるブライダル本島。

　それをぐるりと囲む円えん環かんの島々は、それぞれに特色を持っている。

　例えば、若者向けのにぎやかな島だったり。

　反対に、熟年夫ふう婦ふ向けの静かな島だったり。

　狩かりが楽しめる島や、美術館のある島、花畑のような島だってある。

　恋人たちのニーズに合わせ、用意されている多種多様な島々。

　その中で最も多いのは──やはり、海水浴が楽しめる島なのだ。




「すごい人出だな……！」

　ブライダル諸島南部に位置するウィズ島。

　いくつもある海水浴島に連なるこの島は、ラチェット一押しの場所だった。

「オクタン騒そう動どうで人は減ってるって聞いてたけど」

「減ってこれなんでしょ。人気なだけあるわね」

　三日月のような島、その湾わんに集まった観光客たち。

　彼ら、彼女らは、思い思いに遊んでいるだけなのだが──。

　それも、この数となると圧巻だ。島の半分を丸ごと使ったビーチでは、そこかしこで水着姿の若者たちがはしゃいでいた。

「芋いも洗あらいってほどじゃないけど、すごいな」

　船着き場でボートを降り、海沿いの大通りを歩く度に、驚おどろきは大きくなる。

　一昨日見かけたブライダル島のビーチもすごかったが、ウィズ島は更さらにすごい。

　このスケール感、このにぎわい、そのどちらもが虎太郎の知らなかったものだった。

「わぁ……広いですね、虎太郎さま！」

「それにみんな水着で……って、ギャーッ!?」

「ひいっ!?　な、な、なんであの女性は上が裸はだかで……？」

　虎太郎に並んで、新しん鮮せんな表情を見せる少女たち。

　一部、初心うぶな反応を見せている子もいたが──。

　そのにぎやかさも、夏のビーチにはちょうどいいくらいだった。行き交かう観光客たちに微笑ましく思われながら、勇者一行はウィズ島の中へと進んでいく。

「まずは道具を買い揃そろえないとな」

　と、彼らがやってきたのは、ビーチグッズが並べられた大通りだった。

　海沿いの通りを抜ぬけ、少し内陸に入ったところにある商店街。

　そこはパンフレットにも記き載さいされた名所であり、およそ海に関する品で、ここで揃わない物はないとも書かれていた。

「水着はもちろんだけど、他ほかに何がいるかな？」

「日焼け止めってあるのかしら？」

「あら、浮き輪というのも良さそうですね」

「シュノーケルと銛もりのセットが有効だと思います」

　石いし畳だたみの上を歩きながら、両りよう脇わきに立ち並ぶ商店に目をやる一行。

　ここでは景観よりも商売が優先なのか、ブライダル風の石の家は、吊つるされたビーチグッズやカラフルな看板で装そう飾しよくされている。しかし、そうすることで不思議と統一感が生まれ、勇者一行はそれを面おも白しろそうに見ていた。

「目移りしますね、虎太郎さま♪」

「ああ、そうだね」

　海で遊ぶための買い物ではあったが、それ自体も楽しいものだ。

　メルティアなどは上じよう機き嫌げんで、自然と虎太郎の腕うでに抱だきついたりしている。

「虎太郎さん、あれ、あれはなんでしょう!?」

「うわっ、ととっ!?」

　勇者一行のお姉さん役であるモニカも、子どものように虎太郎の手を引っ張っている。

「ちょっと、落ち着きなさいよ」

「マスター、あちらでは食料を購こう入にゆうできるようです」

「落ち着きなさいってば」

「勇者さま！　ダイビング用品ですって！」

　虎太郎に群がって、わいわいと騒さわぎ出す少女たち。

　商店街の空気に吞のまれたのか、彼女らは他の観光客のように明るい顔だ。

「まったく、もう……」

　仲間をたしなめようとしたエクセリアも、しかし、満まん更ざらではなさそうだ。

　彼女は何かを言おうとして、代わりにため息をつくと、優やさしげな顔で苦く笑しようした。

「しょうがないんだから」

「そうよね。夏だからってあんなに浮かれて馬ば鹿かみたい」

「そうそう」

「本当に大事なのは、紫し外がい線対策なのにね？」

「そう……………………ん？」

　浮かれる仲間たちの後ろから、彼らを見守っていたエクセリア。

　その隣となりに立ち、彼女と話をしていたのは、


「オクタン!!」

「な、なにぃぃぃぃぃっ!?」



　未み婚こん王オクタン、まさにその人だった！

「あっ、くそっ！　消えたっ!?」

　シュバッ！　と鋭するどく風が鳴り、残像さえもかき消える。

　神速の魔ま王おうは、いたと思うともういない。

「き、気づかなかった……！」

「会話に混ざるのが自然過ぎる……！」

　出会っただけではなく、言葉も交かわしたエクセリア。

　隣となり合って立っていたのに、なぜ、自分は何もできなかったのか。

　おちょくられたように感じ、事実、その通りだった彼女は、歯は嚙がみをしながら悔くやしそうにうなだれた。

「あーっ！　もーっ！　次よ、次！　さっさと買って、海に行くわよ！」

「リ、リア」

「今のは前ぜん哨しよう戦せんなんだから！　次は容よう赦しやしないわよ！」

　すぐにも爆ばく発はつし、怒いかりの声を上げるエクセリア。

　そう、そうだ。これはまだ前哨戦、軽い手合わせのようなもの。

　なぜなら、水着に着替えてからが、夏のビーチの本番なのだから──。
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　ウィズ島の海水浴場、ウィズビーチは、相変わらずの人出であった。

　長さ５キロはあろうかという砂浜を、広く感じさせないそのにぎわい。

　その活気に包まれながら、虎太郎はビーチパラソルを組み立てていた。

「よっと。こんなもんかな？」

　地球のものとは勝手が違ちがったが、基本的な構造は同じだ。

　少し手間取ったが、無事に広がったパラソルを、虎太郎は砂浜に突つき立てた。

「ふうっ」

　白く大きなパラソルの陰かげに入り、彼はごろりと寝ね転ころんだ。

　ここまで買い物、荷物運び、着き替がえに設営と駆かけ足で来たのだ。

　しばしの休きゆう憩けいとして、虎太郎は仰あお向むけになったまま、熱っぽい息を吐はき出した。

（しかし、夏休み中に海水浴か……）

　ぼんやりとパラソル、そして夏空を見つめながら、虎太郎は思い返していた。

（いつ以来だ？　そんなの）

　毎年、夏休みになると、大長編アニメ映画よろしく異世界に召しよう喚かんされるのだ。

　冒ぼう険けんが終わればいつも八月も終しゆう盤ばんで、残りの日々も宿題の消化に費ついやされた。

　そのことに不満はないし、異世界の人々を助けられて良かったとは思っていたが──。

（ちょっと楽しみかもしれない）

　人並みの生活に、憧あこがれがないこともなかったのだ。

（この間のキャンプも楽しかったからなあ……）

　フランセーズでの出来事を思い出しながら、虎太郎は、ひとり、ワクワクとしていた。

　すると、

「なにニヤニヤしてんのよ？」

　聞き慣れた声が横手から降ってきた。

　着替えが終わったのだろう。虎太郎の目には、素す足あしとサンダルが見えた。

「別にニヤニヤなんて……」

　と、言いながら体を起こす虎太郎。

　彼は、そこにいるであろう少女たちに顔を向けて、

「……………………」

　すぐにも、言葉を失った。

「なによ？」

　怪け訝げんそうな顔のエクセリア。

　いつもカジュアルなドレスを着ている彼女は、今はビキニ姿になっている。

　黒く滑なめらかな布地と、結び紐ひものアクセント。それがエクセリアの白い肌はだ、完かん璧ぺきなプロポーションを引き立てて、生きる芸術品のようにも見えた。

「こ、虎太郎さん」

　対照的に、水着姿のモニカはどこまでも肉感的だった。

「そんなに見つめられると、その、恥はずかしいです……」

　むちむちとした体、そこに白いビキニを着けて、腰こしには花はな柄がらのパレオを巻いている。

　母性さえ感じさせるその姿、称たたえるには、どんな言葉が最適だろうか？

　かわいい？　美しい？　それとも綺き麗れいか、かっこいいか。

　──いや、違う。そんなことじゃない。正しく言えば、


　おっぱい大きい！



「うう……」

　胸の谷間へと吸い寄せられる虎太郎の視線。

　モニカはそれを手で遮さえぎろうとしたが、圧あつ倒とう的なボリューム、その存在感は、隠かくそうと思っても隠し切れるモノではなかった。

「もう、虎太郎さま！　わたしも見てください！」

　前のめりになって、モニカの胸に吸い込まれそうになっていた虎太郎。

　そんな彼を引き戻もどし、自分の方へと向かせたのは、積極的なメルティアだった。

「えへへ♪　どうですか？」

　夏空の下、くるりと回ってみせるメルティア。

　彼女が着ているのは、淡あわい水色のセパレートだ。

　トップはリボンのように中央で結ばれ、ボトムにはフリルが加えられていた。

　それが魚のヒレのようで、なんともかわいらしい。

　メルティアの動きに合わせ、ふわふわの髪かみといっしょに揺ゆれるそれに魅み了りようされそうだ。

「あの、勇者さま？」

「品評会ですか？」

　他のメンバーもかわいらしいものだ。

　裾すそがフレアスカートになっている純白のワンピースと、囚しゆう人じん服にも似たしましまのスイムウェア。どちらもリリエル、プリムローズの両者にぴったりのコーディネートで、虎太郎は思わず、賞賛を送ろうとして、

「いい加減にしなさい！」

「あだーっ!?」

　後頭部をバシンと叩たたかれ、たまらずつんのめった。

「いきなりなんだ！」

　振ふり返りざまに抗こう議ぎをする虎太郎。

「なんだじゃないわよ。今、自分がどうなってたのか気づかなかったの？」

「………………？」

「締しまりのない顔で、ボケーッとしていたの！」

　しかし、返ってきた言葉にハッとなり、彼は愕がく然ぜんとした。

「い、今、俺は何を……？」
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　我を忘れていたというのか。

　女によ体たいに惑まどわされ、自分を見失っていたというのか。

　日々、精神鍛たん錬れんを欠かさず、かつては悪あく魔まの誘ゆう惑わくをも振り払はらった勇者が！


「内なる野性に支配された……！」

「ただのスケベ心でしょ？」



　男の本能に戦せん慄りつする虎太郎の頭を、またもエクセリアがはたくのだった。




「それで？　結局、どうするの？」

　可か憐れんな少女たちの水着姿に興奮したり、そんな反応を恥ずかしがったり喜んだり。

　ある意味では健全な少年少女たちが落ち着くのを見て、エクセリアは声をかけた。

「どうするって、何を？」

「ここで何をするかってこと。ただ泳ぐだけじゃないんでしょ？」

　そう言う彼女の視線の先には、パラソルの下に置かれた荷物がある。

　それは浮うき輪やシュノーケル、あるいはボディボードといった品々だ。

　勇者一行が思いつくままに買い込んだビーチグッズ、そのどれを試ためすのかとエクセリアは問いかけているのだ。

「ふたりきりのビーチバレーとか、恋こい人びとっぽいかしら？」

　と、エクセリアがひょいと持ち上げたのは、水玉模様のビーチボールだ。

　これを使って、いかにもなシーンを演出しようというわけだが、

「いいえ、ダメです！」

　意外にも、真っ先に食いつきそうなメルティアが反対の声を上げた。

「ええ？　じゃあ、このふたり用の浮き輪とか」

「ダメです！」

「ペアルックのパーカーとか」

「却きやつ下かです！」

「まさか、スイカ割りでもしたいとか言い出すんじゃないでしょうね？」

「そんなんじゃありません！」

　どれもこれも、虎太郎といっしょなら喜んでやりそうだ。

　そのメルティアが、なぜ、これほどまでの拒きよ否ひ反応を見せるのか。

「それじゃ、ティアはどうしたいんだ？」

　様子のおかしい少女に、虎太郎はそっと問いかけたのだが──。

「まずは日焼け止めを塗ぬりたいんです！」

　返ってきた答えは、いかにも少女らしいものだった。

「わたし、海で泳いだりすると、肌が赤くなるタイプなんです……」

　そう言うメルティアの肌は、確かに、強い日差しには弱そうだ。

　シミひとつない、透とう明めい感かんのある肌。それを夏の太陽に晒さらしてしまえば、赤くなるだけでは済まないだろう。

「昨日、お風ふ呂ろに入る時も、少し痛くて」

「そう言えば、顔がちょっと赤かったわね？」

「はい……」

　今日ほどではないにしろ、よく晴れた日に、南海の島々を駆け回ったのだ。

　素肌の部分は赤みを帯びて、そこに湯をつけると、ほんのわずかにピリリと痛んだ。

「だから、今日はしっかり防ぎます！　そのための日焼け止めなんです！」

　同じ失敗をしないよう、商店街で忘れず日焼け止めを買っていたメルティア。

　荷物の中からそれを取り出した彼女は、早さつ速そく、瓶びんの蓋ふたを開けて手足に塗り始めた。

「それじゃ、私たちも」

「ええ。塗っておきましょう」

　メルティアの熱心な姿を見た少女たちも、同じように日焼け止めを取り出した。

　そして、彼女らはしばらくの間、それを丁てい寧ねいに塗り込んでいたのだが、

「うっ、う～ん？　んんっ！　ん～！」

　顔や体に塗り終わり、いざ背中というところでメルティアの手が止まっていた。

「も、もうちょっと……！」

　塗ることはできるが、満足のいかない仕上がりなのだろう。

　困り顔で背中に手を回すメルティアに、見かねて虎太郎は声をかけた。

「手伝うよ」

「あっ、虎太郎さま♪」

　ガラスの瓶を受け取って、手伝いを申し出る虎太郎。

　そのさり気ない配はい慮りよと優やさしさに、メルティアは嬉うれしそうな顔をする。

「では、お願いしますね？」

　塗りやすいように水着のトップを外し、胸を手で隠しながら背を向ける。

　そして、うなじから腰までを露あらわにし、メルティアは虎太郎の動きを待った。

「薄うすく、重ねるように塗ればいいんだな」

　瓶に書かれた説明をサッと確かく認にんし、虎太郎は日焼け止めを手に垂らした。

　少しひやりとした、オレンジ色の粘ねん液えき。ハーブと果物の匂においがするそれを、彼は説明通りにメルティアの背中に塗り重ねていく。

「こんな感じでいいかな？」

「はい♪　とってもお上手です♪」

　日焼け止めを塗るのに上手も下手もないだろうが、そこはメルティアのことだ。

　虎太郎に何かしてもらうだけでも嬉しいようで、その様子に、虎太郎は自然と笑えみを浮かべていた。

「それじゃ、上手なままでいないとな。こんな感じ？」

「あっ、はい♪　とってもお上手で……」

「そうか！」

「とっても気持ちいいです……♪」

「ふふふ、そうかそうか！」

　微笑ほほえましい気持ちが高まって、ついつい、おどけてしまう虎太郎。

　本人としては他意がなく、ちょっとした楽しいやり取りのはずだったのだが──。

「…………ん？」

　気がつくと、仲間たちの様子がおかしい。

　動きを止め、虎太郎たちの方を見て、そのうえ奇き妙みような顔をしている。

「なんだ……？」

　頰ほおを赤らめたり、しかめっ面つらをしたり、それぞれ違ちがった顔で見てくる少女たち。

　彼女らの視線を辿たどり、虎太郎が我が身をよくよく見てみると、

「虎太郎さま……♪」

「はっ!?」

　果たして視界にあったのは、目を潤うるませた半はん裸らの少女と、そこに這はう男の手であった。

「ゆ、勇者さまって！」

「そう、ああいうヤツなの」

「ち、違うっ！」

　と、否定はしてみるものの、事実は何も違わない。

　メルティアのような美少女の、肩かたから腰こしにかけてを何度も何度も撫なで回し、おまけにその手は粘液まみれだ。それだけならまだしも、中年親父おやじのようなにやついた顔で、ノリもそっくりだときたら、もう言い訳のしようもない。

「虎太郎さん、あ、貴方あなたは、貴方という人は！」

「モニカさん、違う！　違うんです！」

「問答無用！　悔くい改めなさい！」

「違うんですーっ!!」

　白昼堂々、うら若き少女の肌はだを撫で回す、痴ち漢かんにも似たその所業。

　それを聖女様が見み逃のがすはずもなく、虎太郎は男女の貞てい操そう観念について、ありがたい説教を受けるはめになってしまった。
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　真夏のビーチ、そこでは誰だれもが開放的になるらしい。

　暑さのせいか、服を脱ぬいでいるせいか、はたまた魅み力りよく的な異性のせいか。

　いずれにせよ、自分でも思ってみなかった積極性が、男にも女にも宿るという。

（真夏のビーチ、恐るべし）

　二度も失態を演じ、ケダモノの烙らく印いんを押された勇者虎太郎。

　彼はこれまで以上に自分を律し、清く正しい態度によって信用を取り戻もどそうとしたが、

「なに？　その引きつった顔」

「虎太郎さま、お腹なかでも下されたのですか？」

　どうやらそれも不評なようで、八はつ方ぽう塞ふさがりの勇者様であった。

「い、いや、ちょっと弛たるんでるから、引き締しめようとだな」

「無む駄だ無駄。ほら、行くわよ？」

「うわっ、っと！」

　飛んできたビーチボールを手で打って、ふわりとリリエルの方へ送る虎太郎。

　すると今度はリリエルが構え、ボールをプリムローズの方へと打ち上げる。

「ナイスコントロールです」

「プリムちゃんもいい送球ですよ」

「って、あなたはどこに打ってるの!?」

　手から手へ、宙に跳はねては落ちてくるビーチボール。

　それをなるべく地面に落とさないようにするのが、ルールといえばルールだ。

　ビーチバレーとはまた違ったボール遊びを、先ほどから虎太郎たちは続けていた。

「これ、思ったより楽しいですね、勇者さま！」

「そうだね。なかなか味わい深い……っとと！」

「でも、そろそろ別のも試した方がいいんじゃない？」

「それもそうだけど」

　エクセリアの指し摘てきに、言いよどむ虎太郎。

　ただ遊びに来ていたのであれば、飽あきるまでこれを続けても良かったのだが──。

　それができないのは、やはり、これが魔ま王おうを誘おびき出すための行動だからだ。

「やはり、ふたりきりの方が効果的なのでは？」

「でも、さっき試ためした時はオクタンが出なかったからな」

「じゃあ、これはハズレね。次に行くわよ、次」

「楽しかったのに……」

　と、リリエルは渋しぶってみせるものの、これは遊びのようで遊びではない。

　効果が出ないようなら、早々に見切りをつけなければならなかった。

「じゃあじゃあ、どうします？　今度は磯いその方に行ってみますか？」

「いや、釣つりもやってみたいな。海釣りデートなんて、いいんじゃないか？」

「いちいち渋いこと言わないで。ここは優ゆう雅がにヨット遊びよ」

「砂を使っての城じよう砦さい建築に興味があります」

「わたしは虎太郎さまとなら何でも♪」

　幸いにして、ここは恋人たちの楽園、ウィズビーチである。

　およそ男女で楽しめることなら、何でも揃そろっているのがこの砂すな浜はまだ。

　すでに商店街でグッズは色々買い込んだし、足りないようなら追加で求めればいい。

「そういえば、カヤックに乗ってお魚観察なんてコースもあったな」

　おまけにサービスも充じゆう実じつしている。

　この豊富な選せん択たく肢しは頼たのもしい限りである。

　勇者一行は空から振ぶりなど気にすることなく、次の行動について、和わ気き藹あい々あいと話し合っていた──のだが、

「うう……」

　どうやらひとり、何かを気にしている者がいるようだ。

「あれ？　モニカさん、どうしたんですか？」

「バイタルサインに異常が見られますが」

　プリムローズがスキャンするまでもなく、彼女の様子はおかしかった。

「私は、海に入らない遊びの方がいいと思います……よ？」

　冷や汗あせをかき、何やら目を逸そらしているモニカ。

　いかにも不自然なその態度、察しのいいエクセリアは早々に気がついた。

「あなた、もしかして泳げないの？」

「ううっ！」

　図星だったようだ。

「そのう、沐もく浴よくは得意なのですが……」

「そんなの誰だってできるわよ」

「うううっ！」

　言い訳がましくつぶやいたことを、バッサリと斬きり捨てられて消しよう沈ちんするモニカ。

「でも、水には浸つかれるんですよね？」

「え、ええ、はい。そこまでは大だい丈じよう夫ぶです」

「だったら大丈夫ですよ。少し練習すれば泳げるようになります」

「虎太郎さん」

　年長者として、みっともない姿を見せてしまった。

　そんな自分にも優しい虎太郎に、モニカは祈いのるように両手を組んだ。

「じゃあ、早さつ速そく、練習しましょうか？　申し訳ないけど、みんなはここで待ってて……」

「虎太郎さま、これもおとりになるんじゃないですか？」

「それもそうか。なら、みんなで行くかな」

「はいっ！」

　こうして、トントン拍びよう子しに話が進み、海で水練をすることになった一行。

　その先せん陣じんを切って進んでいった虎太郎は、感心するように自分の足元を見つめていた。

「さすがに透とう明めい度が高いな」

「それに、海も穏おだやかですね……ここなら練習場所にぴったりですよ！」

　ウィズビーチの湾わん内ないは、傾けい斜しやがゆるやかで、波もそれほど立つことはない。

　澄すんだ海はどこまでも見通せて、ここでなら水練も上手うまくいきそうだ。

「それじゃ、モニカさん。頑がん張ばりましょう！」

「はいっ！」

　これほどの好環かん境きよう、失敗するわけがない。

　明るい未来が容易に見えて、思わず一行は笑顔になる。

　モニカの顔にも自信が満ちて、彼女はためらわず、虎太郎の手を取ったのだが──。

「うっぷ！　おえっ！　だ、駄だ目めです！　ひいいっ！」

「……………………」

　水に顔をつけ、バタ足をする。

　たったそれだけ、初歩中の初歩の段階で、聖女様はつまずいた。

「モ、モニカさん？」

「いえっ！　できます！　もうちょっとでできるはず……ああっ！」

　口と鼻から海水を垂らし、えずきながら泳ごうとするモニカ。

　しかし、それだけのことができない。補助がついていながら、それができない。

　なぜなら、彼女には自前の浮うき輪がふたつもついていて──。

「う、上手く潜もぐることができません！」


「そりゃそうでしょうね」



　虎太郎と向かい合い、両手をつなぎ、バタ足の姿勢になろうとする。

　そうすると、水に浸かった乳ち房ぶさが浮き上がり、これがモニカを沈しずめまいとする。

「えっぷ、ううっ！　おうっ、おっぷ！」

　潜ろうと思えば思うほど、胸が迫せまり来る無む間けん地じ獄ごく。

　自分の胸で溺おぼれているようなモニカに、虎太郎はただただ見入ってしまっていた。

「って、駄目だ駄目だ！　これじゃさっきの二の舞まいじゃないか！」

「今さら遅おそいですよ……」

　三度目の失態、リリエルのジト目がどうにも痛い。

　とはいえ、思ってもみなかった展開、そして痴ち態たいである。

　このまま続けてどうにかなるとは思えず、虎太郎が思わず腕うでを組んだところで、

「マスター、私にいい考えがあります」

「プリム？」

　物静かに事態を見守っていたプリムローズが、スッと手を挙げた。

「根本的な解決にはなりませんが……」

　と、前置きして、彼女が虎太郎に差し出したものは、

「これは……水中眼鏡？」

　一風変わった形のシュノーケルだった。
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「わあ……！」

　初めに感かん嘆たんの声をもらしたのは、リリエルだった。

「素す晴ばらしい景色ですね……！」

　続く言葉はモニカのもので、そこにも心の震ふるえる響ひびきがあった。

「これは見事だな……プリム、ありがとうな」

「いえ。これも魔ま王おう討とう伐ばつのためですので」

「ふふっ、そうか」

　プリムローズの頭を撫なでて、虎太郎は再び辺りを見回した。

　一面の珊さん瑚ご礁しよう、色とりどりの魚の群れ、髪かみをなびかせて泳ぐ少女たち──。

　天国にも海があれば、きっとこのような光景なのだろう。そう思わせる海中を、虎太郎はゆっくりと進んでいった。

「それにしても便利だな。プリムの世界から持ってきたのか？」

　そう言って虎太郎が指差したのは、自分がつけているシュノーケルだ。

　プリムローズが用意したそれは、海中での呼吸、会話を可能とするハイテク品だが、

「それは買い求めたものを改造したものです。ボンベと通信機を取りつけました」

「手先が器用なんだな」

　どうやら、カラフルなガワの部分は現地調達品らしい。

　道理で南海の景色に馴な染じむと思いながら、彼はまた、ゆらゆらと海中遊泳を始めた。

「虎太郎さん、虎太郎さん！　ほら、私、泳げていますよ！」

「わたしなんて、なんだか、お魚になった気分です！」

　ウィズ島近海、珊瑚の森をしばらく進むと、モニカたちが戻もどってきた。

　長い髪を尾おひれのようになびかせて、巧たくみに泳いでみせる少女たち。

　モニカの胸には潜るためのウェイトが巻かれているが──それも愛あい嬌きよう、はしゃぐ彼女らは、まるで人魚姫ひめのようにも見えた。

「夢のようですね、虎太郎さま♪」

「なかなかいいわね」

　メルティア、エクセリアの両名も戻ってきて、各おの々おのに感想を口にする。

　海水浴ではなく、まさかダイビングができるとは──。

　予期していたものではなかったが、それよりもずっと素敵な体験だった。

「プリムちゃん、ありがとう！」

「本当に、私がみんなといっしょに泳げるだなんて……」

「いい仕事よ、プリム。褒ほめてあげるわ」

「いえ、お気になさらず」

　プリムローズは仲間たちに囲まれて、惜おしみない賞賛を送られていた。

　それを見ていると、なんだか自分のことのように嬉うれしくなってしまう。

「嬉しそうですね、虎太郎さま？」

「顔に出てたか」

「虎太郎さまは隠かくし事ができる方ではありませんよ♪」

　近づいてきたメルティアが、虎太郎と腕を組みながら微笑ほほえんだ。

　その指し摘てきが少し恥はずかしく、虎太郎はサッと頰ほおに手を当てるも、海の中では余計に熱く感じられた。

「それにしても、素敵な風景ですね……」

「ああ。世の中にはこんな場所もあるんだな」

　メルティアのつぶやきに、釣つられて虎太郎は視線を移す。

　彼らの前方、珊瑚の森の奥で、青い魚が悠ゆう然ぜんと泳いでいた。

　その周囲を小魚たちが旋せん回かいし、その群れは不意にパッと散った。

「虎太郎さまとこの場所に来られて、とっても幸せです」

　穏やかな声。メルティアのつぶやきに、虎太郎は小さくうなずいた。

「色々ありましたけど、わたし、これで満足です……」

「そうだね……」

「他ほかに邪じや魔まする人もいませんし……」

「そうだね……って、あ、あれ？」

　いつの間に流されたのやら、ふたりの周りには仲間の姿がなかった。

　珊瑚の森の奥深く、ここにいるのは魚の他に、虎太郎とメルティアだけだ。

「も、もしかしてティアが……？」

　ハッとした虎太郎が問いかけるも、メルティアは答えなかった。

　代わりににっこりと、とてもいい笑え顔がおを見せて、ますます虎太郎に抱だきついてくる。

「もっと満足するために、親しん睦ぼくを深めましょうね♪」

「ま、待て！　早まるなーっ!?」

　少女の細ほそ腕うでと華きや奢しやな体が、肉にく食しよく獣じゆうのような熱を帯びる。

　それを間近で感じながら、虎太郎は本日何度目かの悲鳴を上げ──。

「待ちなさい！」

　幸いにして、今日の虎太郎には通信機がある。

　不ふ穏おんな会話を聞きつけた仲間たちは、すぐにもこの場にやってきた。

「まったく、油断も隙すきもないんだから……！」

「やーん、いい雰ふん囲い気きでしたのにー！」

　渋しぶるメルティアを引き剝はがし、羽は交がい絞じめにするエクセリア。

　とんだ騒そう動どうに、ロマンチックな雰囲気はどうにも台無しになっていた。

「なんだかなあ……」

　プリムローズが導いてくれた海中遊泳。

　南海と珊瑚、魚たちが織り成す夢の空間は、一気にいつものドタバタに塗ぬり潰つぶされた。

「なんだか気が抜ぬけちゃいましたね」

　虎太郎の隣となりに並び、ハハハ、と軽く笑うリリエル。

「ほら、魚が散って、タコがふにゃふにゃ泳いでますよ」

　少女が指差す先では、確かにタコが泳いでいた。

　八本もある腕を広げ、コミカルにも見える動きでゆらゆらと、

「………………って、オクタンッ!?」

　一いつ瞬しゆん遅おくれて、虎太郎の体がビクリと跳はねた。

「来てたーっ！　近くまで来てた！」

「え、ええええええっ!?」

　通信機がビリビリと震えるほどの声に、彼の仲間たちも慌あわてて動き始める。

「ふ、付ふ与よの奇き跡せきを……！」

「精せい霊れいの力を借りて……！」

「ハイドロジェット起動。追つい跡せき、開始します」

　神に祈いのりを捧ささげたり、水流を操作したり、水中戦用装備を転送したり──。

　目的の魔ま王おうの出現に、やにわに騒さわがしくなる勇者一行。

　それを嘲あざ笑わらうかのように、墨すみを吐はいて逃とう亡ぼうを図はかるオクタン。

「ま、待てーっ!!」

　そう言われて待つ馬ば鹿かはどこにもいない──とでも言いたいのだろうか。

　オクタンは後ろを振ふり返ることもせず、見る間に海の向こうへと消えていく。

　しかし、それを黙だまって見ている勇者一行ではない。彼らはそれぞれが持つ驚きよう異い的な力を駆く使しし、海中を飛ぶように進んでいく。

「みんなの力を合わせれば、これくらいは……！」

「い、いえ、向こうも相当な速さですよ、虎太郎さん！」

「相対距きよ離り、縮まりません」

「ぬぬぬーっ！」

　神速の名は伊達だてではなく、オクタンは海の中でも速かった。

　それでも、その姿が見えているのだ。捉とらえられなかった姿が視界にあるのだ。

　諦あきらめ切れない勇者一行は、これが絶好の機会と考え、魔王に必死に追いすがった。

「くそーっ！　諦めてたまるかーっ！」

「オホホホホホホッ！」

　追う者と追われる者。正義の勇者と未み婚こんの魔王。

　こうして、美しい珊瑚礁を舞ぶ台たいに、彼らの泥どろ臭くさい追いかけっこが始まるのであった。







　幕間劇「ダークリリエル、再臨」




　どうやら夏のビーチでは、男も開放的になるようだ。

「ねえ？　君、彼氏いるの？」

「友だち？　へえ、三人とも学生さんなんだ？」

「みんなかわいいね～！」

　結けつ婚こん式の参列者か、それともこれを目的にやってきたのか。

　ビーチのあちこちでは、若い男たちが、しきりに女に声をかけていた。

（わっ、わっ、わあっ……!?）

　その横を赤い顔をして通り過ぎたのは、初心うぶな天使のリリエルだ。

（あっ、あの人なんて、肩かたっ！　素す肌はだに手を回してっ！）

　それがどうにも刺し激げきが強かったのか、彼女は耳まで赤くしていた。

（す、凄すさまじい場所だ……！）

　夏のビーチは出会いの場、男は女をナンパする。

　という知識だけはあったが、実際のものは、情報よりもはるかに情熱的だった。

（見てるだけでのぼせそう。うう、早く戻ろう）

　火ほ照てる頰をパンパンと叩たたき、駆かけ足に仲間の下もとへと向かうリリエル。

　しかし、その目はどうしても、チラチラとナンパの現場を見てしまう。

（みんな積極的だなあ……）

　やはり、そういったことに興味のある年とし頃ごろなのだ。

　もちろん、ナンパされたいとは思っていないし、それを受けるつもりもなかったが、

（実際、どんな気持ちなんだろう？）

　頰の熱と同じで、好こう奇き心しんはなかなか消えてくれなかった。




　さて、トイレから戻ってきたリリエルは、パラソルの下にちょこんと座り、

「なあ、いいだろ？　ついてこいよ」

「絶対、楽しいって！」

　なぜか、なおもナンパの現場を見つめていた。

（ひえええ……！）

　彼女が声をかけられたわけではない。

　日に焼けた男たちが狙ねらっているのは、黒くろ髪かみの美少女、エクセリアだ。

（よりによって、その人を選ぶなんて……！）

　自殺願望でもあるのだろうか。

　それとも、死んでもいいという覚かく悟ごが？

　いや、そのどちらでもない。その本質を知らなければ、エクセリアはただの美少女だ。

「でも、ほんと、かわいいよね！」

「君みたいな子、初めて見たよ！」

　事実、男たちは彼女の美び貌ぼうを褒め称たたえるばかりで、漂ただよい始めた剣けん吞のんなオーラにさえ気がつかなかった。

　結局、その男たちは追い払はらわれたが、ナンパ師は次から次へとやってくる。

「おお、南海の女め神がみよ！」

「この出会い、まさに運命！」

　中には、やたら詩的な人もいたが──。

　兎とにも角にも、どんな男も引きつける彼女の魅み力りよく、さすがの一言であった。

（でも、これだけいたら……）

　もしかすると、自分にも声がかかるかもしれない。

　少なからず関心を持っていたリリエルは、ドキドキしながらそっと立ち上がった。

（わ、わたしだって、もう子どもじゃないし）

　近ごろ、出るところは出て、引っ込むところは引っ込んだ──気がする。

　それはあまりにも些さ細さいな変化だったが、それでも彼女はエクセリアの隣に並んだ。

　少女として、女として、勝負の場に立ったのだ！

（……えっ!?）

　すると、なんということだろう。

　すぐにもひとりの男が近づいてきたではないか。

（や、やった!?）

　精せい悍かんな顔つきの、おそらく漁師といった若者。

　彼はリリエルの前に立ったかと思うと、白い歯を光らせて、

「やあ、素す敵てきな人。いっしょに泳がないかい？」

　そのまま素通りし、エクセリアの前で片かた膝ひざをついた。

　つまりそれは、リリエルなど眼中にないということで──。

　続く男たちも、彼女に目もくれないわけで──。


「フォァァァァァアッ!!」



「何がトリガーなの!?」

　いきなり黒くなり、漆しつ黒こくの翼つばさを広げるリリエルは、違ちがう意味で注目されるのだった。
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「これから反省会を始めようと思います」

　虎こ太た郎ろうがそう切り出したのは、夜が明けて、陽ひも高く昇のぼった頃ころだった。

「俺たちに何が足りなかったのか。まずはそこを探さぐっていこう」

　いかにも真面まじ目めな勇者らしい提案だ。

　彼は成功ではなく失敗から学び、次に活いかそうという姿勢を持っている。

　ただ、反省会をするには、いささか空気がだらけていて──。

「[image: ]～……」

「ゔ～……」

「腰こしが、腰がぁ……！」

　だらけているどころの話ではなかった。

　少女たちは死し屍し累るい々るいといった有様で、テーブルに突つっ伏ぷしているではないか。

「おいおい、しっかりしないか。人が見ているぞ？」

「そ、そういうあなたこそ」

　見かねた虎太郎が注意をするも、彼自身、筋肉痛で腕うでをぷるぷる震ふるわせるばかり。

「うう、なんて醜しゆう態たいだ」

　昨日と同じホテルの食堂で、しかし、変わり果てた姿を見せる勇者一行。

　他ほかの利用客から奇き異いの目で見られながらも、彼らは体を起こすことができなかった。

「これもみんな、あの魔王のせいです！」

「まさか、あそこまで速いなんてなあ……」

「危あやうくオーバーヒートするところでした」

　テーブルに体を預けたまま、顔だけ起こして語り合う。

　そんな勇者一行が一様に思い浮うかべているのは、もちろん、魔王オクタンのことであり、それに翻ほん弄ろうされる自分たちの姿であった。

「やっぱり、追いかけてどうにかなる相手じゃなさそうだな」

　昨日の海中遊泳でのことを思い出すと、今でも苦い表情になる。

　あの韋い駄だ天てんのような速さは、健けん脚きやくによるものだとばかり考えていた。

　しかし、魔ま王おうの神速は陸海を問わず、むしろ海中で本領を発揮しているようだった。

「海中でもあの速さ、まさに水を得た魚だったわね」

「正確にはタコですけどね」

　それを追いかけ、疲つかれ果て、勇者一行は死んだ魚のような目をしているわけだ。

　その差がどうにも虚むなしくて、彼らは揃そろって大きなため息をついた。

「でも、方針的には間ま違ちがっていなかったな」

「まあ、そうね。割と近い場所まで寄って来てたし」

「商店街の時など、私たちのすぐそばにいましたし」

「海中にまで追ってきたとなると、オクタンは場所を問わないようですね」

「そう、わたしと虎太郎さまの愛の力があれば！」

「ま、まあ、そういうことになる……のかな？」

　猛もう烈れつなアピールに苦笑いをしながらも、虎太郎はメルティアの言葉にうなずいていた。

「魔王は釣つれる。おとり捜そう査さで誘おびき寄せられる。それは間違いないんだ」

「ただ、食いつきがまだ悪いのよね」

「それでいつも逃にげられちゃうんです！」

「そういうことだな」

　どうやら魔王は悪あく食じきのようで、意図的なデートにも触しよく手しゆを伸のばす。

　しかし、一方で狡こう猾かつでもあり、釣り針を深く吞のみ込もうとはしない。

　それを仕留めてみせるには、やはり、超ちよう至近距きよ離りからの一いち撃げきしかない。銛もりで魚を突くように、網あみにかかったタコを捕つかまえるように、必勝の距離と場面を以もって、あの神速を制する他ないのだ。

「俺たちは間違っていなかった。しかし、まだまだ甘かった。水着姿で戯たわむれてみせれば、きっとどうにかなると楽観視していたんだ」

　オクタンは腐くさっても鯛たい、比類なき力を持つ魔王である。

　それを未み婚こん王という二つ名に惑まどわされ、心のどこかで軽かろんじていたのではないか。

　滑こつ稽けいな見た目と嫌いやがらせのような悪事に、倒たおすべき敵を侮あなどっていたのではないか。

　いつしか姿勢を正した虎太郎は、悔くやしそうに拳こぶしを握にぎり締しめながら続けた。

「覚悟を決めなくちゃならない。魔王を倒すための覚悟を。オクタンを倒すためなら、何だってやるという覚悟を！」

　それは勇者の宣せん誓せいだった。勇ましき者が誓ちかう、勝利への道筋だった。

　それがどれだけ険しい道だろうと、彼は歩き通す覚悟がある。

　魔王を倒すためならば、艱かん難なん辛しん苦くに立ち向かう勇気を彼は持っている。

「やるぞ。俺はやってやる！」

　正義の心を燃え上がらせ、虎太郎は立ち上がって言った。

「俺は必ず、やり遂とげてみせる！」

　握った拳を振ふり上げて、彼は叫さけぶように言い放った。

「魔王を倒す。それが俺の使命なのだから……！」

　そして、そう締めくくり、彼はゆっくりと窓の外へ目を向けた。

　オクタンの姿を思い描えがき、闘とう志しを高めているのだろう。その凛り々りしい姿と眼まな差ざしは、勇者に相応ふさわしいものであり、少女たちは思わず見み惚とれたが、


「いや、でも、あなたのやることって女の子といちゃいちゃすることよ？」

「うっ!?」



「ヤルって何をヤルのよ？　まさかいかがわしいことじゃないでしょうね？」

「うううっ!?」

　エクセリアだけは、相も変わらず辛しん辣らつだった。

「い、いえ、趣しゆ旨し的には間違っていませんし……」

「そ、それに、英えい雄ゆう色を好むって言いますもんね！」

　モニカとリリエルの情けが身に沁しみる。

　しかし、エクセリアは依い然ぜんとして呆あきれ顔で、暴走しかけた相棒をチクリと刺さした。

「あの女を倒すためだからって、分別まで放ほうり捨てる気？」

「い、いや、それはだな」

「女おんな誑たらしとか、色情勇者とか、変な肩かた書がきがつくのは嫌よ、私」

　真面目だからこそ変な方向に進んでしまう虎太郎に、ブレーキ役のエクセリアがお説教をする。こうなると他の仲間は割って入れず、ふたりがしばらく遠巻きにされるのが、いつものやり取りなのだが──。

「素晴らしいです！　感かん銘めいを受けましたよ、ヤサカさん！」

「あれ？　ラチェットさん？」

　今日は──いや、今日も、闖ちん入にゆう者がいたようだ。

「これほどこの国を愛し、身を尽つくしてくださるなんて……くぅ～、感無量です！」

「い、いや、そういうわけでは」

　現れたラチェットは、ベラベラと自分の気持ちをまくし立て、拍はく手しゆを送ったり、ちょちょぎれる涙なみだを拭ぬぐったりと忙せわしない。

「正直なところ、勇者だなんて半信半疑でしたが」

「半信半疑……」

「ヤサカさんの熱いパッション、弛たゆまぬ努力と行動力！　まさに勇者といった言動に、私、感動してしまいました！」

　相変わらず騒さわがしい人である。

　その騒そう々ぞうしさと勢いに押されると、ついつい、彼女のペースに吞み込まれてしまう。

「あ、せっかくなので、サインもらっていいですか？　あっ、はい、そうです、この色紙に大きく、フルネームで」

「は、はあ」

　結果、虎太郎は促うながされるままにサインを書いて、ラチェットはそれをいそいそと鞄かばんの中にしまい込んだ。きっとどこかに飾かざりつけ、新たな観光名所にでもするつもりなのだろう。その商しよう魂こんたくましさは、逆に感心してしまうほどのものだったが、

「ちょっと、待ちなさいよ」

　そう流されてばかりもいられない。

　ラチェットのマシンガントークの隙すきを突き、エクセリアは彼女に待ったをかけた。

「随ずい分ぶんと機き嫌げんが良さそうだけど、オクタンのことで進展でもあったの？」

　探るような目つきで、ラチェットに問いかけるエクセリア。

　彼女が知る限りでは、昨日、ここで魔王への対策会議が開かれていたはずだが──。

　ひょっとして、そこで何か良いことがあったのかもしれない。予算が増えた、増員が決定したという話ではなく、もっと前向きな報告が上がったのではあるまいか。それこそ、オクタンへの対たい抗こう策が見つかったなどという──。

「ふ、ふふふ、うふふふふっ」

「え？　もしかして、もしかするの？」

　にやり、と口角を上げ、こらえられず笑い出すラチェット。

　そのしてやったりという表情に、釣られてエクセリアたちも笑え顔がおになるが、

「ふふっ！　ふふっ、ふー、ふぅー……ふえーん！」

「もしかしなかったのね……」

　どうやら、してやられたのはラチェットら公務員の方だったようだ。

「ビーチのあちこちから苦情が上がってきて、結局、会議は潰つぶれたんですよぅ！」

「まあ……そ、それはお気の毒に」

「それどころか、後処理に朝までかかって……昨日は家にも帰れませんでしたよ！」

「お、お疲れ様です」

　涙をぽろぽろとこぼしながら、熱弁を振るうラチェット。

　よくよく見ると、彼女のスーツにはしわが寄り、髪かみも若じやつ干かん乱れてしまっている。

　加えて、充じゆう血けつした目と、その下にうっすらと浮かんだ隈くまだ。疲ひ労ろうの度合いで言えば、彼女は勇者一行に勝まさるとも劣おとらなかった。

「遂ついに睡すい眠みん時間がゼロになりました！　あの女のせいで！　あの女のせいで！」

　いつにも増してハイテンションだったのは、徹てつ夜やのせいでもあるわけだ。

　どうにもおかしい様子の訳が分かり、さすがに同情を禁じえなかった勇者一行は、荒あらぶるラチェットを憐れん憫びんの眼差しで見守っていた。




「す、すみません。つい取り乱してしまって」

「いえ、お気になさらずに」

　そろそろ昼に差しかかり、人の姿も増えてきたホテルの食堂。

　ラチェットを輪に加えた勇者一行は、食事を取りつつ、疲れた彼女を労わっていた。

「しかし、参りましたね。勇者ご一行様が相手でも、オクタンは余よ裕ゆう綽しやく々しやくでしたか」

「ええ、はい。もう速いのなんのって、尋じん常じようじゃありませんでした」

「ふむふむ～」

　サンドイッチをかじりながら、虎太郎から聞いた話を書き留めるラチェット。

　バッテンが目立つそのメモ帳は、彼女ら公務員の試行錯さく誤ごの記録であった。

「やはり、そっち方面の対策は現実的ではないみたいですね」

「はい。追いかけっこをしても、永遠に捕まらない気がします」

「すると、効果があったおとり捜査に力を入れた方がいいかもしれませんね」

「それがいいと思うんですけど……」

「けど？」

「ちょっと俺たちだけじゃ、具体的な案が出てこなくて……」

「なるほど、なるほど～」

　両手を合わせるようにメモ帳を閉じ、目をつむるラチェット。

　彼女はうんうんとうなずいて、間を置いたかと思うと、

「そういうことでしたら、私にお任せください！」

　一転して笑顔になり、鞄の中から分厚い資料を取り出した。

「ブライダルは結けつ婚こんの聖地、迎むかえた恋こい人びとたちの数は千や万ではありません！」

「えっ、あの」

「恋れん愛あいとは二日や三日で底が見えるほど浅いものではないのです。当然、それを扱あつかう我が国も奥深く、そのディープな魅み力りよくに王おう侯こう貴族も大満足です！」

　両手に持った各種資料を突つき出しながら、熱く語るラチェット。

　彼女は情報誌や実績表を手て渡わたして、しかし、ゆるゆると首を横に振る。

「ですが、より強く、より激しい愛を求めるのでしたら……」

「でしたら……？」

「同どう棲せい新婚エリアに、貴方あなたたちをご招待いたしましょう！」

　差し出されたパンフレットには、なるほど確かに、それらしき言葉が躍おどっていた。




　　　　２




　共に暮らすということは、恋愛や結婚において、ひとつの大きなファクターだ。

　それまでは別々に暮らしてきたふたりが、一つ屋根の下で生活を始める。寝しん食しよくを共にし、毎日顔をつき合わせ、ふたりきりの時間を重ねていく。それこそが愛であり、そうせずにはいられないのが恋人というものだ。

　ほんのひと時でも別れたくない。いつもそばにいて、喜びも悲しみも分かち合いたい。

　高まる気持ちはふたりを結びつけ、彼らは自然と愛の巣を求め──。

　と、いうのは、まあ、理想や建前というものだ。

　実際は家賃を折半するためだとか、結婚したからだとか、身も蓋ふたもない事情もある。

　同棲や同居といった生活環かん境きようの変化は、確かに大きな節目なのだが、そこには必ずしもロマンチックな理由があるわけではない。誰だれもが熱愛の末に手を取り合って、不動産屋を訪ねるわけではないのだ。

　とはいえ、ここは結婚の聖地、愛だの恋だのをウリにしている恋愛国家である。

　共に暮らす楽しさを、愛の巣がもたらす幸せを、存分に味わえる場所を用意していないはずがなかった。




「虎太郎さま～♪」

　夏日が差し込むマンションの一室、そこには虎太郎とメルティアの姿があった。

「撫なでてください、虎太郎さま！」

「はいはい」

「ああ～♪」

　２ＬＤＫのリビング部分、その壁かべ際ぎわに置かれたソファーに座りながら、虎太郎はじゃれついてきたメルティアを撫でる。

「もっと、もっとお願いします♪」

「これでいいのかな？」

「いいですぅ～……♪」

　子こ猫ねこのように虎太郎の膝ひざの上で丸まって、メルティアはとろけたような声を出す。

　その顔は喜びに染まり、虎太郎とのふたりきりの時間を堪たん能のうしているように見えた。

　──ふたりきり。そう、ふたりきりだ。ここには彼らがふたりきり。

　いつもそばにいるエクセリアも、案内役のリリエルも、ここには影かげも形もない。

「とっても素す敵てきな時間ですね、虎太郎さま♪」

「あ、ああ」

　窓の外、広がる蒼そう海かいを見つめながら、ここぞとばかりに甘えまくるメルティア。

　彼女の頭を撫でながら、虎太郎は先ほどの出来事を思い返していた。

（まさか、同棲をしろだなんてな）

　本島のホテル、そこで出会ったラチェットは、勇者一行を国の北東部に連れてきた。

　そこに浮うかぶ島の名前はボンズ島。別名「同棲新婚エリア」という、これまた恋人たちのための島だった。

『恋人から一歩踏ふみ込んで、同棲を始めてみましょう！』

　そう言ったラチェットの背後には、あちらこちらにマンションが立ち並び、遠くには住宅街のようなものまで見えた。するとここはブライダルで暮らす人々のベッドタウンか──と、尋たずねたところで、ラチェットはチチチと指を振ふった。

『ここは同棲、あるいは新婚家庭を体験できる場所……島全体が未来を先取りした、愛の巣シミュレーターなのです！』

『えええええええ[image: ]っ!?』

　ひとつの島を丸ごとひとつの用よう途とに使うとは、豪ごう儀ぎな話である。

　ただ、それもすべては恋人たちのため、引いては彼らの幸せのためなのだろう。

　海水浴客でごった返すウィズ島とは違ちがい、ボンズ島には恋人たちの語らいに相応ふさわしい静けさと落ち着きがあった。

『お客様満足度80％のこの場所なら、きっと愛もダダ漏もれですよ。それに引かれて寄ってきたオクタンを、キュッとやっちゃってください』

『は、はあ』

　残る20％が気になるところだが、理り屈くつとしては間ま違ちがっていない。

　虎太郎と相方とがおとりになって、残る仲間が四方を囲む。オクタンは来るものだと考え、万ばん全ぜんの体勢で待ち構えるというわけだ。

　ぞろぞろと出歩いての遭そう遇ぐう戦せんではなく、罠わなを張っての包囲殲せん滅めつ戦。

　これなら確実性が増すはずだと、虎太郎は自信を持ってうなずいたのだが、

「虎太郎さま？　何を考えているのですか？」

「わっ!?」

　物思いの最中、視界にヌッとメルティアが入り込み、彼は思わず声を上げた。

「いや、ちょっと今回の作戦について」

「もう！　今はわたしのことだけ考えてください！」

「すみません……」

　口をへの字に曲げ、ぷんぷんと怒おこってみせるメルティア。

　そうだ、今は彼女のことが重要だ。今日一日、パートナーを務める彼女のことが。

「せっかく服も着き替がえましたのに……虎太郎さまはいけずです！」

「ごめんごめん。似合ってるよ、そのワンピース」

「……本当ですか？」

「ああ。いつものドレスもいいけど、シンプルなのも合ってると思う」

「ふふっ、ふふふっ♪」

　泣いたカラスがなんとやら、嬉うれしそうに口元を押さえたメルティアは、ソファーから下りてくるりと回る。すると、動きに合わせてワンピースの裾すそがふわりと浮き上がり、それは白い朝顔の花弁を思わせた。

「さて、と。そろそろ始めるかな」

「え？　何をですか？」

「お昼ご飯の準備だよ。下ごしらえとか、色々あるからね」

　回想も一段落ついたところで、虎太郎はすっくと立ち上がった。それを不思議そうに見上げるメルティアに、彼はダイニングキッチンを指し示す。

「朝方、買い出しに出かけただろ？　そこで買ったものを切ったり焼いたりするんだ」

「ああ、分かります！　そういうことですね！」

　今回のおとり捜そう査さは、ひとりにつき一日がかりだ。

　同棲、あるいは新婚気分を味わえるよう、朝から晩までパートナーとふたりきり。

　そこでの食事はレストランでの外食でもいいのだが、部屋に台所があるのなら、それを使わない手はない。虎太郎はそう思ったし、メルティアも乗り気であれやこれやを商店街で買い込んでいた。

「少し待ってくださいね！　今、準備をしますので！」

　料理が始まると分かるや否いなや、メルティアは慌あわてて部屋へと駆かけていった。

「他ほかに何かあったかな……？」

　恋人たちのためのこのマンションには、必要な物はすべて用意されている。

　家具や雑貨、タオルや食器、果ては調理器具まで、至いたれり尽つくせりの２ＬＤＫだ。

　もちろん、それでも足りない物は出てくるだろうが、今、この場に必要な物が何なのか、虎太郎にはいまいち分からなかった。

「実は愛用の包丁を持ってきていたとか？」

　あごに手を当て、首を捻ひねる虎太郎。

　ああ見えてメルティアは、料理上手なのかもしれない。結婚願望の強い彼女のことだ、花はな嫁よめ修しゆ業ぎようはバッチリこなし、あらゆる家事を完かん璧ぺきにこなせるようになっているのかも。その腕うでを遺い憾かんなく発揮するために、実家から手に馴な染じんだ物を持参して──。

「お待たせしました！」

　虎太郎がまたも物思いに耽ふけっていると、メルティアがぴょこんと現れた。

「いかがですか、虎太郎さま♪」

　そう言いながら両手を腰こしの後ろに回し、上うわ目め遣づかいにこちらをうかがってくるメルティア。

　彼女は先ほどとは少し違って、ポニーテールに髪かみを結ゆい、かつエプロン姿であった。

「ああ、身支度じたくを整えていたのか」

「似合っていますか？」

「うん、似合ってるけど……エプロンなら、備え付けのがあるよ？」

　ハートがちりばめられたピンクのエプロンは、メルティアにはぴったりと合う。

　しかし、わざわざ買い求めなくても、この部屋にもエプロンはあるのだ。夏に合わせた空色のシンプルなエプロンが。虎太郎はそれを使おうとしていたのだが、

「いけません、そのようなもの！」

　備品のエプロンは、メルティアによって一いつ蹴しゆうされてしまった。

「虎太郎さまに似合うのはこちらだと思います！」

　代わりに広げられたものは、メルティアと同じハート柄がらのピンクのエプロン。

　男が身につけるにはいささか抵てい抗こうのあるものを、彼女は笑え顔がおで差し出してくる。

「ペアルックですよ、虎太郎さま♪」

「い、いや、あのエプロンも色はいっしょなんだけど……」

「こちらの方が恋こい人びとらしいです！」

　どうやらそれがメルティアの判断基準らしい。

　そしてそれは、今回の作戦において、とても大事な要素でもあり──。

「うう……ど、どうかな？」

「とってもお似合いですよ、虎太郎さま！」

　結局、虎太郎は備品に伸のばしかけた手を引っ込め、代わりのエプロンを身につけた。

「ちょっと派手な気もするけれど」

「そんなことありません。わたしたちの愛が見事に表現されています♪」

「そ、そんなものかな」

　ハートが乱らん舞ぶするエプロンにも、それを推おすメルティアにもたじたじになりながら、なんとか気持ちを切り替かえて、虎太郎は早さつ速そく、台所の中へと移動した。

「さて、と。じゃあ、始めるかな」

「何を作られるのですか、虎太郎さま？」

「海の近くだからね。海産物を使って、具ぐ沢だく山さんのスープとサラダを作るよ」

「それはいいですね♪」

　買い物籠かごや木箱の中から、魚や野菜を取り出していく虎太郎。

　家で自じ炊すいをしていた時の要領で、彼はまず、食材をシンクで水洗いし始めた。

「あの、わたしにも何か手伝えることはありますか？」

「ああ、じゃあ、パンを切ったり、お皿を並べたり……このレタスもお願いしようか」

「これを？　どのようにすれば良いのですか？」

「一枚ずつ手でむいて、一口で食べられる大きさにちぎっていくんだ」

「む～……難しそうですが、やってみます！」

　台所に立つ虎太郎の周りを、ぴょこぴょこと行ったり来たりするメルティア。

　いっしょに料理をしたそうな彼女に、虎太郎は洗ったばかりのレタスを手て渡わたした。

「えっと……こうして、こう、ですか？」

「そうそう、その調子。なかなか上手うまいよ」

「うふふっ♪」

　メルティアは恐おそる恐るレタスの葉を取り外し、ちびちびと小さくちぎっていく。

　その手つきはいかにもぎこちなかったが、それも愛あい嬌きよう、少女らしくて可愛かわいらしいものだ。

「でも、虎太郎さまもすごいですね？　そのように魚を捌さばけるだなんて」

「これはまあ、慣れだよ、慣れ。家ではいつもやってるからさ」

「男らしくって、良いと思います♪」

「ははっ、ありがとう」

　メルティアからべた褒ぼめされながら、虎太郎は魚を次々と処理していく。

　鱗うろこを取り、頭を落とし、腹を開いて内臓を取り出して──凝こった料理を作ったことはなかったが、これくらいならばお手の物だ。質素な暮らしでは安い鰯いわしや鯵あじがありがたく、それを毎日のように捌いているうちに、これくらいのことはできるようになった。

「侍じ女じよのみんなも、今の時代、料理ができる男の方がいいって言ってました！」

「それはまあ、そうかも……？」

　本職には及およばないが、少なくとも、メルティアを見み惚とれさせるには十分だったらしい。

　いつしか彼女は手を止めて、背せ伸のびをしては虎太郎の手元をのぞき込んでいた。しかし、それだけでは我が慢まんができなかったようで、彼女も包丁を手に取って、

「わたしも、わたしもそちらをやってみたいです！」

「ええっ!?」

　横手からにゅっと包丁が突つき出され、虎太郎はビクリと体を震ふるわせた。

「い、いや、危ないよ？　包丁を持つにはまだ早いかな、って」

「虎太郎さまのお手伝いがしたいのです！」

　と、いうよりは、虎太郎と同じことがしたいのだろう。

　妙みようなやる気を見せるメルティアを、なんとか虎太郎は止めようとしたのだが、

「こうですか、虎太郎さま？　これを……こう！」

「うわーっ!?」

　それより早く振り下ろされた包丁は、見事、魚を両断し──まな板に当たり、勢い余ってどこかに飛んでいってしまった。

「あれ？　包丁が消えました、虎太郎さま」

「そ、そうか。それは怖こわいな」

「ですね……って、きゃあああっ!?」

　自分の手を見つめ、きょとんとするメルティア。

　彼女が相あい槌づちを打ちながら視線を移すと、そこには頰ほおに傷を作った虎太郎の姿があった。

「す、すみません、虎太郎さま！　わたし、そのようなつもりはなくて」

「それは分かっているけれど、包丁は危ないんだ。次からは注意しようね？」

「は、はい……」

　自身の頰にワイルドな傷をつけ、天てん井じように突き刺ささった包丁を引き抜ぬきながら、虎太郎はメルティアを優やさしく諭さとした。幸いにして傷は浅く、これならすぐに塞ふさがるだろうと、虎太郎はさして気にしてはいなかったが、

「はぁ……」

　一方のメルティアは、酷ひどく落ち込んでしまっていた。

「そこまで気にしなくていいよ？」

「ですが……」

　ハンカチで簡単に止血しながら、虎太郎はメルティアを慰なぐさめた。

　それでも顔を上げないメルティアは、せっかくのハートマークが泣いているというものだ。眩まぶしいほどのピンクの生き地じも、今では曇くもって見えるようで、

「あっ！　でも、これなら挽ばん回かいできそうです！」

「え？」

　パッと顔を上げたメルティアは、一転して明るい顔になっていた。

「精せい霊れいの力を使えば、きっと料理もできますよ！」

「い、いや、そんなことしなくても、手だけで料理は……」

「いえ！　思い出してみたら、料理長もそうやってご飯を作ってました！」

「いや、だから」

　何やらキラキラと輝かがやき出して、ついでにふわりと宙に浮うかんだ精霊王女様。

　虎太郎は彼女を慌てて引き下ろそうとしたが、それより早く光は強くなり、

「お願い、食材に宿る精霊たち。混ざり、溶とけ合い、美味おいしいスープになって！」

　メルティアが軽く手を振ふると、魚や野菜が浮き上がる。それらは空中で渦うずを巻き、彼女の言葉通りに重なり合って、ひとつになろうとしていた。

「ま、まさかっ!?」

　──これで料理ができるのか!?

　虎太郎の常識にはない手法だが、しかし、現実に何かが出来上がろうとしている。

　その光景を前に、虎太郎は慌てて鍋なべを引っ張り出して、それを真下で構えたのだが、




『ギシャァァァァアアアアアアアアア!!』




「…………………………は？」

　光の中から現れたのは、美味しいスープなどではなく、おぞましい合成獣じゆうだった。

『ギィィィィィ！　ギィィ！』

「うわっ、な、なんだこれ！　なんだこれっ!?」

「えっ、えっ、な、なんでぇーっ!?」

　魚に海老えびや蟹かにの足を取りつけ、野菜の実や葉を混ぜ込んだ合成獣キメラたち。

　ガサガサと台所の床ゆかを這はい回る異形の群れは、リビングにも進み出て、そのまま窓から外へと出て行こうとする。

「い、いやーっ!?」

「生態系が破は壊かいされる！　生態系が破壊される!!」

　あのようなモノを解き放てば、ブライダル諸島は地じ獄ごくと化すだろう。

　いや、もしかすると、栄養豊かな新名物として持て囃はやされるかもしれないが──。

『ギガァァァァァァァ！』

　わずかな可能性に賭かけるには、いささか見た目も声も物ぶつ騒そうだった。

「そっ、そちらに行きました！　そちらです、虎太郎さま！」

「い、意外に素す早ばやいぞ、これ!?」

『ギシュッ！　ギシュッ！』

　結局、ふたりは窓を閉め切って、合成獣退治に乗り出した。

　それは同どう棲せいや新しん婚こん生活がもたらす甘さとは、どうにも無む縁えんの騒動だった。




　　　　３




「虎太郎さまーっ！　虎太郎さまーっ！」

　翌朝のボンズ島、マンションの一角には悲痛な声が響ひびき渡わたっていた。

「ううーっ！　やり直しを、やり直しを希望します！」

「はいはい、いいから行くわよ」

「うわーん！」

　自分の荷物を胸に抱かかえ、それでも未練がましく部屋に戻もどろうとするメルティアを、エクセリアが小こ脇わきに抱えて運んでいった。

「虎太郎さまー……」

　やがてその姿が廊ろう下かの角へ消え、声も聞こえなくなった頃ころ、

「は、はあああ～……」

　虎太郎はがっくりとうなだれて、大きな大きなため息をはいた。

「お、お疲つかれのようですね？」

「ちょっとした事件が起きまして……」

「それはそれは」

　メルティアが去り、代わりにその場に残ったのは、夏服姿のモニカだった。

「料理の最中に化け物を生み出してしまって、それを全部駆く除じよしたと思ったら、夜中になってからカサコソと足音が……」

「どんな状じよう況きようだったんですか」

　予想を超こえた展開に、苦笑いをするモニカ。

　そう言う彼女こそ、一体、何があったのだろうか。トレードマークのような修道服を脱ぬぎ捨てて、代わりに白いシャツと青いロングスカートを身につけている。

「モニカさん、それ」

「あ、この服ですか？　それが、同棲するにはいつもの格好は野や暮ぼったいと言われて……ラチェットさんに見立ててもらったのです」

「なるほど、そうだったんですね」

「あの、もしかして……変、ですか？」

「いえ、新しん鮮せんでいいと思いますよ。いつもと印象が違ちがうけれど、それがいい感じです」

「そ、そうですか！」

　あからさまにほっとした様子を見せるモニカ。

　聖女という立場上、私服で着き飾かざるという経験がなかった彼女は、何が良いのか悪いのかも分かっていなかった。自分では良いように思えたが、もしかすると、虎太郎には変に思われるかも──。そう思っていたところでの、先ほどの高評価だ。すっかり安心してしまった彼女は、足取りも軽く、部屋の中へと入っていった。

「わぁ、いい部屋ですね！」

　短い廊下を抜け、リビングを目にしたモニカは、その時点でもう浮かれていた。

「見晴らしもとっても良くて……」

　踊おどるようにベランダに出た彼女は、そのまま柵さくにもたれかかり、広がる景色にうっとりと目を細めている。

「この島で一番高いマンションで、しかも最上階ですからね。見晴らしは最高ですよ」

「ええ、本当に」

　一番高いとは言っても、十階程度の高さなのだが──それでも、視界を遮さえぎるものは何もなく、広がる夏空、視界の果てまで続く大海に、ふたりは大いに満足していた。

「それでは、そろそろ朝ご飯にしましょうか？」

「あっ、そうですね。じゃあ、簡単にサンドイッチでも……」

「いえ、虎太郎さんは座っていてください。私が用意しますので」

「ええ？」

　ベランダから部屋に戻り、その足で台所へ移動しようとした虎太郎。

　しかし、彼はモニカに止められて、そのうえ、ソファーへと座らされてしまった。

「い、いや、そんな、任せっきりにするだなんて」

「いいんです、いいんです、お任せください」

　立ち上がろうとするも、肩かたに手を置かれて押し返されてしまう。

　それならばと目で訴うつたえかけるも、モニカは微笑ほほえむばかりで意にも介かいさない。

（いいのかなあ……？）

「いいんですよ」

　心の中の抵てい抗こう感まで見み透すかされ、とうとう虎太郎は上げかけていた腰こしを下ろした。

　それを確かく認にんしたモニカは、鼻歌交じりに台所へと移動して、ポケットからヘアバンドを取り出した。

「ふんふふんふふ～ん♪」

　長い髪かみをひとつに束ねた彼女は、次に備品のエプロンを身につけて、食材や調味料、調理器具の確認をし始めた。それを素早く終えてから、今度はニンジンを洗っての皮むきだ。流れるようなその動きに、虎太郎はついつい見入ってしまった。

「かなり手て際ぎわがいいですね？」

「教会では週に一度、炊たき出しを行っていますので。それを手伝っているうちに、これくらいのことはできるようになりました」

「ああ、それで！」

　意識して腕うでを磨みがいたのではなく、生活するうえで身についたのだ。

　高校生と聖女様、意外なところに共通点が見つかって、虎太郎はなんだか嬉うれしいような、心が弾はずむような、不思議な気持ちを味わっていた。

「はい、できましたよ」

「おおっ！」

　しばらくして、リビングにいい匂においが漂ただよい始めると、モニカが料理を持ってきた。

　オムレツのサンドイッチに、ベーコンと野菜のトマトスープ。簡素ながらもバランスの取れた食事に、虎太郎はごくりとのどを鳴らす。

「スープはおかわりもありますから、たくさん食べてくださいね？」

「はいっ！」

　言われずともテーブルに着いた虎太郎は、早さつ速そく、サンドイッチを頰ほお張ばった。

　薄うすく切ったバゲットに挟はさまれた、バターの風味豊かな甘いオムレツ。それに合わせたスープは、少しトマトが酸すっぱくて、それがまた口の中をすっきりさせてくれた。

「美味しいです、モニカさん！」

「それはよかったです」

　うふふ、と微笑んで、自分もサンドイッチに口をつけるモニカ。

　しかし彼女は、自分のことよりも虎太郎のことが気になるようで、先ほどから彼を見てばかりいる。

「あ、あの、モニカさん？」

　その視線が気になった虎太郎は、食事の手を止め、おずおずと彼女に問いかける。

「その、あまり食べてないみたいですけど……食しよく欲よくがないんですか？」

「私はいいんですよ。虎太郎さんがお腹なかいっぱいになってから、ゆっくり食べます」

「いや、そういうわけには……」

　せっかくふたりきりで食事をしているのに、別々に食べては意味がない。

　できれば料理が温かいうちに、美味おいしく食べるのがいいと思うのだが──。

「あ、スープのおかわり、持ってきますね？」

「は、はあ」

　虎太郎の考えとは裏腹に、モニカは虎太郎の世話を焼くばかり。

　それがどうにも落ち着かない虎太郎は、モニカに自分の考えを伝えた。

「俺もよく分からないんですけど、同棲って、こういうことじゃないと思うんです」

「と、言いますと？」

「お互たがいに助け合って、家事も分担し、一方が一方に頼たより切ることはなく」

　そこまで言ったところで、虎太郎はモニカの指に口を塞ふさがれた。静かに、という意味なのだろう。自身も立てた指を唇くちびるにつけ、モニカは楚そ々そと微笑んだ。

「それもひとつの愛の形でしょう。しかし、世の中には無む償しようの愛を以もって、人に尽つくすことを喜びとする者もいるのですよ」

「それがモニカさんだと？」

「ええ。そして、そうした女性に世話をされる男性も、世の中にはたくさんいるのです」

「そうなんですか!?」

「ええ、そうなんです」

　それを俗ぞくにヒモと言うのだが──。

　そうとは気づかずに、虎太郎は目から鱗うろこが落ちたような顔でわなわなと震ふるえていた。

「そ、そういえば、俺も家ではリアの世話を焼いてばっかりいるような……」

「そうでしょう？　逆もまた然しかり、それもまた、ひとつの在り方なのです」

「はっ、はい！」

　聖女に丸め込まれ、もとい、悟さとりを開いた虎太郎は、もう抵抗することはなかった。

「はい、虎太郎さん。デザートのフルーツですよー」

「美味しいです！」

「うふふ、口元が汚よごれていますよ。はい、ふきふきしましょうね？」

「ありがとうございます！」

　年上のお姉さんに甲か斐い甲斐がいしく世話をされるという黄金体験。

　空前絶後の未体験領域に突とつ入にゆうし、虎太郎は、何やらおかしな気分になってきた。

「しょっ、食器まで洗ってくれるんですか!?」

「ええ、もちろんですとも」

「マッサージもしてくれるんですか!?」

「私、得意なんですよ？」

「ああああ、耳みみ掃そう除じまでしてくれるなんて……!?」

「うふふふふ」

　甘え、甘やかされ、都合のいい未来がすべて現実となる。

　鉄の意志はハチミツと砂糖の甘さで溶とかされて、ついでに理性も流れ出る。

（こ、こんなに至いたれり尽くせりだなんて……！）

　愛とはかくも素す晴ばらしいものだったのかと、虎太郎がとろけた頭で考えていると、

「あら、おねむですか？　では、ねんねしましょうね？」

「ふぁ～い……」

　常に自分を律し、ストイックな生活を送ってきた反動が出たのだろう。

　そこに日ひ頃ごろの苦労や、ブライダル諸島に来てからの疲ひ労ろうが見事に重なった。

　アガペーにも通じる聖女の慈じ愛あい、それをまともに受けた虎太郎は、いつしか朦もう朧ろうと、まどろみの中に沈しずんでいき──。




　サァァァァ……。

　ザァァァァァァ……。

（………………うん？）

　どこからか雨の音が聞こえる。

　降り注ぐ雫しずくが、海や地面を打つ音が響ひびいている。

（雨が降り出したのか……？）

　いつの間に天気が崩くずれたのだろうか。

　いや、そもそも、いつの間に眠ねむってしまっていたのだろうか。

「かゆいところはありませんか～？」

「いやあ、ないです……気持ちいいです……」

「うふふっ、それは良かったです」

　温泉に浸つかっているような心地ここちよさ、シャワシャワと頭をくすぐる感かん触しよくは手放し難がたいが、そろそろ起きなければならない。

　そう考えた虎太郎は、ゆっくりと意識を覚かく醒せいさせていき、

「って、モニカさん!?」

　先ほど聞こえてきた声に驚おどろいて、虎太郎は勢いよく後ろを振ふり向いた。

「きゃっ!?」

「うわあああっ!?」

　そして、驚きのあまり、椅い子すから転がり落ちてしまった。

「いけませんよ、虎太郎さん。お風ふ呂ろ場ばで急に動いては危ないです」

「す、すみません……いやいやいや、そういうことじゃなくて！」

　差し出された手をつかもうとして、自分の手を引っ込め、必死に横に振る虎太郎。

　それをモニカは、不思議そうな顔で見つめている。

「どうかされたのですか？」

「どうかされたも何も……！」

　なぜ、自分たちは風呂場にいるのか。

　なぜ、自分もモニカも裸はだかになっているのか。

　体を隠かくすものは、お互い、小さなタオル一枚しかない。モニカを牽けん制せいしつつ、あまりにも頼りない防具で、それでも何とか急所を隠そうとしていると、

「そのように見つめられると、やはり恥はずかしいです……」
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「なら、なんでこんなことをしてるんですか!?」

　赤くなって縮こまるモニカに、思わずツッコミを入れる虎太郎。

　なぜこのようなことをしたのか。それは、今の彼の気持ちが集約された言葉だった。

「なぜと言われますと、虎太郎さん、寝ね汗あせをかいていましたので」

「なんでですか……!?」

　寝汗をかいていたのなら、異性の服をはいで、風呂場に連れてきてもいいというのか。

　聖女様の独自過ぎる理論に、とうとう正気に返った虎太郎は、そそくさとその場を後にしようとした。しかし、

「いけません、虎太郎さん！　まだシャンプーの泡あわがついています！」

「うわわっ!?」

　グイッとモニカに引き戻もどされて、彼は元の位置へと収まってしまった。

「すぐに済みますから、少しだけ我が慢まんしてくださいね？」

「う、ううう……!?」

　行くところまで行き着いたと思ったが、モニカの甘やかし地じ獄ごくは底がなかった。

　優やさしい手つきでシャワーをかけて、シャンプーの泡を洗い流していく。それに加えて手を伸のばし、丁てい寧ねいに虎太郎の髪かみを揉もみ解ほぐしていく。




　恋こい人びとでもここまでするかという献けん身しんに、さすがの虎太郎も不ふ審しんに思えてきた。

「なんでモニカさんはここまでしてくれるんですか？」

　オクタンを誘おびき寄せるためとはいえ、ここまでできるものなのだろうか。

　それとはまた違ちがう目的を感じながらも、虎太郎は問いかけずにはいられなかった。

「お忘れですか？」

「え？」

「私は元々、虎太郎さんを癒いやすためにこの世界に来たのですよ？」

「あっ……！」

　そういえばそうだった。彼女はそのためだけに、世界の壁かべを越こえてきた。

「生あい憎にく、前の国ではその機会に恵めぐまれませんでしたが……ここでなら一石二鳥、存分にお世話ができると思ったのです」

「そういうことでしたか」

　今日一日の過か剰じような甘やかしも、これで腑ふに落ちた。モニカが持つ目的と、オクタンを倒たおすための作戦、そのふたつが重なったからこその手厚いサービスであり、

「いや、でも、これはやり過ぎじゃないですか!?」

　疑念が晴れたと思ったら、また新たな疑念が湧わいて出た。

　モラルだったり、一いつ般ぱん常識だったり──とにかく、そういったものと照らし合わせて、この状じよう況きようはよろしくないのではとぶつけたのだ。

　しかし、返ってきた答えは、それを一刀両断にするものだった。

「そのようなことはありません！　これも大事なコミュニケーションです！」

「ええええええ……!?」

　聖女様にそう言われては、返す言葉が見当たらない。

　虎太郎がまごついていると、モニカは説法をするようにすらすらと言葉を紡つむいでいく。

「虎太郎さんの世界には、裸のつき合いというものがあると聞きました。それと同じように、私の世界にも、親しい者が共に湯ゆ浴あみをするという風習があります。で、あるならば、これは親愛の証あかしであり、そこにやましいことなどないのです」

「そ、そうなんですか？」

「ええ、そうですとも」

　自信たっぷりに言い含ふくめられると、やはり、反論のための言葉を失ってしまう。

　口を開こうとしては閉じ、閉じては開こうとして──結局諦あきらめた虎太郎に、モニカは今日一番の微笑ほほえみを見せた。

「何か希望があれば言ってくださいね～？」

「は、はい」

　やがて髪も洗い終わり、モニカは体の方へと移行した。泡あわ立だてたスポンジを虎太郎の背中に滑すべらせながら、彼女は例の鼻歌を歌っている。

（こ、これでいいんだよな？）

　対する虎太郎は、体を硬かたくしての自問自答の連続だ。

（い、いいんだ。これでいいんだ、うんうん）

　いいのか、いけないのか、自分に問いかけ、自分に答える。

　それを念仏のように繰くり返しながら、虎太郎はこの時間をやり過ごそうとしたが、

「あっ、すみません！」
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　手を滑らせたモニカが、その両胸を虎太郎に押しつけてきた。

「私ったら、つい……き、気をつけますね？」

　不意のアクシデントに、モニカは恥ずかしそうに頰ほおを染めたが、虎太郎はそれどころの話ではない。大質量兵器の直ちよく撃げきを受け、彼は石像のように固まってしまっている。

「ふんふふんふふ～ん♪」

（のしっ、って……今、肩かたにのしっ、って……）

　圧あつ倒とう的なボリューム感に、虎太郎の頭はショート寸前だ。そうなる前に逃にげ出せと、頭のどこかで声がする。しかし、彼はそれを振り切り、いよいよ覚かく悟ごを決めて、どっしりと男らしく構えてみせた。

（いや、これでいい、これでいいんだ）

　このドキドキ、高こう揚よう感かんは、きっとオクタンを呼び寄せるだろう。そうすれば、すべてが報むくわれる。これまでの苦労も、今ここにあるインモラルも、すべてが勝利に繫つながるのだ。

　そう考えて、虎太郎は気持ちを切り替かえようとしたのだが──。

（……いいのか、これで!?）

　その答えを出すには、虎太郎少年はあまりに若過ぎるのであった。
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「……という感じだったよ」

　少女たちとの同どう棲せい生活を始めてから、三日目の朝。

　すっかり馴な染じんだマンションの一室には、モニカに代わってエクセリアの姿があった。

「ふ～ん、そうだったの。大変だったわね」

「……お前、絶対、適当に聞き流してるだろ？」

「まあね」

　これまでの経けい緯いを話してくれと言いながら、本人は目も合わせずにファッション誌を広げている。ソファーにうつ伏ぶせになり、足をパタパタと動かしながら、ついでにサクサクとクッキーなぞを食べている。

　そのぞんざいな態度に、さしもの虎太郎もムッとしたが、

「だって、聞く限りじゃ、恋人っていうより親子じゃない」

「うっ……まあ、そうなんだよな」

「でしょ？　それじゃオクタンも寄ってこないわよ」

　親子愛と恋れん愛あいは似て非なるものだ。

　共通して愛という感情はあるが、ふたつは決定的に異なっている。

「まあ、そうなるだろうなとは思ってたけどね。まさか、メルティアの方でも失敗するなんて、さすがに予想外だったわよ」

「あれは確かに、イレギュラーな事態だった……」

「おかげで二日も無む駄だになったわ。この島にも飽あきちゃって……ふわ～あ」

　ソファーに寝ねそべったまま大きなあくびをして、エクセリアはごろりと器用に仰あお向むけになった。そのまま彼女は気だるげに腕うでを上げ、ちょいちょいと虎太郎を手で招く。

「虎太郎～」

「ん？　どうした？」

「お腹なか空いた。朝ご飯作って～」

「今、クッキーを食べてただろ？」

「これはおやつなの」

　あくまでお菓か子し、食事にはなり得ないということなのだろう。

　少ない言葉の中から阿あ吽うんの呼吸で読み取った虎太郎は、やれやれと台所へ向かった。

「パンでいいか？」

「パスタな気分なんだけど」

「しょうがないな……他ほかに材料もないし、ペペロンチーノにするぞ？」

「うん～」

　まだ眠ねむそうにごろごろしているエクセリア。

　人前ではピシッと決めている彼女も、家にいる時はこんなものだ。

　そして、そんな彼女の世話を焼くのは、いつも決まって虎太郎の役割で──。

「って、これじゃ駄だ目めだ！」

　仕方がないな、と満まん更ざらでもなさそうに笑ったところで、虎太郎はハッと気がついた。

「昨日と立場が逆になっただけじゃないか」

　世話をする方とされる方、それが男と女で入れ替わっただけだ。

　それがいつものこととはいえ、ここには常ならぬことをしに来たのだ。昨日の失敗を今日に活いかすべく、虎太郎は寝転がるエクセリアに声をかけた。

「ほらほら、起きろ起きろ。たまには手伝ってくれ」

「え～……」

「面めん倒どう臭くさそうな顔をするなって。ほら、起きろ」

「分かったわよ、もう」

　とは言いながら、エクセリアは自分の足では立ち上がらなかった。

　いつものようにふわりと浮ういて、ふよふよと虎太郎の周りを漂ただよいながら、あくび交じりにフォークやコップをテーブルの上に運んでいった。

「なんて物ぐさな……」

「せっかくの力なんだから、使わないと損でしょ？」

　虎太郎の呆あきれた声もどこ吹ふく風と受け流し、エクセリアは木べらをくるりと回した。

　そうするうちにパスタも茹ゆで上がっていき、後は簡単、材料をフライパンの中で混ぜ合わせるだけだ。そうして手早く作ったペペロンチーノを皿に盛り、リビングに移動したふたりは、手を合わせて早さつ速そく料理に手をつけた。

「いつもこの調子だと楽なんだけどな？」

「いつもこの調子でしょ？　掃そう除じも洗せん濯たくもやってるじゃない」

「すごいムラがあるけどな」

「そういうあなたも、たまにすごい適当な料理を作るじゃない？」

「たまにだよ、たまに。それに、味は悪くないだろ？」

「まあ、そうだけど」

　ツルツルとペペロンチーノを食べながら、ふたりは取り留めのない話に興じる。

　それは元の世界の話だったり、この世界に来てからの話だったりと様々だったが、ふたりは楽しそうにあれやこれやを話題にして──。

「って、いかんいかん！　こういうのが駄目なんだよ！」

　食事を終え、ふたりで食器を片づけてから、ようやく虎太郎はツッコミを入れた。

「オクタンを誘き寄せるには、もっとこう、恋人っぽいことをだな」

「それってどんな？」

「こう……恋人っぽいことだよ」

「子どもか」

　以前にも同じことを言われたはずだと思い出し、悔くやしそうにする虎太郎。

　しかし、彼は失敗から学ぶ男である。こんなこともあろうかと、ラチェットから受け取っていた本を、彼はサイドボードから取り出した。

「安心しろ、リア。俺たちにはこれがある」

「なぁに、それ？」

「恋愛指南書だそうだ。恋こい人びとたちのためのハウツー本らしいぞ」

「ふーん？」

　ブライダルはおよそ恋愛・結けつ婚こんに関することに抜ぬかりがない。

　虎太郎のような純な少年も素す敵てきな恋ができるよう、こうした資料が多く作られていた。

「これさえあれば、俺たちも恋愛マスターだ」

「あてにはならなそうだけど、一応、見てみましょっか」

　そうは言いながらも、エクセリアもなかなか乗り気である。

　ソファーに隣となり合って座ったふたりは、興きよう味み津しん々しん、青色の表紙をめくってみた。

　すると目次には、このような文言が書かれており──。





　キスの仕方百選！　導入からのテクニックを徹てつ底てい分ぶん析せき！

　ボディタッチ！　触ふれるほどに縮まるふたりの距きよ離り！

　いっしょに入浴！　バスタイムがもっと楽しくなる知識を伝授！

　ふたりきりの夜！　ムードを盛り上げるお香こうや照明で……。






「「………………………………」」

　そっと本を閉じた音は、しかし、パタンと大きく耳に響ひびいた。

　それほどまでに、この部屋は静せい寂じやくに満ちていた。潮しお騒さいやカーテンが風に揺ゆれる音も遠のいて、虎太郎はグッと世界が縮まったように感じていた。

「これはだな」

「これは？」

「その……」

　エクセリアに問いかけられ、しかし、虎太郎は返事ができない。

　とりあえず口を開いてはみたものの、どうにも続く言葉が出てこない。

（よりにもよって、上級者向けのを選んでしまったか……！）

　明らかに初心者向けではなさそうな本のせいで、虎太郎は焦あせりを強めていく。

　ひとりで読むには問題はなかったが、家族と読むなら話は別だ。家族同然の少女を前にして、虎太郎がなんとも言えない気まずさを感じていると、




「そういうこと、してみる？」




　そのささやきに、虎太郎の心臓がドキリと跳はねた。

「え、リア？　何を……」

「するんでしょ？　恋人っぽいこと」

　すぐ隣となり、吐と息いきを感じるような距離で、エクセリアが虎太郎の目をのぞき込んだ。

　その深く青い瞳ひとみに、まるで吸い込まれていくようだ──。

「するの？　しないの？」

「その、だな……」

　のどが渇かわいて熱い。魂たましいが体から離はなれたように、自分のものでない感覚が強くなる。

　──しかし、いつまでもそうしてはいられない。

　虎太郎が決心を固め、エクセリアに対し、何らかの答えを出そうとしたところで、

「冗じよう談だんよ、冗談」

　当の彼女はふいっとソファーを離れ、台所の方へと向かっていった。

「だから言ったでしょ、あてにはならなそうだって」

「そ、そうだな。俺たちにはちょっと、参考にならない感じだった」

「そうよ」

　飄ひよう々ひようとした態度のエクセリア。いつもと変わらない様子の彼女を見ていると、ひとりで焦っていたのが馬ば鹿からしくなってくる。

「もうちょっと軽めの、初心者向けのを探してみるかな」

「いいわよ、もう。そんなエロ本、さっさと捨てちゃって」

「エロ本って言うな！」

　二、三、軽口を叩たたいてみれば、いつもの調子が戻もどってくる。

　虎太郎とエクセリアのそれは、長年培つちかってきた関係だ。ちょっとやそっとのアクシデントで壊こわれるほど脆もろくはなく、また、元に戻るのも早かった。

「でも、ラチェットさんにも参ったな。絶対、参考になるって言ってたのに」

「確かめもせずに出してきたあなたが悪いんじゃない？」

「いや、一昨日おとといも昨日もドタバタしてて、それどころじゃ……」

　コーヒーを淹いれ始めたエクセリアに近づいて、自分もコップを用意する虎太郎。

　きちんと二人前用意されている粉の量に、やはり自分たちはこれがいい、こういう関係がいいと微笑ほほえみながらも、

（………………？）

　心のどこかで、釈しやく然ぜんとしないものを感じる虎太郎だった。




　　　　５




「はい、これから大反省会を始めようと思います」

　勇者一行がボンズ島での生活を開始し、四日目の朝。

　件くだんのマンションの中庭には、勇者一行とラチェットが揃そろっていた。

「結果はみんな知っての通り……惨ざん敗ぱいだ」

「というか、珍めずらしく顔を見せなかったわよね、あの魔ま王おう？」

「そうなんです、近くに出たって話も聞きませんでした！」

　この三日間、監かん視し役に徹てつしていたリリエルがぴょこんと跳ねた。

「報告書も上がってきてませんね……被ひ害がい届もなかったようです」

　本部から資料を持ってきたラチェットも、不可解そうな面おも持もちで首を捻ひねるばかり。

「もう飽あきて、国くに許もとに帰っていったんだろうか……？」

「そうだとしたら、そんなに嬉うれしいことはないんですけどね」

　一ひと筋すじ縄なわではいかない魔王のことだ。そう簡単に方がつくはずがない。

　きっとどこかに身を潜ひそめ、虎こ視し眈たん々たんと次の機会を狙ねらっているに違ちがいない。

　それを思うと、これで万事解決、めでたしめでたしにするわけにはいかなかった。

「う～ん……もう少し試ためしてみて、魔王の出方を待ってみるか」

「でも、相手はどうするの？　もう希望者はいないわよ？」

「そうだな……リリィちゃん、やってみない？」

「いえいえいえいえ！　わたしには、そのう、まだ早いというか……」

　興味はあるが、恥はずかしさが勝まさるといったところか。

「それじゃ、プリムは？」

「私では年ねん齢れい的、体格的な釣つり合いが取れないように思います」

　隣に並ぶプリムローズも否定的で、これでいよいよ、相手がいなくなってしまった。

「では、虎太郎さま。もう一度、やり直しますか？」

「それで結果が出ればいいんだけど」

　魔王がピクリとも反応しなかったのが、これまでの三日だ。

　それを繰くり返すのは、いささか、効果が薄うすいように思われた。

（さて、どうしたものかな）

　手て探さぐりの魔王討とう伐ばつ、次の一手について、虎太郎が悩なやみ始めたところで──。

「……ねぇねぇ、奥さん……聞きました……？」

「……ん？」

　ふと、耳に入ってきた声。内ない緒しよ話ばなしのような、ウキウキと弾はずんでいるような、不思議な声を辿たどってみると、三階の廊ろう下かでご近所の奥様方がたむろしていた。

「あらっ、あの子が噂うわさの？」

「そうそう、最上階の……」

（なんだ？）

　声の主は彼女たちのようだ。朝も早くから井い戸ど端ばた会議でもしていたのだろう。

（……いや、それにしては様子がおかしくないか？）

　どうも彼女たちは、虎太郎たちの方を、しきりに見つめているような──。

「ただれた関係……」

「女の子を毎日、とっかえひっかえ……」

「夜通し続く乱らん痴ち気き騒さわぎ……」

（いいっ!?）

　今、聞き捨てならない言葉が聞こえた気がする。

　もしかしてそれは、自分たちのことなのだろうか。ボンズ島での同どう棲せい作戦が、ご近所さんにはそのように見られていたと？

「最近の若い子って、大だい胆たんよねぇ～」

「大胆どころの話じゃないわよ。昨日なんて私、見たのよ！　あのね……」

「まあ～！」

　見られて困るようなことをした覚えはないが、あることないこと面白おかしく語られていそうだ。おまけに尾おひれもビラビラとついて、とんでもない話が出来上がっていそうで、虎太郎は冷や汗あせをかいて──。

「……って、あれ？」

　盛り上がる世間話の中に、聞き慣れた声があった。

　知り合いというほどではない。つい最近、聞き覚えたばかりの女の声が、確かにあの集団から聞こえてくる。

「んんんん？」

　まさか、という気持ちと、そんなはずはない、という気持ちが同時に湧わいてくる。

　まさか、捜さがしているあの女が、こんなに近くにいるだなんてことは──。

「それにしてもさすがよね」

「ほんと、耳も早いし、この国のことについても詳くわしいし」

「これでいい人が見つからないなんて、噓うそみたいだわ」

「ねえ、オクタンさん？」

「やっぱりオクタンじゃないかぁぁぁぁぁぁぁぁっ!?」

　虎太郎は瞬しゆん間かん的に抜ばつ刀とう、超ちよう人じん的な身体能力で跳とび上がった。

　しかし、オクタンはそれよりも早く跳ちよう躍やくし、辺り一面に墨すみを撒まき散らす。

「うぶぁーっ!?」

「けほんっ！　けほんっ！」

「こ、虎太郎さまーっ!?　どこですかーっ!?」

　毒どく霧ぎりのように中庭を包んだタコ墨は、虎太郎を巻き込み、彼の仲間たちも吞のみ込んで、その視界を奪うばっていく。

『オホホホホ……お子様が同棲だなんて、百年早いわ……！』

「くそーっ！」

　黒く濃こい霧の向こうへと、オクタンの声が遠ざかっていく。

　しかし、まともにタコ墨を浴びた勇者一行は、その後ろ姿をとらえることもできない。

「あ、あの女、まさかこのためだけに隠かくれていたの？」

「一いつ般ぱん人に化け、ご近所の輪に紛まぎれ込んで、私たちのことを観察し」

「話のタネにして玩もてあそぶだなんてーっ！」

　全身を黒く染め上げたメルティアが叫さけぶ。

　他ほかに同棲相手を務めたふたりも、怒いかりと屈くつ辱じよくでわなわなと震ふるえている。

　魔王にまんまと遊ばれた勇者一行は、今、憤ふん怒ぬの炎ほのおを燃え上がらせていた。

「こうなったら最終戦争よ！」

「何が何でも、あの魔王を倒たおしましょう！」

「そのためなら、わたしたち、何でもやります!!」

「おおお～っ！　そ、その意気ですよ、皆みなさん！」

　特に荒あらぶっている三人に、同じく墨まみれのラチェットが拍はく手しゆを送る。

「そういうことでしたら、私、出し惜おしみはいたしません！」

「え？　もしかしてラチェットさん、まだ手があるんですか？」

「ええ、もちろんですとも！」

　ドンと胸を叩き、自信たっぷりの笑え顔がおを見せるラチェット。

　その明るい表情に釣られて、勇者一行は目を輝かがやかせていく。

「これぞ究極、我が国においてこれ以上はない大イベント……」

　少しの間を開けて、グッと溜ため込んだラチェットは──。

　満を持して、その言葉を口にした。

「それは、結けつ婚こんです！」

「なるほど！」

「そうですか！」

「………………」


「結婚!?」



　勇者一行の声が見事に重なり、マンション中に響ひびき渡わたる。

　その大だい音おん声じように、なんだなんだと住人たちが集まってきたが──。

　それを気にする余よ裕ゆうは、今の虎太郎たちには欠片かけらもなかった。







　幕間劇「パーフェクト・ニュウ・ワイフ」




　人生とは思うようにいかないものだ。

　それは今回も同じで、勇者一行は作戦失敗により部屋を引き払はらおうとしていた。

「諸行無常ってヤツだな……」

　あれだけにぎわっていた部屋も、片づけてみれば、やたら広く感じるものだ。

　その広々とした空間に、虎こ太た郎ろうは若じやつ干かんの虚むなしさも感じていたが、

「大だい丈じよう夫ぶですよ、次があります」

「……うん、そっか。ありがとう」

　メルティアに励はげまされ、彼は部屋を後に──。

「待ってください」

「え？」

「まだ、試していないことがあります」

　一行を引き止めたのは、意外や意外、プリムローズだった。

　彼女は部屋の中央に立ち尽つくし、言葉通りに何やら実行しようとしている。

　その言動に興味を引かれた一行は、くるりと方向転てん換かん、部屋の中へと戻もどってきた。

「試すって、何を？」

「私の学習機能によって生み出されたプログラム、ＰＮＷです」

「ＰＮＷ？」

「はい。正式名めい称しよう、パーフェクト・ニュウ・ワイフ」

　その頭文字を取ったというわけだ。

　しかし、パーフェクト・ニュウ・ワイフ、つまりは、

「完かん璧ぺきな新妻だって？」

　そんなプログラムで、一体、何をするというのか。

「まさか、あなたが完璧な新妻になるって言うの？」

「はい」

　そのまさかだった。

「ＰＮＷには、この一週間で蓄ちく積せきされた恋こい人びとのデータ、新妻に属する人の特とく徴ちようが凝ぎよう縮しゆくされています。これを使えば、私は完璧な新妻になれます」

「えええ……？」

　はなはだ胡う散さん臭くさい話である。

　確かに、彼女の出身世界は機械の発展が著いちじるしいが──。

　それでも、即そく席せきで新妻に化けられるものだろうか。

「早さつ速そく、実行してみます」

　論より証しよう拠こということなのか、わずかにうつむき、ＰＮＷを実行するプリムローズ。

「これで魔ま王おうが食いついたら御おんの字だけど……」

　はてさて、その効果や──いかに！




「きゃっ、るるるるるるぅぅぅん♪」




「…………………………………………は？」




「旦だん那な様ぁ♪　お帰りなさいまし！」

「お風ふ呂ろになさいますか？　それともお食事？」

「いやぁん、まだ明るいですよう！」

　──これは。

　──これは一体、なんだ？

「あっ、いっけなーい！　シーツを干さなくっちゃ！」

　やたらかわいらしい声を上げ、パタパタと走り回るこの生き物は。

「そうだ、ご飯ご飯！　旦那様、すぐにできますからねぇ？」

　顔はプリムローズで、体もプリムローズそのものだ。

　しかし、その声こわ色いろが、その表情が、明らかに以前の彼女と異なっている！

「な、な、なん、なんだ、これ」

「あれぇ？　旦那様、お客様ですかぁ？」

「いや、プリム、お前」

「やん♪　恥はずかしいですよう！　人前であだ名なんて！」

「いやいやいや！　いつも言ってる！　いつも言ってるから！」

「でもぉ、プリム、きゅんきゅんきゅんきゅ～ん♪」

「ひいいっ!?」

　何をどうサンプリングし、そこから何を学んだというのか。

　バグったようなプリムローズに抱だきつかれ、虎太郎はたまらず叫び声を上げた。

「戻ってくれ！　いつものプリムに戻ってくれぇーっ!!」

　かくして、同どう棲せい作戦は最後の最後まで失敗し──。

　プログラムＰＮＷは、ウィルス扱あつかいで完全消去されたのだった。







[image: 第六章　ウェディングチャペルできみと編]
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　今でこそ多様なサービスのあるブライダルだが──。

　主しゆ軸じくとなるのは、今も昔も結婚産業だ。

　神代から続く結婚の聖地として、そこだけはブレることなく、今こん日にちまで続いている。

「ブライダルと言えば結婚。結婚と言えばブライダル」

　などというフレーズもあるほどで、この国に来て、海で遊んで終わりなどあり得ない。

　気になる異性がいるのなら、今すぐにでも結婚式を挙げるのが、この国の作法で──。

「それは分かるんですけど……結婚ですよ？」

　ボンズ島から船に乗り、本島へと戻ってきた勇者一行。

　彼らはいつものホテルを訪おとずれて、ラチェットと食堂のテーブルを囲んでいた。

「さすがに抵てい抗こう感があるというか……なあ？」

「まあ、そうねえ」

　話題はもちろん、先ほど出た案だ。魔ま王おう討とう伐ばつの究極の策として、結婚式を挙げようというラチェットの提案。彼女はこれを自信たっぷりに持ちかけたのだが、どうも勇者一行の反応は芳かんばしくない。

「神の御ご前ぜんで偽いつわりの誓ちかいを立てるのは、聖職者として、ちょっと」

「畏おそれ多いと言いますか、合わせる顔がなくなると言いますか……」

　特に、神と関かかわりのあるモニカとリリエルは抵抗感が強いようだ。

　気まずげに顔を見合わせる彼女らに、しかし、ラチェットは食い下がる。

「お気持ちは分かりますが、これが最善の策だと思いますし……それに、ノリノリな方もいらっしゃるみたいですが？」

「うっ……！」

　ラチェットが指差した先には、輝かがやくような笑顔のメルティアがいた。

「結婚♪　結婚♪」

　キラキラと瞳ひとみを輝かせ、そわそわと体を揺ゆらし、虎こ太た郎ろうを一心に見つめるメルティア。

　その視線がどうにも眩まぶしく、あえて目を逸そらしていたのだが、無視してばかりもいられないようだ。虎太郎は小さく息をつくと、腹をくくって話を続けた。

「確かに、ティアとなら、やろうと思えばできると思います」

「虎太郎さま！」

「いや、待て待て！　ティア！　演技ってこと、分かってるよな？」

「ええ♪」

　と、うなずいてはいるものの、彼女の場合、演技では済まなそうな気がする。

　結けつ婚こん式が終わったら何もかもを放ほうり捨て、精せい霊れいの世界へと連れて行かれそうだ。

「虎太郎さまとわたしなら、きっと素す敵てきな結婚式になりますよ♪」

「う～む……」

　先ほどからメルティアの背後に、既き成せい事実の文字が浮うかんで見える。被ひ害がい妄もう想そうはよろしくないと思うのだが、虎太郎はどうも疑念を捨て切ることができない。しかし、渋しぶってばかりでは話が進まないし、ここは思い切ってみるかと思ったところで、

「あ、そうだ。リア、お前が花はな嫁よめ役、やってみないか？」

「ええ～っ!?」

　虎太郎の思いつきに、案の定、メルティアが不満げな声を上げた。

　しかし、他ほかの仲間たちは満まん更ざらでもなさそうな顔だ。

「ああ、それはいいですね」

「勇者さまとリアさまならお似合いですよ！」

「私やリリエルよりも、身長的、年ねん齢れい的な釣つり合いが取れますね」

「わたしだって釣り合いが取れますぅーっ！」

　なおもぶーたれて、バタバタとテーブルを叩たたくメルティア。

　しかし、彼女以外はすっかりその気で、虎太郎のアイデアを支持している。

「どうだ、リア？　受けてくれないか？」

　虎太郎自身、エクセリアが相手ならば、上手うまくいく確信があった。

　問題らしい問題もなく、後あと腐くされもなく、魔王を倒たおせばいつも通りの関係に戻れるはずだ。その信しん頼らいがあったからこそ、虎太郎はエクセリアを指名したのだが、

「イヤよ、私。そんな面めん倒どう臭くさそうなこと、まっぴらごめんだわ」

「ええっ!?」

　予想に反し、エクセリアは虎太郎の提案をきっぱりと断った。

「な、なんでだ？」

「だから、面倒臭いの」

「じゃあ、ティアが相手になるんだけど……」

「好きにすればいいんじゃない？」

　虎太郎とエクセリアは、この十年、苦楽を共にしてきたパートナーだ。

　一心同体、以心伝心とはいかないものの、相手が何を言いたいのか、それくらいは分かるはずだった。ところが今は断線したように心が通じ合わず、虎太郎にはエクセリアの考えていることがまるで分からなかった。

「リアさん、本当によろしいのですか？」

「いいわよ。好きにすれば？」

　モニカが諭さとしてみたものの、エクセリアは食堂から出て行ってしまった。

　残された虎太郎たちは啞あ然ぜんとし、何がいけなかったのか、呆ほうけた頭で考えて──。

「これでもう、何の憂うれいもありませんね！」

「うわっ!?」

　ぼんやりとしていた虎太郎に、横手からメルティアが飛びついた。

「さあ、わたしたちの結婚式を挙げましょう！」

「お、落ち着け、落ち着け、ティア……！」

「落ち着いてなどいられません！」

　虎太郎の首に手を回し、思い切り抱だきしめるメルティア。

　その手がどうにもいい場所に極きまり、虎太郎は青い顔でタップする。

「それではラチェットさま、手配の方、よろしくお願いしますね？」

「はい、かしこまりました！」

　反論を許さぬ怒ど涛とうの押し切りで、虎太郎はあれよあれよという間に追い詰つめられる。

　しかし、エクセリアに断られた以上、もう相手はメルティアしかいない。

（ここはこの流れに乗るべき、か）

　乗るというよりは、流される形になってしまったが──。

　ともあれ、こうして、勇者の結婚式が執とり行われることになった。
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「式の日程は明日、十四時からです」

「はい♪」

「告知はもう、大々的に行いました。なんせ、勇者様と王女様の結婚ですからね」

「ありがとうございます♪」

「タキシードやドレスは貸し衣装になりますが……ご安心ください、我が国の針子は優ゆう秀しゆうですからね。オーダーメイドと見み紛まがうばかりのものに仕上げてみせます」

「ああ～、楽しみです！」

　ブライダル島、いつものホテルの一室で、メルティアは歓かん喜きの声を上げていた。

「虎太郎さまも楽しみですよね？」

「うん、まあ」

　ここまで喜んでくれるのならば、彼女を選んで良かったのかもしれない。

　エクセリアが出て行ってから時間も過ぎて、虎太郎はそう思えるようになってきた。

　しかし──。

「良かったのですか？」

「え？　何がですか？」

「リアさんのことですよ」

「ああ。あいつなら、後で捜さがしに行きますよ」

「いえ、そういうことではなく……」

　何か言いたげなまま、モニカは口をつぐんでしまった。

　その隣となりでは、リリエルやプリムローズも何か言いたそうに虎太郎を見つめている。

（みんな、どうしたんだ？）

　エクセリアに続き、他の仲間もおかしくなってしまったのだろうか。

　怪け訝げんそうな顔をしながら──でも、虎太郎は、その訳がなんとなく分かるようで──。

「ほらほら、虎太郎さま♪　これはどうでしょうか？」

「おお、すごいな！　一気に花嫁っぽくなったな」

「うふふっ♪　でも、わたしはこちらのドレスも捨てがたくて……」

「それも着てみて、試ためしてみればいいんじゃないか？」

「はいっ♪」

　再び湧わいてきたもやもやを、メルティアとのやり取りで散らしていく。

　しかし、どうにも晴れない気持ちを持て余し、虎太郎はソファーに腰こしを下ろした。

（みんなだけじゃなくて、俺もおかしいみたいだな）

　竹を割ったような快活さを、自分は持っていたはずではなかったのか。

　それが、この国に来てから調子が狂くるいっぱなしだ。やたらと仲間を意識したり、答えに窮きゆうしたり、不ふ慮りよの事態に固まってしまったり。

（結婚の聖地、か）

　自分にはまだ縁えんのないものが、急に割り込んできたからおかしくなったのだろうか。

　魔ま王おうを倒すためだからとはいえ、デートや同どう棲せい、結婚式の準備まで。本当の恋こい人びとでも、ここまでハイペースにはしないだろうことを、矢や継つぎ早に行ってきた。もしかすると、その疲つかれが溜たまっていって、調子が狂ってしまったのかも──。

（……いや、違ちがうな。それは違う）

　本当は自分でも分かっていた。ただ、気がつかないふりをしていただけだ。

　彼女との関係が変わってしまうことを恐おそれ、無意識に問題を避さけてしまったのだ。

（……うん、そうだな。そうだ）

　情けない限りである。何が歴戦の勇者なものか。

　ひとりの男として自分に愛あい想そが尽つきそうで──。

　しかし、虎太郎はくじけることなく立ち上がった。

　そして彼は、ゆっくりと部屋を横切って、

「ティア、話があるんだ」

　これまでになく真しん剣けんな表情でメルティアに向き合った。
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　最悪だった。最低の気分だった。

　あのように大人気なく、余よ裕ゆうのない態度は、自分のキャラではない。

　それが分かっていながらそうしたことが、エクセリアには腹立たしかった。

「……ふんっ」

　夕暮れの浜はま辺べに、ぽつりと一人で座っているエクセリア。

　彼女は数時間前にホテルを出て、今までずっとそうしていた。

「……はぁ」

　力なくため息をはきながら、摘つまんだ砂を指で弾はじく。

　自分は一体、何をしているのだろうか。虚むなしさで胸がいっぱいになってくる。

（虎太郎が悪いのよ。私にあんなことをするから……）

　もう何度目になるか、エクセリアは食堂での出来事を思い出していた。

　そこでの虎太郎は、結婚相手に迷った末に、無難だからと自分を選んだ。それが一番、波風が立たないだろうと、それだけの理由で自分を求めてきた。

　それくらいは声に出ずとも読み取れる。それができる程度には、ふたりは長いつき合いなのだ。だからこそ、雑に扱あつかわれたことが無む性しように腹立たしくて、気がついた時にはもう、食堂を出て来てしまっていた。

（……いや、私も悪いか）

　あの程度のこと、さらりと流してしまえば良かったのだ。

　虎太郎の判断は間ま違ちがってはいなかった。トラブルメーカーなメルティアよりも、長年の相棒を選んだ方がスムーズに事が運ぶ。そう考えた虎太郎を、むしろ、褒ほめてあげれば良かったのだろうが、

「はぁぁ[image: ]……」

　どうしてもそれができなかった。そのことが自己嫌けん悪おに繫つながって、エクセリアはまた、ため息交じりに砂すな粒つぶを弾き始めた。すると、

（…………！）

　後ろから、砂を踏ふみしめる音が聞こえてきた。

　規則正しく、馬ば鹿かみたいに真面まじ目めなあの足音を、彼女が聞き間違えるはずがない。

「何しに来たの？」

　振ふり返らずに問いかけるエクセリア。

　しかし、足音の主は歩みを止めず、遂ついには彼女の隣で腰を下ろしてしまった。

「どうしたの？　準備はまだ、終わってないんでしょ？」

　そこで初めて、エクセリアは隣に目を向けた。

　もちろん、そこにいたのは虎太郎だ。ホテルにいるはずの彼が、どうしたことか、エクセリアを捜しに来ていた。

「ほら、帰りなさいよ。ティアが待ってるわよ」

　憎にくまれ口など叩たたくつもりはなかったのに、つい、トゲのある言葉を口にしてしまった。

　そんな自分が心底嫌いやになり、エクセリアはますます落ち込んだのだが、

「ティアには断りを入れたよ」

「……え？」

　虎太郎は怒おこるでもなく、逆に謝ることもなく、淡たん々たんと事実を伝えた。

「いや、なんでよ。結けつ婚こん式、するんでしょ？　他ほかに誰だれがいるっていうのよ」

「お前だ。もう一度、お前に頼たのみにここまで来たんだ」

「ええ……!?」

　彼は一体、どうしてしまったのだろうか。いつになく真剣な表情と態度に、珍めずらしく、エクセリアはうろたえた姿を見せる。そんな彼女に言い聞かせるように、虎太郎はゆっくりと、しかし、はっきりと言葉を紡つむいでいく。

「この国に来てからずっと違い和わ感かんがあった。心のどこかに引っかかりがあった。魔王を倒たおすためだとはいえ、恋人を演じるなんてどうなんだ？　そんな気持ちが、ずっと頭のすみをちらついていた」

「…………」

「だけど、お前といっしょなら、自然体でいられたんだ。この国の豊かさを、それこそ魔王のことを忘れるほど楽しめた」

「それは、私が家族みたいなものだからでしょ……？」

「そうだけど、そうじゃないんだ。さっき、ティアとドレスを選んでいてそれが分かった。偽いつわりでも結婚式を挙げるのは、他の誰でもない、お前とじゃなきゃ嫌だって」

　それが虎太郎の心に引っかかっていたことだった。

　同時にそれはエクセリアの心に刺ささったトゲでもあり、そのふたつは、今、虎太郎の言葉によって消えていこうとしている。

「惰だ性せいじゃない。無難だからでもない。これまでも、これからも、俺のパートナーはお前しかいない。これまでいっしょに歩んできた、お前しかいないんだ！」

「…………っ！」

　これまで聞いたことがなかった、自分に対する虎太郎の本心。

　それを受けて、思わず両手で口元を覆おおったエクセリアに、虎太郎は、

「リア、俺といっしょに式場に立ってくれ」

　とうとう、決定的な言葉を口にした。

「………………」

　肯こう定ていも否定もなく、その場ではさざ波の音しか聞こえない。

　いつしか太陽は水平線の向こうへ沈しずみ、辺りは薄うす暗くら闇やみに包まれていく。

　それでもエクセリアは声を発さず、そんな彼女を虎太郎は黙だまって待ち続け、

「……ん？　お前、なんか、顔が赤くないか？」

「ちょっ、ちょっと。止やめて！　見ないで！」

「いや、絶対におかしいって！　熱ねつ中ちゆう症しようか!?」

「止めてーっ！」

　ふとしたきっかけから張り詰つめた空気は霧む散さんして、代わりに現れたのは、いつものふたりのドタバタだ。

「ちょっと待ってろ！　今、水と氷を持ってきてやるからな！」

「だから、止めてってば!!」

　本気で慌あわてる虎太郎と、彼の背中をポコポコと叩くエクセリア。

　そこには甘いムードもロマンチックな言葉もなかったが──。

　こういうのが自分たちらしいのかもと、エクセリアは心の中で思っていた。
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「なんだか緊きん張ちようするな」

「へらへら笑わないで」

　慣れないタキシードの襟えり元もとに指を通して、息をつく。

　そんな虎太郎をピシリと叱しかり、エクセリアは硬かたい表情で前を見た。

「それにしても、随ずい分ぶんと印象が変わったな。最初に見た時は驚おどろいたぞ」

「も、もう！　いいから、始まるわよ！」

　礼拝堂の扉とびらの前、並んで出番を待っているふたりは、どちらも結婚式に相応ふさわしい格好をしていた。タキシードを着込んだ虎太郎と、ウェディングドレス姿のエクセリア。特にエクセリアの方は、普ふ段だんから黒いドレスを着ているだけあって、全身を包む純白が違った魅み力りよくを引き出している。それを先ほどから、虎太郎はしきりに褒め、エクセリアはそれを恥はずかしそうに誤ご魔ま化かして──。

『それでは、これよりコタロウ、エクセリアの結婚式を執とり行います』

　と、そこで、扉の向こうから威い厳げんのある声が聞こえてきた。

「ささっ、おふたりとも、祭さい壇だんの前へとお進みください！」

　続いて、介かい添ぞえ人であるラチェットが観音開きの扉を開き、その先を指し示した。

「じゃあ……行こうか」

「ええ」

　祭壇の前まで続く真しん紅くのバージンロード。

　荘そう厳ごんなパイプオルガンが響ひびく中、ふたりは一歩一歩、歩調を合わせて進んでいく。

（本当は、ここに父親が必要なんだけど）

　生あい憎にく、エクセリアの両親はすでになく、八や坂さか家の家長もこの世界にはいない。

　結果、新しん郎ろう新婦が共に歩く、変則的な結婚式になったが──。

　これまでも共に歩んできたふたりは、それが自分たちには合っていると感じていた。

（しかし……思えば、色々あったよな）

　バージンロードを歩いていると、走そう馬ま灯とうのようにこれまでの記き憶おくが浮うかんでくる。

（異世界に召しよう喚かんされたり……おかしな事件に巻き込まれたり……）

　小学生の頃に起きた異世界召喚に端たんを発し、以来十年、数え切れないほどの事件を解決してきた。どれも一ひと筋すじ縄なわではいかないもので、自分ひとりだけではどうしようもないものもあったが──幸いにして、虎太郎の隣となりにはいつもエクセリアがいた。

（……うん、そうだ）

　勇者として、初めて救った女の子。

　剣けんに封ふうじるという形で、破は壊かい神としての宿命から解放した黒くろ髪かみの少女。

　彼女と最初に出会えたのは、虎太郎の人生における大きな幸せであった。彼女と出会わなければどうなっていたか想像ができないほどに、虎太郎はエクセリアと共にあった。

「あなたは健康な時も、そうでない時も……」

　やがて賛美歌の斉せい唱しようも終わる頃、牧師が誓ちかいの言葉を口にした。

　答えはもちろん、イエスだ。

　これまでにできていたことが、これからできない道理があるはずはない。

「誓います」

「誓います」

　誓い合ったふたりは、指輪の交こう換かんも滞とどこおりなく終え、祭壇の前で向かい合い、

「さあ、誓いのキスを」

　牧師にうながされ、ハッと顔を上げた。

　そうだ、キスだ。結婚式にはそれが不可欠だ。しかし、

（いいのか？　そこまでやって……？）

　今回の結婚式は、あくまで偽り、偽にせ物ものの結婚式だ。

　そこで誓いのキスを済ませ、宣言まで終えてしまうのはどうなのだろうか。

「さあ」

　まごつく虎太郎を牧師がうながす。

（ええい、なるようになれ！）

　意を決した虎太郎は、エクセリアのベールに手を伸のばし、それをそっとめくった。

　すると、今まで霧きりがかかっていたようだった、新婦エクセリアの顔が露あらわになり──。

（……っ！）

　虎太郎はまたも驚かされた。一度目はウェディングドレスで驚かされ、二度目はエクセリアそのものに驚かされた。

「な、なによ」

　少し緊張し、かすかに震ふるえる彼女の顔。

　結婚式のために化け粧しようが施ほどこされたエクセリアは、その美しさを際きわ立だたせ、礼拝堂の薄うす闇やみの中でも、ほんのりと光を帯びているように見えた。

「い、いや、綺き麗れいだなって思って……」

「馬ば鹿か……」

　小声で言葉を交かわすふたりを、牧師は微笑ほほえましげに見守っている。参列者たちもそうだ。お似合いのふたり、温かな愛を感じる若者を、決して急せかすことはしない。

「ほら、キス、するんでしょ？」

「いいのか？」

「いいも何も、それが結婚式でしょ……？」

　多くの人に見守られながら、虎太郎は決心した。

　今日、この場所で、エクセリアとキスをしよう、と。

　偽物が、本物になっても構わない。これで婚こん姻いん関係が結ばれても構わない。

　彼女がそれを望むなら、自分の気持ちに正直になるのなら、それが唯ゆい一いつの正しい道だ。

「じゃあ、するぞ……？」

「い、いいわよ……」

　緊張で体を固くしながら、ゆっくりと顔を近づける虎太郎。

　それを受け入れるエクセリアは、彼の吐と息いきを感じたところで、そっと目を閉じた。

「…………っ！」

　魔ま王おうはまだ現れない。邪じや魔ま者ものは姿形もない。

　このままふたりは口づけを交わし、永遠の愛の証あかしとして──。
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　にゅるん。






「……………………ん？」

　最初に異変に気がついたのは、エクセリアだった。

　来るはずの唇くちびるが来ない。すぐに触ふれ合うはずだった温ぬくもりがない。

　代わりに感じたのは、やたらとぬるぬるとした気配と音で──。


「あー、もう、全然ダメ！　花はな嫁よめが超ちよう絶ぜつブス！」

「………………」



　まずはさすがと言うべきだろうか。

　誰だれにも気づかれることなく、礼拝堂に忍しのび込んだタコ頭の未み婚こん王。

　彼女はエクセリアに墨すみを吐はきかけると、彼女から虎太郎を引き剝はがし、その唇にむしゃぶりつこうとした。

「ひいいぃぃぃ……っ!?」

　四し肢しとタコ頭の腕うでに組みつかれ、かすれたような悲鳴を上げる虎太郎。

　しかし、彼も大したもので、我らが勇者様は腕わん力りよくでオクタンの魔まの手を防いでいた。

「ちょっと、抵てい抗こうしないの！　あんなのよりあたしの方がマシでしょ!?」

「んなわけあるかぁっ！」

「なんですってぇ!?」

　全身全霊を以って粘ねん膜まくの接触を図る魔王と、そうはさせじの勇者様──。

　わずか一分前、この場所には確かに愛があった。

　この礼拝堂で、温かなものを感じることができた。

　しかし、今はいずこかへと消え失うせて、戻もどってくる気配も見せない。さもありなん、ここには愛にはほど遠い、タコ墨まみれのタコ臭くさいプロレスしかない。

「ま、こんなことになるとは思ってたわよ」

　祭壇前でのたうつふたりを見つめながら、エクセリアはやれやれと首を振ふった。

「いつものことだしね。別に気にするようなことじゃないわ」

　自分に言い聞かせるようにうんうんとうなずくエクセリア。

　彼女は仕方ないなあとばかりに、頭から被かぶったタコ墨を拭ぬぐっていって、





「そんなわけあるか……！」






「ひいいいっ!?」

　突とつ如じよとして噴ふき上がったどす黒いオーラに、まずは気の弱いリリエルが悲鳴を上げた。


「絶ぜつ妙みようのタイミングで邪魔をして……！」



　地鳴りのような低い声に、続けてリリエルは失禁した。いや、彼女だけではない。牧師から参列者まで、ひとり残らず失禁し、辺りにはジョンジョロジョンジョロという湿しめった音が響き渡わたる。

　本来、厳おごそかな空気で満たされるべき礼拝堂に、恐おそるべき勢いで怒いかりの波動とアンモニア臭しゆうが満ち満ちていく──！


「あなた、覚かく悟ごはできてるんでしょうね……？」



　タコ墨でドレスを黒く染め、体からも黒いオーラを放つエクセリア。

　見る者すべてを震え上がらせる彼女は、まさに怒りの権ごん化げだ。何もかもを焼き尽くしてしまいそうなその怒りは、彼女の身も心も黒く染め上げている。

　そんな漆しつ黒こくの花嫁の登場に、しかし、オクタンは慌あわてない。

「う～ん、そうねえ……」

　彼女はエクセリアのことを上から下までジロジロ眺ながめたかと思うと、

「やっぱり駄だ目めね。ヒステリックな女は嫌きらわれるわよ？」

「……は？」

「百点満点中……う～ん、五点！」

　それが魔王の最後の言葉となった。
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「いやぁ～、ありがとうございました！　本当に助かりました！」

　ブライダル島の丘おかの上、件くだんの教会前でラチェットが頭を下げていた。

「もう本当に、感謝してもし切れないほどで……はい！」

　えびす様もかくやというほくほく顔で、擦すり切れるほど手もみもしている。

　ここまでへりくだられるとかえって居い心地ごこちが悪いが、これは彼女なりの、最大限の感謝の形なのだろう。

　なぜなら勇者一行は、ブライダルに仇あだなす魔王を倒たおした、言わば英えい雄ゆうであり、

「……言葉の割には遠くない？」

「いえいえいえいえいえいえ！　そのようなことは!!」

　エクセリアがぽつりとつぶやくと、ビュン！　とラチェットが飛んできた。

　しかし、他ほかの職員は遠巻きに見ているばかりで、やはり、どうにも据すわりが悪い。

「仕方ないって。やり過ぎたんだよ、お前は」

「でも、あれは正当防衛みたいなもので……」

　どす黒いオーラを放ち、魔王を塵ちりも残さず消しよう滅めつさせる。結果だけ見れば何も問題はなかったが、さすがに本人も気が咎とがめたのだろう。エクセリアは唇を尖とがらせながらも、ごにょごにょと言い訳めいたことを言っていた。

「しかし、相変わらずリアさんはお強いですね」

「なんか、魔王がボッ！　って消えてましたもんね。ボッ！　って」

　興奮気味に先ほどの光景を語るリリエル。

　のど元過ぎればということか、お漏もらしした彼女も、今ではすっかり元通りだ。

「確かに、すごかったですねえ。ちょっと私のような凡ぼん人じんの理解を超こえていました」

　ラチェットも段々と慣れてきて、いつもの軽さが戻ってきた。

「あのう……」

「あ、ありがとうございました」

「これで久しぶりにゆっくりと眠ねむれます」

　そして最後に、それまでビクビクとしていた職員たちがやってきて、今回の冒ぼう険けんも大団円と相成った。

　誰もが魔王の討とう伐ばつ成功を喜び、祝い、中には涙なみだを流している者もいる。

　よほど魔王の脅きよう威いに悩なやまされていたのだろう。その点では、未婚王と呼ばれたオクタンも正しく魔王であった。

「それじゃ、俺たちはそろそろ行きます」

「ええええ!?　そんな、まだゆっくりしていかれればよろしいのに！」

「そうですよ！　国こく賓ひん待たい遇ぐうでもてなしますよ!?」

「いえ、次の国が俺たちを待っているので」

「おおお……！」

「さすが勇者……！」

　引き止めるラチェットら職員に、きっぱりと首を横に振る虎こ太た郎ろう。

　そうだ、まだ見ぬ国が、助けを求める人々が、勇者一行を待っている。

　そのことに思い至った職員たちは、未練を残しつつも、盛大に勇者一行を見送った。

「また来てくださいねぇーっ！」

「さようならーっ！　さようならーっ！」

「ありがとぉーっ！」

　ラチェットを先頭に、両手を振ったり、脱ぬいだ上着を振り回したりする職員たち。

　彼らに手を振り返し、ゆっくりと坂を下りながら、虎太郎は苦労をして良かった、この国を救えて良かったと、満足げにうなずいて、

「……で？　どうするのよ、あの子」

「うっ……!?」

　エクセリアの耳打ちに、ピシリと固まってしまった。

「このままってわけにはいかないでしょ？」

「それは、そう、なんだけど……」

　こそこそと内ない緒しよ話ばなしをする虎太郎とエクセリア。

　彼らがちらりとうかがっているのは、最さい後こう尾びを幽ゆう鬼きのように歩くメルティアだ。

「あなた、あの子に何を言ったのよ……？」

「いや、きっぱり言い切ったんだ。俺はティアを選べないって」

「うっ……一刀両断とは、あなたもえげつないわね……」

「ええ……!?」

　なら、どうすれば良かったというのか。

　自分なりにけじめをつけた虎太郎が、そのことを聞こうとすると、

「虎太郎さま……」

　問題の幽鬼から声がかかった。どんよりとした雰ふん囲い気きに違たがわぬ、暗い暗い声。

　それを受けた虎太郎は、ぎこちなく彼女の方へと振り向いた。

「な、何かな……？」

　改めて見ると酷ひどい有様だ。輝かがやくような生気は消え失せ、自じ慢まんの髪かみも少しボサボサになっている。おまけに瞳ひとみはどんよりと濁にごり、頰ほおはこけてやつれたようだ。

（な、なんか、悪化してないか……？）

　今朝まではまだまともな様子で、会話もできていたのだが──。

　結けつ婚こん式の前と後で明らかに陰かげりが強くなっている。そんなメルティアが、視線を落としたまま、ぽつぽつと話し始める。

「わたし、誤解していました……」

「何を？」

「エクセリアさんのことです……」

「え？　私？」

「はい……わたし、てっきりエクセリアさんは、がさつで、乱暴で、虎太郎さまをこき使う酷い女だとばかり」

「なんですって？」

「待て待て！」

　いきり立つエクセリアを羽交い絞じめし、次の言葉を待つ虎太郎。

　何やら、恨うらみ節とは違うようだ。しかし、だとすると──。

「でも、先ほどの結婚式を見ていて気づきました。ふたりはとってもお似合いだと。互たがいが互いを思いやり、確かな愛を育はぐくんでいたのだと」

　そこまで言ったところで、メルティアがぽろりと涙をこぼした。

　驚おどろく虎太郎たちを前に、彼女はすんすんと鼻を鳴らし、一いつ生しよう懸けん命めいに続ける。

「ううん、気づかないふりをしていたんです。認めたくなかったんです。だって、好きになった人に、もう恋こい人びとがいるなんて、信じたくなかったから」

　悲痛な告白に、勇者一行はメルティアに哀あわれみを感じていた。

　しかし、彼女はそれだけで終わらず、残さず自分の罪を吐はき出そうとした。

「だ、だから、わたし、何も分からないふりをして、虎太郎さまを……」

　エクセリアの手から奪うばおうとしたわけだ。

　だからこその強ごう引いんな手法、だからこその人の話を聞かないマイペース。

　それがすべて打算的なものだと分かり、しかし、それを非難する者はいなかった。

「ごめんなさい、ご迷めい惑わくをおかけしました……わたし、元の世界に帰ります……」

「そんな！　別に気に病やまなくていいんだ！」

「私だって、そんなに器うつわが小さくないわよ」

「ごめんなさい……でも、ふたりのそばにいると、わたし、もう辛つらくて……」

「あっ……！」

　思わず引き止めてしまったが、メルティアの気持ちの方こそ正しかった。

　仲が進展したふたりのそばで、ずっと想おもい人を見つめているなど、これほど辛いことがあるだろうか。それならば、ここで見送るのがメルティアのためでもあった。

「だから、わたし、帰ります。あの世界へ。精せい霊れいの世界へ……」

　ふわりと浮うき上がるメルティア。

　その背後では光の粒りゆう子しが渦うずを巻き、すぐにも大きな穴となって彼女を吞のみ込んでいく。

「さようなら、虎太郎さま……」

「ティア……」

「さようなら、みなさん……」

「ティア……！」

「……さようなら、わたしの好きだった人……」

「ティア!!」

　最後に儚はかなげな笑え顔がおを見せて、メルティアは光の中へと消えていった。

　彼女へと伸のばしかけた手を胸むな元もとで握にぎり、虎太郎は沈ちん痛つうな面おも持もちでうつむいた。

「結婚の聖地での最後は苦かったわね……」

「ああ……」

　純じゆん粋すいな子だった。笑顔の似合う女の子だった。

　それを最後にあのような顔をさせたこと、悔くやんでも悔やみ切れなかった。

「俺がもっと、答えを早く出していたら……！」

「……行きましょう、勇者さま。わたしたちもこの国を離はなれましょう」

「そうです、虎太郎さん」

「マスター」

　辛い記き憶おくを残した土地から、新たな場所へ旅立とう。

　ここにいても辛くなるばかりだと、リリエルたちは虎太郎の袖そでを引き──。




「あ、でも、側室としてなら問題ないのでは？」

「は？」




　虎太郎の目の前、再び現れた光の渦から、メルティアがにゅっと頭を出した。

「そうです！　お母さまみたいに、側室になればいいんです！」

「ええええええええっ!?」

　ぽんっ！　と音を立てて飛び出してきた彼女に、先ほどまでの暗さはない。

　新たな希望を見み出いだしたメルティアは、陰いん鬱うつとした空気を吹ふき飛ばし、全身をキラキラと輝かせている。

「と、いうわけで、これからよろしくお願いします！」

「いやいやいやいや……ど、どういうことなの？」

「わたしも旅に同行し、エクセリアさんみたいに絆きずなを深めようと……」

「そういうことじゃなくて！」

　仲間たちがぽかーんと口を開いて見つめる中、メルティアは虎太郎に思う存分じゃれつき始める。恋する乙女おとめは立ち直りも早いということか、活いき活きとコミュニケーションを図はかる姿には、もう失しつ恋れんの色はない。

「虎太郎さん……？」

「勇者さま……？」

「マスター……？」

「虎太郎……？」

「むむむむ……!?」

　幼い少女に抱だきつかれ、おまけに頰ずりされている虎太郎。

　背中に突つき刺ささる視線を感じながら、しかし、彼にはどうすることもできない。

「うんっと可愛かわいがってくださいね？　虎太郎さま♪」

　切った張ったはお手の物、これまでいくつもの世界を救ってきた勇者様だが──。

　それが通じる世界ばかりではないのだと、ひとつの悟さとりを開くのであった。







あとがき




　三巻を書いている間、ナシ婚こんについてのニュースを見かけました。

　結婚式は開かない。披ひ露ろう宴えんなんてとんでもない。婚こん姻いん届とどけを役所に出すだけで、下手をすると新婚旅行にも出かけない。

　そうしたスタイルが、世界的に増えていっているようです。

　最近の若者は合理的で、無む駄だな出費や風習を嫌きらう傾けい向こうにありますからね。金も時間もかかる結婚など、まさしく愚ぐの骨こつ頂ちようというもので──。

　──いかん、三巻はその結婚がテーマだ。

　異世界の話とはいえ、時代に逆行してはいないだろうか……。

　と、心配してはみたものの、結婚そのものについては、私の周囲にも関心のある人が多かったように思います。

「結婚なんて絶対にしたくない」、「一生独身でいたい」という独身貴族。

「早く結婚したい」、「あわよくば明日にも入にゆう籍せきしたい」という結婚願望持ち。

「同どう棲せいのままでいい」という人から、「旦だん那なはいらない。子どもだけ欲しい」という変わり者、中には、すでに子どもがいて、毎朝「ハッピー・ジャムジャム」を一いつ緒しよに踊おどっている猛も者さもいましたが……。

　結婚についての話を振ふれば、何かしらの持論が出てきました。

　なんだかんだで私たち「最近の若者」も、結婚について考え、それぞれのビジョンを持っているようです。そしてそれは、「最近の子ども」もそうではないでしょうか？

　思い返せば、幼よう稚ち園えんの時にはもう、誰だれかが「ケッコン」の話をしていた気がします。

　小学生に上がると若い先生の結婚話で盛り上がり、中高生にもなると自分の恋こい路じを気にするようになり、大学では現実に恋人を作る者が増え、そして、社会に出ると、段々と話が現実的に、生々しいものへと変わっていって──。

　あまり放置していると、お婆ばあちゃんが嬉き々きとして根回しを始めるホラー展開もあり得るので、皆みな様さまご注意くださいませ。

　このように私たちの大きな関心事のひとつであり、当事者となるかもしれない結婚。

　三巻ではそれを新婚旅行、あるいは婚前旅行として描えがきました。あくまで偽ぎ装そう、おとり捜そう査さの一いつ環かんではありましたが、決してそれだけではなく──そういった場面も含ふくめ、楽しんでいただけたのなら幸いです。

　さて、末筆ではございますが、関係者の皆様に謝辞を。

　担当編集Ｏさん、本当にお世話になりました。もっとスムーズに動けるよう精しよう進じんしていきますので、これからもよろしくお願いいたします。

　イラストレーターのホロすけさん、今回も素す敵てきなイラストをありがとうございます。山場のシーンが予想以上に素敵に仕上がっていて、感心しきりでした。

　その他、この本の製作に携たずさわったすべての方々、何より、この本を手に取ってくださったあなたに、心よりお礼申し上げます。

　より一層楽しんでいただけるよう、これからも頑がん張ばっていきます。

　それでは、またお会いしましょう。ではでは。
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